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Ⅰ アンケート調査の概要  
  



 

2 

１ 調査の実施概要 

（１）実施方法 

実施した調査種別と対象者は次の通りです。 

 

調査 種  別 
番

号
対象者 

対象者数 

（件） 

配布・回収方法

配布 回収 

教育・

保育 

ニーズ

調査 

子ども・子育て支援事

業計画 

① 未就学児童の保護者 882 郵送 
郵送、

WEB 

② 小学生児童の保護者 935 学校 
学校、

WEB 

生活状

況調査 

子どもの貧困対策計画 ③
小学５・６年生保護者 

中学１・２年生保護者 
739 

学校 郵送 
子どもの貧困対策計画 

子ども・若者計画 
④ 小学５・６年生本人 432 

子どもの貧困対策計画 

子ども・若者計画 
⑤ 中学１・２年生本人 449 

子ども・若者計画 ⑥ 高校生世代以上39歳まで 996 郵送 WEB 

 

（２）回収方法 

調査別の回収状況は次の通りです。 

 

番号 対象者 
対象者数 

（件） 

回収数（件） 回収率

（％）郵送 Ｗｅｂ 学校 計 

① 未就学児童の保護者 882 166 247 － 413 46.8％

② 小学生児童の保護者 935 － 340 292 632 67.6％

③ 
小学５・６年生保護者 

中学１・２年生保護者 
739 308  － 308 41.7％

④ 小学５・６年生本人 432 168  － 168 38.9％

⑤ 中学１・２年生本人 442 193  － 193 43.7％

⑥ 
高校生世代以上 39 歳

まで 
996 － 242 － 242 24.3％

 

（３）集計分析上の注意事項 

・集計は小数点第 2 位以下を四捨五入しているため、回答比率の合計は必ずしも 100％にな

らない場合がある。 

・回答が複数になる場合、その回答比率の合計は原則として 100％を超える。 

・表、グラフに示す選択肢はスペースの関係で文言を簡略して表記している場合がある。 
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２ 調査結果の概要 

（１）教育・保育ニーズ調査（未就学児童の保護者） 

１）保護者の就労状況 【問 10】 

・母親の就労形態は、フルタイムが62.0％（産休等の状態含む）となっており、前回の53.6％

より 8.4 ポイント増加しています。パート・アルバイト（産休等の状態含む）は 28.8％とな

っており、前回の 32.2％から 3.4 ポイント減少しています。また、現在働いていない母親は

8.0％となっており、前回の 10.5％から 2.5 ポイント減少しています。母親の正規雇用が進

み、就労傾向が高まっている状況にあります。父親の就労形態は、フルタイムが 90.0％と前

回の 88.0％より 0.2 ポイント増加しています。 

２）教育・保育事業の利用意向 【問 11】 

① 施設別の利用状況 

・認定こども園の利用が 45.2％であり、前回の 22.6％から 23.5 ポイント増加し、保育所は、

39.3％と前回の 54.3％から 15.0 ポイント減少し、幼稚園が 9.3％と前回の 17.4％から

8.1 ポイント減少しています。認定こども園の利用が高まっています。 

② 施設別の利用意向 

・認定こども園の利用意向は、59.3％あり、前回の 36.7％から 22.6 ポイント増加していま

す。認可保育所の利用意向が 47.5％あり、前回の 58.4％から 10.9 ポイント減少していま

す。幼稚園の利用意向が 23.0％あり、前回の 29.6％から 6.6 ポイント減少しています。 

３）地域子育て支援拠点事業の利用意向 【問 13】 

・「子育て支援センター」は、現在利用していると回答した保護者が 16.0％です。今後の利用意

向は 26.1％です。 

４）病児・病後児保育の利用意向とその理由 【問 18】 

・子どもが教育・保育事業を利用できなかった際に、病児・病後児保育を利用した割合は

7.4％で、前回の 1.7％から 5.7 ポイント増加しています。今後、利用したい人は、31.9％

となっています。 

５）嬉野市に期待すること 【問 33】 

・「保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのための経済的支援をする」が最も高

くて 69.5％となっており、次いで、「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進め

る」が 38.3％、「仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、企業へ啓発する」が

37.3％となっています。 

６）市の子育て環境や支援の満足度 【問 34】 

・満足度が高い方（５点・４点）の保護者は、24.0％（前回 20.2％）、低い方（１点・２点）

の保護者は、23.0％（前回 26.3％）で、中間（３点）は、51.8％（前回 52.8％）となっ

ており、中間が最も高く、前回より満足度は高くなっています。  



 

4 

（２）教育・保育ニーズ調査（小学生児童の保護者） 

１）保護者の就労状況 【問 10】 

・母親の就労形態は、フルタイムが 55.7％（産休等の状態含む）となっており、前回の 49.8％

より5.9ポイント増加し、パート・アルバイト（産休等の状態含む）は32.5％となっており、

前回の 33.3％から 0.8 ポイント減少しています。また、現在働いていない人は 6.4％となっ

ており、前回の 9.3％から 2.9 ポイント減少しています。母親の正規雇用が進んでいる状況に

あります。父親の就労形態は、フルタイムが 83.4％と前回の 75.5％より 7.9 ポイント増加し

ています。 

 

２）放課後児童クラブの利用意向 【問 17】 

・放課後児童クラブは、平日で 35.9％の利用の希望があります。 

 土曜日は、高学年（４～６年生）の利用の希望が 19.2％、低学年（１～３年生）では 17.5％

に利用の希望があります。 

 

３）市で実施している子育て支援事業の認知度と利用意向 【問 11】 

・ファミリー・サポート・センターは、76.3％が知っており（前回 71.0％）、これまで利用し

たのは13.4％（前回7.6％）で、今後の利用意向は13.8％（前回17.1％）となっています。 

 

４）嬉野市に期待すること 【問 32】 

・最も高いのが「保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのための経済的支援をす

る」が 61.1％と最も高く、次いで、「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める」

が 40.7％、「地域で子どもたちが遊んだり、スポーツしたりする場や機会を増やす」が

39.2％となっています。 

 

５）市の子育て環境や支援の満足度 【問 33】 

・満足度が高い方（５点・４点）の保護者は、20.1％（前回 13.0％）、低い方（１点・２点）

の保護者は、31.0％（前回 33.6％）で、中間（３点）は、47.5％（前回 50.6％）となって

おり、中間が最も多く、低い方の割合が増加しています。 
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（３）子どもの貧困対策計画調査（小学生・中学生保護者） 

※「標準世帯」、「相対的貧困世帯」の定義は、11 頁（資料）参考 

１）現在の暮らし向き 【問 26】 

・「大変苦しい」と回答した保護者の割合は、標準世帯の 4.8％に対し、相対的貧困世帯が

22.0％です。これに「苦しい」の回答を加えると、標準世帯が 22.1％に対して相対的貧困

世帯が 52.0％となり、相対的貧困世帯の経済状況が厳しいことが分かります。 

 

２）経済的な理由による生活状況 【問 28】 

①  食料の購入 

・家族が必要とする食料が買えなかったことが「よくあった」と「ときどきあった」の計の割合

は、標準世帯の 6.0％に対して、相対的貧困世帯は 24.0％となっています。 

② 衣服の購入 

・家族が必要とする衣服が買えなかったことが「よくあった」と「ときどきあった」の計の割合

は、標準世帯の 8.8％に対して、相対的貧困世帯は 30.0％となっています。 

③ 公共料金の未払い 

・公共料金の未払いがあった割合は、電気料金については、標準世帯の 2.4％に対して、相対的貧

困世帯は 10.0％となっています。 

 
３）子どもの進学先と選択の理由 【問 21】 

・標準世帯では、「大学・大学院またはそれ以上」が 30.1％と最も高く、次いで「高等学校」が

24.5％であり、相対的貧困世帯では、「高等学校」が42.0％と最も高く、次いで「短期大学・

高等専門学校・専門学校」が 18.0％となっています。「大学・大学院またはそれ以上」は

14.0％となっています。 

 
４）子育てについての心配や悩みごと 【問 34】 

・全体では、「将来的な教育費」が66.2％と最も高く、標準世帯では64.7％、相対的貧困世帯

では 74.0％となっています。次いで、全体では「生活費などの経済的な負担」が最も高く、

標準世帯では 43.4％、相対的貧困世帯では 60.0％となっています。 

 
５）将来的にあったらよいと思う支援 【問 36】 

・相対的貧困世帯では、相談などについて最も高いのは、「子どもや生活のことなどの悩みを相

談できること」が 34.0％となっており、経済的な支援については「子どもの就学にかかる費

用が軽減されること」が 80.0％、その他の支援では「無料で利用できる塾などの子どもの学

習支援の場が地域にできること」が 60.0％と最も高くあげられています。標準世帯も同様の

選択であり「子どもの就学にかかる費用が軽減されること」は 78.3％と相対的貧困世帯と同

様に高くなっています。 
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（４）子どもの貧困対策計画、子ども・若者計画調査（小学生本人） 

子ども貧困対策推進計画 

１）授業以外の勉強の状況 【問 2】 

・「自分で勉強する」が全体では 85.1％と最も高くなっています。次いで「家の人に教えても

らう」が 55.4％と高く、標準世帯の児童で 56.8％、相対的貧困世帯の児童で 40.9％となっ

ており、「塾で勉強する」は、標準世帯の児童で 16.5％、相対的貧困世帯の児童で 9.1％と

なっています。 

 
２）進学先の希望と理由 【問 7】 

・「まだわからない」が、全体で 28.6％ですが、「まだわからない」を除いて、標準世帯の児童

は「高校」までが 29.5％と最も高く、相対的貧困世帯の児童で最も高いのは、「短期大学、

専門学校まで」で 27.3％となっています。「大学・大学院まで」は 13.6％となっています。 

・理由は、「希望する学校や職業があるから」が標準世帯の児童で 53.1％、相対的貧困世帯の児

童で 64.3％と最も高くなっています。次いで、標準世帯の児童、相対的貧困世帯の児童も

「自分の成績から考えて」が多いのですが、標準世帯の児童では、「親がそう言っている」が

8.2％、相対的貧困世帯の児童では、「兄・姉がそうしている」が 14.3％と高いのが特徴です。 

 

３）家族の大人の代わりに行っていること 【問 16】 

・全体では、11.3％が何らかの家事などを行っていますが、「家族の代わりに、幼いきょうだ

いの世話をしている」が標準世帯の児童で 7.9％、相対的貧困世帯の児童では 13.6％みられ

ます。 

 

４）家族からの行為等 【問 18】 

・相対的貧困世帯の児童では「親が、別居または離婚をしたことが一度でもある」が 22.7％と

最も高く、同じく標準世帯の児童では 2.9％となっています。 

 
子ども・若者計画  

１）自己肯定感と幸福感 【問 20、問 21】 

・『今の自分が好きだ』に「どちらかといえばあてはまる」が 49.4％、「あてはまる」児童が

36.3％となっています。「どちらかといえばあてはらない」が 10.1％、「あてはまらない」が

3.6％となっています。 

・『幸せだ』と「そう思う」が 67.3％ですが、「どちらかといえば、そう思う」が 25.6％となっ

ており、「どちらかといえば、そう思わない」が 3.0％で、「幸福感」が低い児童がわずかにみ

られます。 

 

２）孤独感 【問 24】 

・孤独を感じることが「たまにある」が 7.7％、「時々ある」が 3.0％、「しばしばある・いつ

もある」が 1.2％となっています。 
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３）自分の将来の姿 【問 31】 

・自分の将来に明るい「希望がある」が51.2％、「どちらかといえば希望がある」が37.5％、

「どちらかといえば希望がない」が 8.9％、「希望がない」が 1.2％となっています。 

 
４）外出の状況とその理由 【問 37】 

・「自分の部屋からほとんど出ない」児童はみられませんが、「ふだんは家にいて自分のしゅみ

などの用事のときだけ外に出かける」が 3.6％、「ふだんは家にいるが、コンビニなどには出

かける」児童が 0.6％みられます。 
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（５）子どもの貧困対策計画、子ども・若者計画調査（中学生本人） 

子ども貧困対策推進計画 

１）授業以外の勉強の状況 【問 2】 

・全体では、「自分で勉強する」が 83.4％と最も高いのですが、標準世帯の生徒では、「自分で

勉強する」に次いで「塾で勉強する」が 37.5％、「家の人に教えてもらう」が 25.7％となっ

ています。相対的貧困世帯の生徒では「塾で勉強する」が 22.2％、「家の人に教えてもらう」

が 16.7％となっており、それぞれ標準世帯の生徒より低くなっています。 

 
２）進学先の希望と理由 【問 7】 

・標準世帯の生徒は「高校まで」が最も高く 29.6％となっており、次いで、「大学・大学院ま

で」が 28.9％となっており、相対的貧困世帯の生徒では、「まだわからない」が 30.6％と最

も高いのですが、次いで「高校まで」「大学・大学院まで」が 25.0％となっています。 

・理由は、全体では「希望する学校や職業があるから」が 55.9％と最も多く、標準世帯の生徒

では 60.3％、相対的貧困世帯の生徒では、36.0％となっています。 

・標準世帯では、次いで、「親がそう言っている」が 19.8％と高く、相対的貧困世帯の生徒では

「親がそう言っている」は 24.0％となっており、標準世帯より高くなっています。 

 

３）家族の大人の代わりに行っていること 【問 17】 

・全体では、9.3％が何らかの家事などを行っていますが、「家族の代わりに、幼いきょうだい

の世話をしている」が標準世帯の生徒で 6.6％、相対的貧困世帯の生徒では 2.8％みられ、

「目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをしている」が、標準世帯の生徒では

3.9％みられます。 

 

４）家族からの行為 【問 19】 

・「親が、別居または離婚をしたことが一度でもある」が、標準世帯の生徒では 6.6％であり、

相対的貧困世帯の生徒では、25.0％と高くなっています。 

 
子ども・若者計画 

１）自己肯定感と幸福感 【問 21、問 22】 

・『今の自分が好きだ』に「どちらかといえばあてはまる」が最も高く、42.0％となっており、

次いで、「あてはまる」生徒が 34.2％となっています。「どちらかといえばあてはらない」が

16.6％、「あてはまらない」が 6.7％となっています。 

・『幸せだ』と「そう思う」が 55.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」が

32.6％、「どちらかといえば、そう思わない」が 5.2％、「そう思わない」が 2.1％となってお

り、計 7.3％の生徒に「幸福感」が低い生徒がいます。 

 

２）孤独感 【問 25】 

・孤独を感じることが「たまにある」が 17.1％、「時々ある」が 8.8％、「しばしばある・いつ

もある」が 2.6％となっています。 
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３）自分の将来の姿 【問 32】 

・自分の将来に明るい「希望がある」が37.3％、「どちらかといえば希望がある」が40.4％、

「どちらかといえば希望がない」が 11.9％、「希望がない」が 8.8％となっています。 

 
４）外出の状況とその理由 【問 38、問 41】 

・「自分の部屋からほとんど出ない」生徒は 0.5％みられます。「ふだんは家にいるが、自分の

しゅみなどの用事の時だけ外に出かける」が 3.6％、「自分の部屋からは出るが、家からは出

ない」が 2.1％みられます。これらを合わせると『家にいる』生徒は 6.2％となります。 

・『家にいる』生徒が、現在の状況になった年齢の平均は、12.0 歳です。 

・『家にいる』ようになった主な理由は、「特に理由はない」が 55.6％と最も高いのですが、

「学校にうまくなじめかかった」「中学校のときの不登校」「まわりの人とのつき合いがうま

くいかなかったこと」が 22.2％みられます。 
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（６）子ども・若者計画調査（高校生世代以上 39 歳まで） 

１）年齢 【問 2】 

・「30 歳～34 歳」までが、23.6％で最も高く、次いで、「15 歳～19 歳」が 21.9％、「35

歳～39 歳」が 20.2％、「20 歳～24 歳」が 17.4％、「25 歳～29 歳」が 16.9％の順とな

っています。 

２）配偶者 【問 3】 

・「未婚」が 60.3％、「配偶者あり」が 36.8％となっています。 
３）就業状況 【問 8、問 9】 

・全体の 74.4％が就業していて、「正規の社員・職員・従業員」が 51.7％と最も高くなって

います。次いで、「学生・生徒（予備校生含む）」が 25.2％となっています。 

４）幸福感 【問 11】 

・『幸せだ』と「どちらかといえば、そう思う」が 49.6％と最も高く、次いで「そう思う」が

36.0％となっており、合わせて、85.6％が幸せだと感じています。 

・一方で「どちらかといえば、そう思わない」が 11.2％、「そう思わない」が 3.3％となって

います。 

５）居場所 【問 12】 

・家庭（実家や親族の家含む）が居場所と感じている人は、「そう思う」が 50.8％、「どちら

かといえば、そう思う」が 38.8％となっており、回答者の 89.6％が家庭を居場所と思って

います。 

６）孤独感 【問 14】 

・孤独と感じることが「ほとんどない」が 37.6％と最も高く、次いで、「たまにある」が

27.3％、「決してない」が 16.1％、「時々ある」が 13.2％、「しばしばある・常にある」が

4.5％みられます。 

７）将来の希望 【問 22】 

・自分の将来に明るい希望が持っているかについて「希望がある」が 21.5％、「どちらかとい

えば希望がある」が 46.3％であるのに対し、「どちらかといえば希望がない」が 21.9％とな

っています。 

８）外出状況 【問 25、問 28】 

・「自室からほとんど出ない」の回答はありませんでした。「自分の部屋からは出るが、家から

は出ない」が 0.8％みられます。「普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外

出する」が 5.0％、「普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」が 3.3％みられ

ます。これらを合わせると『家にいる』人は 9.1％となります。 

・『家にいる』人が、現在の状況になった経過年数は、３か月未満が 31.8％と最も多く、次い

で「１年～２年未満」が 18.2％となっています。 

・『家にいる』ようになった主な理由は、「中学校時代の不登校」「高校時代の不登校」「就職活

動がうまくいかなったこと」「人間関係がうまくいかなったこと」「新型コロナウイルスが流

行したこと」がそれぞれ回答者の 8.3％からあげられています。 
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（資料）子どもの貧困対策推進計画における「相対的貧困世帯」について 

・国においては、国民生活基礎調査を基に、世帯人数ごとの等価可処分所得（手取り収入を世帯人

員の平方根で割ったもの。）の分布の中央値の半分の値を「貧困線」とし、貧困率を算出してい

ます。 

・本調査においては、国が算出した貧困線を基に、保護者票の世帯収入についての質問の回答を、

「世帯人数ごとの相対的貧困層となる区分」にあてはめ、本市における「相対的貧困世帯」と定

義し、それ以外の世帯については「標準世帯」と表記しています。（表１参照） 

・保護者の集計・分析における「相対的貧困世帯」は、表１の 49 件を分析の対象としています。 

・小学生本人・中学生本人の集計分析においては、保護者と児童生徒本人の調査票を関連付けて集

計を行っています。 

・関連付けた結果は、表２の通りです。小学生本人（22 件）、中学生本人（36 件）を「相対的貧

困世帯の児童・生徒として分析の対象としています。 

 

■表１ 有効回収数のうち保護者の回答から得られた「相対的貧困世帯」の世帯数とその割合 

種別 
国の貧困線の基準

※ 

相対的貧困層とな

る区分 
件数 全体数 割合 

２人世帯 179 万円 200 万円 3 件 9 件 33.3% 

３人世帯 219 万円 250 万円 11 件 32 件 34.4% 

４人世帯 254 万円 300 万円 7 件 75 件 9.3% 

５人世帯 283 万円 300 万円 11 件 79 件 13.9% 

６人世帯 311 万円 350 万円 8 件 50 件 16.0% 

７人世帯 336 万円 350 万円 6 件 46 件 13.0% 

８人世帯 359 万円 400 万円 3 件 10 件 30.0% 

９人世帯以上 381 万円 400 万円 0 件 4 件 0.0% 

合計 - - 49 件 305 件 16.1% 

※国の貧困線の基準は「2022 年（令和 4 年）国民生活基礎調査」のデータに基づく。 

 

■表２ 保護者と児童・生徒本人の調査票が関連付けられた回答から得られた「相対的貧困世帯」の

世帯数とその割合 

 

全体の回収数 

保護者票と関連付けられた件数 割合 

（Ａ／

Ｂ） 
相対的貧困世帯 

（Ａ） 
標準世帯 計（Ｂ） 

小学生 168 件 22 件 139 件 161 件 13.7% 

中学生 193 件 36 件 152 件 188 件 19.1% 

 

  



 

12 

  



 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調査別結果  
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１ 教育・保育ニーズ調査 

（未就学児童の保護者） 
 



１ 教育・保育ニーズ調査 
（未就学児童の保護者） 
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１．お住まいの地域について 

問 1 お住まいの校区としてあてはまる答えの番号 1 つに○をつけてください。 

 

「嬉野小学校区」が 38.0％と最も高く、次いで、「五町田小学校区」（15.7％）、「轟小学校

区」（12.1％）の順になっています。 

 

 
 
 
 

２．お子さんとご家族の状況について 

問 2 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。→生年月日から下図年齢算出 

 

「1 歳」が 17.4％と最も高く、次いで、「2 歳」（15.7％）、「0 歳」（15.3％）の順になっ

ています。 

 
 
 

  

15.7 10.4 7.0 38.0 12.1
0.7

5.1 10.7 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

五町田小学校区 久間小学校区 塩田小学校区 嬉野小学校区 轟小学校区

大野原小学校区 吉田小学校区 大草野小学校区 無回答無回答

15.3 17.4 15.7 13.8 10.9 13.3 13.1 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答無回答
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問 3 お子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数をご記入く

ださい。また、２人以上いらっしゃる場合は、一番下のお子さんの生年月をご記入くださ

い。 

 

子どもの人数は、「２人」が 36.6％と最も高く、次いで、「１人」（30.5％）、「３人」

（24.9％）の順になっています。末子の年齢は、「１歳」が 17.2％と最も高く、次いで、「０

歳」（16.5％）、「２歳」（15.3％）、「３歳」（13.8％）の順になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 4 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた続柄で、あてはま

る番号 1 つに○をつけてください。 

 

「母親」が89.6％と最も高く、次いで、「父親」（9.7％）、「その他」（0.2％）の順になって

います。 

 

 
 

  

89.6 9.7

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

母親 父親 その他 無回答無回答

16.5

17.2

15.3

13.8

9.4

9.9

9.4

8.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

無回答

全体(N=413)

■きょうだいの数 ■末子の年齢（本人含む） 

30.5

36.6

24.9

7.0

0.7

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

全体(N=413)

平均 2.1人
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問 5 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号

1 つに○をつけてください。 

 

「配偶者がいる」が 92.5％、「配偶者がいない」が 7.5％となっています。 

 

 
 
 
 
問 6 宛名のお子さんの子育て（教育や保育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さ

んからみた続柄で、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 

「父母ともに」が 64.4％と最も高く、次いで、「主に母親」（32.9％）、「主に祖父母」

（1.0％）の順になっています。 

 

 
 
 
 

  

92.5 7.5 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

配偶者がいる 配偶者がいない 無回答無回答

64.4 32.9

0.7 1.0 0.7

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答無回答
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３．子育ての環境について 

問 7 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 57.9％と最も高く、次

いで、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（42.4％）、「いずれもいない」（8.0％）の

順になっています。 

 
問 7 で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-1 祖父母等の親族に宛名のお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番

号すべてに○をつけてください。 

 

「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子ど

もをみてもらえる」が 62.1％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負担をかけて

いることが心苦しい」（20.7％）、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」

（19.9％）の順になっています。 

 

42.4

57.9

2.2

5.3

8.0

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえ

る

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・

知人がいる

いずれもいない

無回答

全体(N=413)

62.1

19.9

19.4

20.7

5.9

3.2

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心

配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配

である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦し

い

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどう

か、少し不安がある

その他

無回答

全体(n=372)
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問 7 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-2 友人・知人に宛名のお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

 

「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを

みてもらえる」が 44.4％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負担をかけている

ことが心苦しい」（22.2％）、「その他」（14.8％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

44.4

7.4

7.4

22.2

3.7

14.8

14.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配すること

なく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどうか、少

し不安がある

その他

無回答

全体(n=27)
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84.5

70.5

6.0

11.1

3.4

33.9

0.5

8.0

1.6

4.1

0.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設(子育て支援センター等)

市の保健センター

保育所・幼稚園

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て支援担当窓口

その他

無回答

全体(n=386)

問 8 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 

「いる／ある」が 93.5％、「いない／ない」が 5.1％となっています。 

 

 
 
問 8 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 8-1 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で

すか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「祖父母等の親族」が 84.5％と最も高く、次いで、「友人や知人」（70.5％）、「保育所・幼

稚園」（33.9％）の順になっています。 

 

 
 
  

93.5 5.1 1.5

80% 100%

全体(N=413)

いる／ある いない／ない 無回答無回答

その他の意見→「Lykke 職員」「職場の人」「ネット」等 
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４．保護者の就労状況について 

問 10 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。

あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

※フルタイム：1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労 パート・アルバイト：フルタイム」以

外 

 ❶ 母親 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 43.8％と最も高く、

次いで、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

（24.2％）、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である」（18.2％）の順に

なっています。 

 
 

 

 ❷ 父親 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 82.3％と最も高く、

次いで、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である」（7.7％）、「パート・

アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（1.0％）の順になっていま

す。 

  

43.8 18.2 24.2 4.6 7.5

0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答無回答

82.3 7.7

1.0
0.0

0.2
0.2

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

【フルタイムで就労】産休・育休・介護休業中ではない

【フルタイムで就労】産休・育休・介護休業中である

【パート・アルバイト等で就労】産休・育休・介護休業中ではない

【パート・アルバイト等で就労】産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない無回答
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0.0

0.3

2.1

0.3

62.0

30.1

3.2

2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=376)

平均 5.3日

0.3

0.3

0.0

0.5

5.9

40.7

19.4

15.7

4.8

4.5

2.7

5.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=376)

平均 9.0時間

0.0

0.3

1.9

9.1

69.6

15.2

1.3

2.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=375)

平均5.1日

0.5

2.4

8.8

12.8

15.2

39.7

9.6

4.5

1.1

1.3

0.0

4.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=375)

平均 7.5時間

問 10 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-1 「1 週当たりの就労日数」、「1 日当たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答え

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答え

ください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 ❶ 母親 

１週当たりの就労日数は、「５日」が69.6％と最も高く、次いで、「６日」（15.2％）、「４日」

（9.1％）の順になっています。1 日当たりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 39.7％と最も

高く、次いで、「７-８時間未満」（15.2％）、「６-７時間未満」（12.8％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

１週当たりの就労日数は、「５日」が 62.0％と最も高く、次いで、「６日」（30.1％）、「７日」

（3.2％）の順になっています。1 日当たりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 40.7％と最も高

く、次いで、「9-10 時間未満」（19.4％）、「10-11 時間未満」（15.7％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■就労日数（1 週当たり） ■就労時間（１日当たり） 

■就労日数（1 週当たり） ■就労時間（１日当たり） 
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1.1

1.9

33.3

48.5

9.6

1.3

0.3

0.3

3.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時以前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=375)

平均 7：50

4.0

5.1

8.3

25.3

39.2

11.7

1.9

0.5

0.3

0.0

3.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=375)

平均 17：25

4.3

13.6

48.4

20.5

5.3

0.5

0.3

3.5

3.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時以前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=376)

平均 7：25

1.9

0.0

2.4

8.2

32.4

25.0

13.3

6.1

2.7

4.0

4.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=376)

平均 19：00

問 10 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。 

 ❶ 母親 

家を出る時間は「８時台」が 48.5％と最も高く、次いで、「７時台」（33.3％）、「９時台」

（9.6％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 39.2％と最も高く、次いで、「17

時台」（25.3％）、「19 時台」（11.7％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

家を出る時間は「７時台」が 48.4％と最も高く、次いで、「８時台」（20.5％）、「６時台」

（13.6％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 32.4％と最も高く、次いで、

「19 時台」（25.0％）、「20 時台」（13.3％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

  

■家を出る時間 ■帰宅時間 

■家を出る時間 ■帰宅時間 
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問 10 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-3 フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくださ

い。 

 ❶ 母親  

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している」が 57.1％と最も高く、次い

で、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない」（19.3％）、「フルタイムへの

転換希望があり、実現できる見込みがある」（15.1％）の順になっています。 

 
 

 

 

 ❷ 父親 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している」が 50.0％と最も高く、次い

で、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」（25.0％）、「フルタイムへの

転換希望があり、実現できる見込みがない」「パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に

専念したい」（0.0％）の順になっています。 

 
 
 
 
 

  

15.1 19.3 57.1

1.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=119)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答無回答

25.0 0.0 50.0 0.0 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答無回答
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23.1

23.1

38.5

15.4

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1歳

2歳

3歳

4歳

無回答

全体(n=13)

平均2.5歳

問 10 で「5」または「6」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-4 就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ 1 つに○を

つけてください。 

 ❶ 母親  

ア．母親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢 

「1 年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい」が 39.4％と最

も高く、次いで、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に働きたい」（33.3％）、「子育てや家事な

どに専念したい(就労の予定はない)」（27.3％）の順になっています。また、就労を希望する

時の子どもの年齢は、平均 2.5 歳となっています。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ．母親の希望する就労形態 

「パート・アルバイト等」が 87.5％、「フルタイム」が 12.5％となっています。 

 
 
 
 
 

  

■子どもが何歳になった頃に就労を希望するか

12.5 87.5 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=24)

フルタイム パート・アルバイト等 無回答無回答

27.3 39.4 33.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=33)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答
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ウ．母親の希望する就労日数と就労時間 

就労日数は、「4 日」が 33.3％と最も高く、次いで、「５日」（28.6％）、「３日」（19.0％）

の順になっています。 

就労時間は、「6-7 時間未満」が 33.3％と最も高く、次いで、「4-5 時間未満」（23.8％）、

「5-6 時間未満」（19.0％）の順になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」が 50.0％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 

  
50.0 0.00.0 50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答

0.0

0.0

19.0

33.3

28.6

0.0

19.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

全体(n=21)

平均 4.1日

0.0

0.0

23.8

19.0

33.3

4.8

0.0

19.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8時間以上

無回答

全体(n=21)

平均 5.3時間

■希望する就労日数（週当たり） ■希望する就労時間（１日当たり）
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9.3

2.5

39.3

45.2

0.0

0.9

1.2

0.6

1.2

0.0

0.9

0.0

0.0

4.3

0.9

23.5

29.7

0.0

0.0

0.6

0.6

0.9

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

家庭的保育

小規模保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

こども誰でも通園制度

その他

現在 (n=323) 希望 (n=323)

５．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

問 11 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用され

ていますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 

「利用している」が 78.2％、「利用していない」が 21.5％となっています。 

 
 
問 11 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-1 年間を通じて「定期的に」利用している事業すべてに○をつけて、現在の週当た

り、1 日あたりの利用頻度をお答えください。また、希望する事業は、週当たり、1 日当た

りどのくらい利用したいですか。 

 

現在、利用している事業は、「認定こども園」が 45.2％と最も高く、次いで、「認可保育所」

（39.3％）、「幼稚園」（9.3％）の順になっています。また、利用を希望する事業は、「認定こ

ども園」が 29.7％と最も高く、次いで、「認可保育所」（23.5％）、「幼稚園」（4.3％）の順に

なっています。 

 

 
  

78.2 21.5 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

利用している 利用していない 無回答無回答
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■平日の定期的な教育・保育事業の利用状況と意向の日数・時間（平均） 

1.2

0.6

0.9

0.9

72.4

24.8

0.0

2.2

0.6

0.0

0.3

0.9

38.7

19.5

0.9

42.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

現在 (n=323) 希望 (n=323)

現在：平均 5.2日

希望：平均 5.3日

2.2

2.2

45.8

48.9

0.6

3.4

0.9

1.5

22.6

32.8

2.5

42.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

3時間未満

3-6時間未満

6-9時間未満

9-12時間未満

12時間以上

無回答

現在 (n=323) 希望 (n=323)

現在：平均 8.3時間

希望：平均 8.7時間

現在 希望 現在 希望 現在 希望 現在 希望
幼稚園 5.2 5.4 7.3 9.0 8:25 8:25 15:55 17:00
幼稚園の預かり保育 2.6 3.3 3.9 4.5 13:30 13:20 17:05 17:30
認可保育所 5.2 5.4 8.6 8.9 8:10 8:00 16:55 17:20
認定こども園 5.3 5.4 8.6 8.8 8:15 8:00 17:05 17:20
家庭的保育 - - - - - - - -
小規模保育 5.5 - 8.0 - 8:30 - 17:00 -
事業所内保育施設 5.0 5.0 8.5 7.5 7:50 - 17:40 -
自治体の認証・認定保育施設 5.0 5.0 8.5 8.5 8:45 - 17:30 -
その他の認可外の保育施設 5.3 5.0 9.5 9.0 8:10 8:10 17:50 17:20
居宅訪問型保育 - - - - - - - -
ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 3.0 2.0 3.0 3.0 13:45 13:45 17:15 16:45
こども誰でも通園制度 - - - - - - - -
その他 - - - - - - - -

5.2 5.3 8.3 8.7 8:25 8:10 16:55 17:20全体

1週当たりの
利用日数（日）

1日当たりの
利用時間（時間）

利用時間帯
〇時から 〇時まで

利用している事業として最も多い「認定こども園」は、現在の１週当たりの利用日数の平均

は 5.3 日、希望する利用日数の平均は 5.4 日となっています。現在の 1 日当たりの利用時間の

平均は 8.6 時間、希望の利用時間の平均は 8.8 時間となっています。また、現在の利用時間帯

の平均は、開始８：15、終了 17：0５、希望の利用時間帯の平均は、開始８：00、終了

17：20 となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利用している全ての事業において、１週当たりの利用日数は、現在、希望ともに「５日」

（72.4％、38.7％）が最も高くなっています。また、１日当たりの利用時間においても、現

在、希望ともに「9-12 時間未満」（48.9％、32.8％）が最も高く、次いで、「6-9 時間未満」

（45.8％、22.6％）となっています。 

 
 
 
 
 

  

■利用日数（１週当たり） ■利用時間（１日当たり） 
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0.6

1.9

8.4

23.2

46.1

18.3

0.9

0.3

3.4

0.0

0.6

1.9

9.6

24.8

18.0

3.1

0.6

44.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

14時前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

現在 (n=323) 希望 (n=323)

現在：平均 16：55

希望：平均 17：20

20.1

57.6

18.6

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

3.4

15.5

33.7

6.8

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

44.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

8時前

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時以降

無回答

現在 (n=323) 希望 (n=323)

現在：平均 8：25

希望：平均 8：10

利用している全ての事業において、利用開始時間帯は、現在、希望ともに「8 時台」

（57.6％、33.7％）が最も高くなっています。また、現在の利用終了の時間帯においても、

現在、希望ともに「17 時台」（46.1％、24.8％）が最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

■利用開始の時間帯 ■利用終了の時間帯 
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問 11 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-2 現在利用している教育・保育の事業の実施場所について、あてはまる番号 1 つに

○をつけてください。 

 

「嬉野市内」が 92.0％、「嬉野市外」が 4.6％となっています。 

 

 
 
 
 
問 11 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-3 平日に定期的に利用されている主な理由としてあてはまる番号すべてに○をつけ

てください。 

 

「子育てをしている方が現在就労している」が 83.9％と最も高く、次いで、「子どもの教育

や発達のため」（46.7％）、「子育てをしている方が就労予定である／求職中である」（2.2％）

の順になっています。 

 

 
 

  

92.0 4.6 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=323)

嬉野市内 嬉野市外 無回答無回答

46.7

83.9

2.2

0.0

1.5

0.3

0.3

5.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定である／求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障がいがある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

全体(n=323)
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60.5

18.4

15.8

2.6

2.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1歳

2歳

3歳

4歳

無回答

全体(n=38)

平均 1.6歳

55.1

13.5

0.0

6.7

6.7

0.0

0.0

42.7

7.9

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの母親か父親が子育てしており、利用する必要がないため

子どもの祖父母や親族の人がみているため

近所の人や父母の友人・知人がみているため

利用したいが、保育・教育の事業に空きがないため

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できないため

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わないため

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がないため

子どもがまだ小さいため

その他

無回答

全体(n=89)

問 11 で「2」に○をつけた方にうかがいます。 

問 11-4 利用していない理由として、もっともあてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

 

「子どもの母親か父親が子育てしており、利用する必要がないため」が 55.1％と最も高く、

次いで、「子どもがまだ小さいため」（42.7％）、「子どもの祖父母や親族の人がみているため」

（13.5％）の順になっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「子どもがまだ小さいため」と回答した人で、子どもが何歳になったころに利用したいか尋

ねたところ、「１歳」が60.5％と最も高く、次いで、「２歳」（18.4％）、「３歳」（15.8％）の

順になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■子どもが何歳になったころに利用したいか 

その他の意見→「育休中のため」「コロナ禍で感染症が不安だったため、3 歳までは自宅でみ

る」「介護の必要な家族がいるため、利用のための移動時間が確保できない」等
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23.0

12.3

47.5

59.3

2.4

5.6

4.6

1.9

1.5

4.4

12.3

6.8

1.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（園）

認定こども園

家庭的保育

小規模保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

こども誰でも通園制度

その他

全体(N=413)

すべての方にうかがいます。 

問 12 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育

の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

 

「認定こども園」が 59.3％と最も高く、次いで、「認可保育所」（47.5％）、「幼稚園」

（23.0％）の順になっています。 

教育・保育事業の利用状況別にみると、特に「幼稚園」や「認定こども園」では、現在利用

していない保護者の方が利用意向が高くなっています。 

 
 
 
  

■教育・保育事業の利用状況別 ■就学前児童全体 

19.5

11.5

47.4

57.6

3.1

4.6

3.7

1.9

1.9

4.3

10.8

6.8

1.5

36.0

15.7

48.3

66.3

0.0

9.0

7.9

2.2

0.0

4.5

18.0

6.7

1.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（園）

認定こども園

家庭的保育

小規模保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

こども誰でも通園制度

その他

現在利用している(n=323)

現在利用していない(n=89)

その他の意見→「夜間帯も預かってくれる施設があれば利用したい」等 
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問 12-1 問 12 で「1．幼稚園」または「2．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「3.」～

「12.」に○をつけた方にうかがいます。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用

する場合を含む）の利用を強く希望しますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 

全体では、「はい」が 54.7％、「いいえ」が 40.6％となっています。 

 

 
 
 
 
問 12-2 教育・保育事業を利用したい場所について、いずれかに○をつけてください。 

 

「嬉野市内」が 90.6％、「嬉野市外」が 1.7％となっています。 

 

 
 

  

54.7 40.6 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=64)

はい いいえ 無回答無回答

90.6 1.7 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

嬉野市内 嬉野市外 無回答無回答
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６．地域の子育て支援事業の利用状況について 

問 13 宛名のお子さんは現在、地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター）を利用していま

すか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「利用していない」が 80.9％と最も高く、次いで、「地域子育て支援拠点事業」（16.0％）、

「その他当該自治体で実施している類似の事業」（1.9％）の順になっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（平均利用回数 4.3 回/月） 
16.0

1.9

80.9

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域子育て支援拠点事業

その他当該自治体で実施している類似の事業

利用していない

無回答

全体(N=413)

（平均利用回数 1.8 回/月） 
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12.8 13.3 70.2 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

利用していない

無回答無回答

（希望する平均利用回数 3.4 回/月） 
（希望する平均利用回数 5.7 回/月） 

5.6

11.1

2.8

5.6

7.4

24.1

13.0

6.5

2.8

0.9

20.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

無回答

今後利用したい・利用回数を増やしたい

(n=108)

平均 15：10

問 14 問 13 のような地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター）について、今は利用してい

ないが、できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。あては

まる番号 1 つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。 

 

「利用していない」が 70.2％と最も高く、次いで、「すでに利用しているが、今後利用日数

を増やしたい」（13.3％）、「利用していないが、今後利用したい」（12.8％）の順になってい

ます。 

希望する利用時間帯は、開始時間は「10 時」（36.1％）、終了時間は「16 時」（24.1％）

が最も高く、開始時間の平均は 10：45、終了時間の平均は 15：10 となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■希望する利用時間帯（開始時間） ■希望する利用時間帯（終了時間） 

0.9

1.9

17.6

36.1

1.9

11.1

5.6

0.9

1.9

0.9

0.9

20.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

7時

8時

9時

10時

11時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

無回答

今後利用したい・利用回数を増やしたい

(n=108)

平均 10：45
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57.9

72.2

48.9

25.9

58.1

81.4

78.0

61.3

26.6

80.1

28.1

58.4

77.5

51.6

24.7

13.6

34.9

38.5

24.2

46.7

69.2

38.5

14.0

17.4

34.1

68.5

15.3

67.6

35.6

17.9

44.6

71.4

82.6

61.0

3.6

3.6

4.4

4.8

3.4

4.6

4.6

4.6

4.8

4.6

4.4

6.1

4.6

3.9

3.9

3.9

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 母親（父親）学級、両親学級、育児学級

② 保健センターの情報・相談サービス

③ 保育所の子育て支援

④ 幼稚園の教育相談や講演会等

⑤ スクールカウンセラー等による相談

⑥ 地域子育て支援センター

⑦ 保育所の一時保育

⑧ 幼稚園の預かり保育

⑨ 保育所の休日保育（日曜・祝日）

⑩ 病児・病後児保育

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 子育てイベントなど身近な地域における親子の

集いの広場

⑬ ファミリー・サポート・センター

⑭ 家庭相談員による相談

⑮ ショートステイ（短期間入所）

⑯ トワイライトステイ（夜間一時保育）

⑰ 障がい児保育

はい いいえ -無回答

全体(N=413)

問 15 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと

思うものをお答えください。➀～⑰の事業ごとにＡ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いい

え」のいずれかに○をつけてください。なお、事業によっては嬉野市で実施されていないも

のもあります。 

 

認知度は、「⑥地域子育て支援センター」が 81.4％で最も高く、次いで、「⑩病児・病後児

保育」（80.1％）、「⑦保育所の一時保育」（78.0％）、「⑬ファミリーサポートセンター」

（77.5％）、「②保健センターの情報・相談サービス」（72.2％）の順になっています。 

 

利用状況は、「⑥地域子育て支援センター」が 48.7％で最も高く、次いで、「②保健センタ

ーの情報・相談サービス」（27.4％）、「⑫子育てイベントなど身近な地域における親子の集い

の広場」（26.9％）、「①母親（父親）学級、両親学級、育児学級」（21.1％）の順になってい

ます。 

 

利用意向は、「⑫子育てイベントなど身近な地域における親子の集いの広場」が 51.8％で最

も高く、次いで、「⑪保育所や幼稚園の園庭等の開放」（47.9％）、「⑩病児・病後児保育」

（46.2％）、「⑥地域子育て支援センター」（43.1％）の順になっています。 

 
 

Ａ．知っている 
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21.1

27.4

15.7

6.3

8.2

48.7

16.5

11.9

3.6

10.4

8.0

26.9

16.9

7.3

0.7

0.2

1.7

70.9

64.9

76.8

84.5

84.0

44.3

75.5

79.4

86.4

81.1

82.6

65.6

75.3

84.3

90.1

90.3

88.9

8.0

7.7

7.5

9.2

7.7

7.0

8.0

8.7

9.9

8.5

9.4

7.5

7.7

8.5

9.2

9.4

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 母親（父親）学級、両親学級、育児学級

② 保健センターの情報・相談サービス

③ 保育所の子育て支援

④ 幼稚園の教育相談や講演会等

⑤ スクールカウンセラー等による相談

⑥ 地域子育て支援センター

⑦ 保育所の一時保育

⑧ 幼稚園の預かり保育

⑨ 保育所の休日保育（日曜・祝日）

⑩ 病児・病後児保育

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 子育てイベントなど身近な地域における親子の

集いの広場

⑬ ファミリー・サポート・センター

⑭ 家庭相談員による相談

⑮ ショートステイ（短期間入所）

⑯ トワイライトステイ（夜間一時保育）

⑰ 障がい児保育

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=413)

26.9

37.8

40.2

25.4

29.8

43.1

30.0

22.3

37.3

46.2

47.9

51.8

35.4

24.7

8.7

8.5

8.0

63.4

52.1

50.6

65.4

61.0

47.7

59.6

67.8

53.5

44.6

42.4

38.7

55.2

64.9

81.6

81.6

81.6

9.7

10.2

9.2

9.2

9.2

9.2

10.4

9.9

9.2

9.2

9.7

9.4

9.4

10.4

9.7

9.9

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 母親（父親）学級、両親学級、育児学級

② 保健センターの情報・相談サービス

③ 保育所の子育て支援

④ 幼稚園の教育相談や講演会等

⑤ スクールカウンセラー等による相談

⑥ 地域子育て支援センター

⑦ 保育所の一時保育

⑧ 幼稚園の預かり保育

⑨ 保育所の休日保育（日曜・祝日）

⑩ 病児・病後児保育

⑪ 保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑫ 子育てイベントなど身近な地域における親子の

集いの広場

⑬ ファミリー・サポート・センター

⑭ 家庭相談員による相談

⑮ ショートステイ（短期間入所）

⑯ トワイライトステイ（夜間一時保育）

⑰ 障がい児保育

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=413)

Ｂ.これまでに利用したことがある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ．今後利用したい 
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７．土曜・休日や長期休暇中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望に 

  ついて 

問 16 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希

望はありますか（一時的な利用は除きます）。 

 ❶ 土曜日 

「利用する必要はない」が 42.9％と最も高く、次いで、「月に 1～2 回は利用したい」

（35.8％）、「ほぼ毎週利用したい」（20.1％）の順になっています。 

 

 
 

 ❷ 日曜・祝日 

「利用する必要はない」が 73.1％と最も高く、次いで、「月に 1～2 回は利用したい」

（20.8％）、「ほぼ毎週利用したい」（2.4％）の順になっています。 

 

 
 
 
 
 
 

  

42.9 20.1 35.8 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 無回答無回答

73.1 2.4 20.8 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 無回答無回答
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75.0

42.7

2.1

33.9

5.7

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

全体(n=192)

希望する利用時間帯は、開始が土曜日、日曜・祝日ともに「8 時台」（50.6％、37.5％）、

終了が土曜日が「17 時台」（29.9％）、日曜・祝日が「18 時台」（35.4％）が最も高くなっ

ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 16 で「3．月に 1～2 回は利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 16-1 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

「月に数回仕事が入るため」が 75.0％と最も高く、次いで、「平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため」（42.7％）。「息抜きのため」（33.9％）の順になっています。 

 

  

■利用開始したい時間帯 ■利用終了したい時間帯 

0.0

18.6

50.6

23.8

3.0

1.3

2.6

1.0

22.9

37.5

31.3

3.1

1.0

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

7時前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

土曜日( n=231) 日曜・祝日( n=96)

6.1

5.6

3.9

8.2

13.0

29.9

26.4

3.9

0.4

2.6

3.1

2.1

2.1

6.3

9.4

33.3

35.4

5.2

0.0

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

土曜日( n=231) 日曜・祝日( n=96)

土曜日：平均 8:10

日曜・祝日：平均 8:10

土曜日：平均 16:20

日曜・祝日：平均 16:55

その他の意見→「兄の野球の試合に連れていくと大変なので、預け先があったら助かり

ます」「平日・祝日は仕事のため」等 
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88.5

65.4

61.5

57.7

65.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

週に数回仕事が入るため

買物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

全体( n=26)

「幼稚園・認定こども園」を利用される方にうかがいます。 

問 17 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の利用を希望しますか。

希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。 

 

「休みの期間中、ほぼ利用したい」が 52.3％と最も高く、次いで、「利用する必要はない」

（25.6％）、「休みの期間中、週に数日利用したい」（14.8％）の順になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 17 で「3 休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 17-1 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

 

「週に数回仕事が入るため」が 88.5％と最も高く、次いで、「買物等の用事をまとめて済ま

せるため」（65.4％）、「親族の介護や手伝いが必要なため」（61.5％）の順になっています。 

  

■利用開始したい時間帯 ■利用終了したい時間帯 

その他の意見→「園の友達と遊ばせてあげたい」

「就職活動など」等 

25.6 52.3 14.8 7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体( n=176)

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ利用したい 休みの期間中、週に数日利用したい -無回答

0.0

20.3

48.3

27.1

0.8

0.0

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

7時前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時以降

無回答

利用したい( n=118)

平均 8：05

1.7

0.8

2.5

9.3

11.9

35.6

31.4

3.4

0.0

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

利用したい( n=118)

平均 16：50
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41.3

91.8

49.8

5.6

7.4

0.0

0.4

0.4

1.5

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親が休んだ

母親が休んだ

(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

全体(n=269)

83.3 13.6 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=323)

あった なかった 無回答無回答

８．病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

問 11 で「1 利用している」に○をつけた方（平日定期的な教育・保育の事業を利用していると答

えた保護者の方）にうかがいます。 

問 18 この 1 年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園や保育所等に通うことができなかっ

たことはありますか。「1．」「2．」のいずれかに○をつけてください。 

 

「あった」が 83.3％、「なかった」が 13.6％となっています。 

 

 
 
 
 
 
問 18 で「1 あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問 18-1 宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できな

かった場合、この 1 年間に行った対処方法としてあてはまる記号すべてに○をつけ、それぞ

れの日数もご記入ください。 

 

「母親が休んだ」が 91.8％と最も高く、次いで、「(同居者を含む)親族・知人に子どもをみ

てもらった」（49.8％）、「父親が休んだ」（41.3％）の順になっています。また、子どもが病

気になった時に対処した年間の平均日数は、「母親が休んだ」が 11.5 日、「(同居者を含む)親

族・知人に子どもをみてもらった」が 8.2 日、「父親が休んだ」が 5.7 日となっています。 

 
  

その他の意見→「子どもをみながら仕事した」「自営業のため、就労しながらみていた」

「家族皆でインフルにかかった」等 



１ 教育・保育ニーズ調査 
（未就学児童の保護者） 

43 

55.0

26.3

3.8

1.3

13.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～15日

16～20日

21日以上

無回答

利用したい(n=80)

平均 6.8日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 18-1 で「ア父親が休んだ」「イ．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問 18-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われまし

たか。あてはまる番号 1 つに○をつけ、日数についてもご記入ください。 

 

「利用したいとは思わない」が 66.1％、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」

が 31.9％となっています。年間の平均利用日数は、「1～5 日」が 55.0％と最も高く、平均

6.8 日となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

31.9 66.1 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=251)

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答無回答

■子どもが病気になった時に対処した年間日数（平均） 

■病児・病後児保育施設の年間利用日数 

平均日数
（日）

父親が休んだ 5.7
母親が休んだ 11.5
(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった 8.2
父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 6.6
病児・病後児保育を利用した 2.8
ベビーシッターを利用した -
ファミリー・サポート・センターを利用した 2.0
仕方なく子どもだけで留守番をさせた 2.0
その他 5.0
全体 5.5
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15.0

20.0

40.0

20.0

50.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの看護を理由に休みをとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

職場の理解が得られない(休みにくい)

その他

無回答

全体(n=20)

問 18-3 問 18-1 で「オ.病児保育を利用した」に○をつけた方にうかがいます。病児保育を利用

した理由を教えてください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「その他」が 50.0％と最も高く、次いで、「休暇日数が足りないので休めない」（40.0％）、

「自営業なので休めない」「職場の理解が得られない(休みにくい)」（20.0％）の順になってい

ます。 

 

 
  

その他の意見→「仕事が忙しく、どうしても休めなかった」「休むことを拒まれることはない

が、自分の気持ち、周りへの迷惑等を考え、連休にはならないように調整して

利用した」等 



１ 教育・保育ニーズ調査 
（未就学児童の保護者） 

45 

すべての方にうかがいます。 

問 19 病児・病後児保育について、利用の有無にかかわらず、感じていることを教えてく

ださい。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「どうしても仕事を休めないときに、病気が治りかけの子どもを預けられる」が 55.2％と

最も高く、次いで、「安心して子どもを預けられる人(祖父母など)がいないときに利用できる」

（41.2％）、「看護師・保育士が常駐しているため安心して利用できる」（40.9％）の順になっ

ています。 

 

 
 
 
 
 

  

55.2

41.2

33.9

40.9

32.0

40.2

11.6

25.7

18.9

6.1

22.0

5.6

4.8

4.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

どうしても仕事を休めないときに、病気が治りかけの子ど

もを預けられる

安心して子どもを預けられる人(祖父母など)がいないとき

に利用できる

1日だけでも利用できる

看護師・保育士が常駐しているため安心して利用できる

子どもの負担が大きい

初めての場所で知らないスタッフの保育を受けさせること

に抵抗がある

自宅近くにない

申し込みや利用手続きが煩雑

利用料金が高い

申し込みをしても定員が一杯で断られることが多い

家族や親族等で対応できる

その他

特になし

無回答

全体(N=413)

その他の意見→「準備するものが多く緊急時には難しい」「申し込み方が分からない」「他の病

気をもらってくるのではと心配」「利用できる施設が少ない」「開所時間が遅く

仕事と合わない」等 
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９．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 20 宛名のお子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労など）により、不定

期に利用している事業はありますか。ある場合は、あてはまる番号すべてに○をつけ、1 年

間の利用日数（おおよそ）もご記入ください。 

 

「利用していない」が 87.4％と最も高く、次いで、「ファミリー・サポート・センター」

（4.8％）、「一時預かり(私用など理由を問わずに保育所等で一時的に子どもを保育する事業)」

（2.9％）の順になっています。年間の平均利用日数は、27.6 日となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

2.9

1.2

4.8

0.2

0.0

0.0

0.2

87.4

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一時預かり(私用など理由を問わずに保育所等で一時的に子

どもを保育する事業)

幼稚園の預かり保育(通常の就園時間を延長して預かる事業

のうち不定期に利用する場合のみ)

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業(トワイライトステイ)

短期入所生活援助事業(ショートステイ)

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

全体(N=413)

平均日数
（日）

一時預かり 4.8
幼稚園の預かり保育 99.0
ファミリー・サポート・センター 2.8
夜間養護等事業(トワイライトステイ) 0.0
短期入所生活援助事業(ショートステイ) -
ベビーシッター -
その他 4.0
全体 27.6

■不定期な一時預かり等の利用年間日数（平均） 

その他の意見→「宅幼老所」 
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問 20 で「8 利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 20-1 現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

 

「特に利用する必要がない」が 81.4％と最も高く、次いで、「事業の利用方法(手続き等)が

わからない」（13.6％）、「自分が事業の対象者になるのかどうかわからない」（12.2％）の順

になっています。 

 
 

  

81.4

4.2

5.5

3.3

11.4

8.3

12.2

13.6

2.8

0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性(立地や利用可能時間・日数など)がよくな

い

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法(手続き等)がわからない

その他

無回答

全体(n=361)

その他の意見→「ファミサポ手続き（面談）が億劫」「衛生面など気になる所があるか

ら」「父母の私用の用事で使うことに抵抗あり、罪悪感を感じる」等 
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67.7

66.2

33.8

4.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的

（イ）冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院など

（ウ）不定期の就労

（エ）その他

利用したい(n=133)

平均 12.0日

問 21 宛名のお子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労等）により、年間何

日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について、あてはまる番

号・記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。 

 

「利用する必要はない」が 63.4％、「利用したい」が 32.4％となっています。利用したい

と思う目的は、「（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシ

ュ目的」（67.7％）、「（イ）冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院など」

（66.2％）が高くなっています。また、利用したい年間の平均日数は、全体で 12.0 日、「（ア）

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的」が5.0日、「（イ）

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院など」が 3.6 日、「（ウ）不定期の

就労」が 5.6 日となっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■不定期な一時預かりを利用したいと思う目的 

32.2 63.4 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

利用したい 利用する必要はない 無回答無回答

その他の意見→「静かな施設に行く時」「持ち帰りの仕事」「入所している家族の緊急時」等
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55.6

14.3

9.8

1.5

3.8

0.8

0.0

14.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

利用したい(n=133)

平均 12.0日

72.2

5.6

11.1

0.0

0.0

1.1

1.1

8.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ア）利用したい(n=90)

平均 5.0日

76.1

0.0

4.5

1.1

1.1

0.0

0.0

17.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（イ）利用したい(n=88)

平均 3.6日

82.2

2.2

0.0

0.0

2.2

0.0

2.2

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ウ）利用したい(n=45)

平均 5.6日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■不定期な一時預かりを利用したい年間日数 

＜全体＞ ＜（ア）私用、リフレッシュ目的＞

＜（イ）冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院など＞ 
＜（ウ）不定期の就労＞ 
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問 21 で「1 利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 21-1 問 21 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思わ

れますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「一時預かり(私用など理由を問わずに保育所等で一時的に子どもを保育する事業)」が

79.1％と最も高く、次いで、「ファミリー・サポート・センター(地域住民が子どもを預かる事

業)」（37.3％）、「幼稚園の預かり保育(通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に

利用する場合のみ)」（35.8％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

79.1

35.8

37.3

5.2

1.5

8.2

2.2

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一時預かり(私用など理由を問わずに保育所等で一時的に子

どもを保育する事業)

幼稚園の預かり保育(通常の就園時間を延長して預かる事業

のうち不定期に利用する場合のみ)

ファミリー・サポート・センター(地域住民が子どもを預か

る事業)

夜間養護等事業(トワイライトステイ)

短期入所生活援助事業(ショートステイ)

ベビーシッター

その他

無回答

全体(n=134)

その他の意見→「普段通っている園、もしくは支援センター内でファミサポ（土・日・

夜間も）」等 
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問 22 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育

児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要が

あると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する

事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数をご

記入ください。 

 

「利用する必要はない」が 88.1％、「利用したい」が 7.7％となっています。利用したいと

思う目的は、「（ウ）保護者や家族の病気」が 68.8％で最も高く、次いで、「（ア）冠婚葬祭」

（59.4％）、「（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安」（53.1％）の順になっています。また、

利用したいと思う年間の平均泊数は全体で 6.3 日となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

7.7 88.1 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

利用したい 利用する必要はない 無回答無回答

■不定期な一時預かりを泊りがけで利用したいと思う目的 

■不定期な一時預かりを泊りがけで利用したいと思う年間泊数（平均） 

59.4

53.1

68.8

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（ア）冠婚葬祭

（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安

（ウ）保護者や家族の病気

（エ）その他

利用したい(n=32)

平均泊数
（日）

（ア）冠婚葬祭 2.2
（イ）保護者や家族の育児疲れ・不安 4.1
（ウ）保護者や家族の病気 4.1
（エ）その他 0.0
全体 6.3



１ 教育・保育ニーズ調査 
（未就学児童の保護者） 

52 

10．お子さんが 5 歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方に 

    ついて 

問 23 お子さんについて、小学校低学年（1～3 年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、

それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。 

問 24 宛名のお子さんについて、小学校高学年（4～6 年生）になったら、放課後の時間をどのよ

うな場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当

たり日数を数字でご記入ください。 

 

低学年（1～3 年生）では、「放課後児童クラブ」が 60.6％と最も高く、次いで、「自宅」

（32.1％）、「習い事(ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など)」（24.8％）の順になってい

ます。 

高学年（4～6 年生）では、「自宅」が 63.3％と最も高く、次いで、「習い事(ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など)」（43.1％）、「放課後児童クラブ」（29.4％）の順になっていま

す。 

 

 
 
 
 

  

32.1 

11.9 

24.8 

1.8 

5.5 

60.6 

0.9 

1.8 

63.3

16.5

43.1

1.8

4.6

29.4

0.0

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・セ

ンター

その他（公民館、公園な

ど）

低学年（1～3年生）

高学年（4～6年生）

年長児(n=109)
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4.5

37.9

39.4

9.1

0.0

9.1

3.1

25.0

50.0

9.4

0.0

12.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

17時前

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

低学年（1～3年生）(n=66)

高学年（4～6年生）(n=32)

低学年（1～3年生）平均 17：35

高学年（3～6年生）平均 17：45

放課後に過ごす場所の週当たりの利用日数の希望は、低学年（1～3 年生）では平均 2.9 日、

高学年（4～6 年生）では平均 2.6 日となっています。 

また、放課後児童クラブと回答した人に、利用終了の時間帯の意向を尋ねたところ、低学年

（1～3 年生）、高学年（4～6 年生）ともに「18 時台」（39.4％、50.0％）の回答が最も高

く、低学年（1～3 年生）で平均 17：35、高学年（4～6 年生）で平均 17：45 となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■利用終了の時間帯の意向（放課後児童クラブ） 

■放課後に過ごす場所の週当たり利用日数の希望（平均日数） 

低学年
1～3年生

高学年
4～6年生

自宅 4.2 3.5

祖父母宅や友人・知人宅 2.9 2.9

習い事 2.0 2.4

児童館 2.5 2.0

放課後子ども教室 4.2 2.8

放課後児童クラブ 4.9 3.9

ファミリー・サポート・センター 1.0 0.0

その他（公民館、公園など） 1.5 3.3

2.9 2.6

平均日数（日）

全体
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問 23 または問 24 で「5．放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

問 25 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日と夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間

中に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかり

ます。 

 

土曜日は、「利用する必要はない」が 47.3％で最も高く、次いで、「低学年（1～3 年生）の

間は利用したい」（31.2％）、「高学年（4～6 年生）になっても利用したい」（12.9％）の順

になっています。 

日曜・祝日は、「利用する必要はない」が 71.0％で最も高く、次いで、「低学年（1～3 年生）

の間は利用したい」（10.8％）、「高学年（4～6 年生）になっても利用したい」（7.5％）の順

になっています。 

長期休暇中は、「低学年（1～3 年生）の間は利用したい」が 51.5％で最も高く、次いで、

「高学年（4～6 年生）になっても利用したい」（37.5％）、「利用する必要はない」（5.4%）

の順になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

31.2

10.8

51.6

12.9

7.5

37.6

47.3

71.0

5.4

8.6

10.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜・祝日

長期休暇中

低学年（1～3年生）の間は利用したい

高学年（4～6年生）になっても利用したい

利用する必要はない

-

(n=93)

無回答
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利用したい時間帯について、利用開始は、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中いずれも「８

時台」が最も高くなっており、土曜日は平均 7：55、日曜日は平均 8：00、長期休暇中は平

均 7：55 となっています。 

また、利用終了は、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中いずれも「1８時台」が最も高くな

っており、土曜日は平均 16：45、日曜日・祝日は平均 16：30、長期休暇中は平均 17：20

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中に利用したい時間帯 

＜利用開始＞ ＜利用終了＞ 

31.7

36.6

24.4

0.0

7.3

17.6

52.9

23.5

0.0

5.9

28.9

49.4

18.1

0.0

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

7時台以前

8時台

9時台

10時以降

無回答

土曜日( n=41)

日曜・祝日( n=17)

長期休暇中( n=83)

土曜日 平均7：55

日曜・祝日 平均8：00

長期休暇中 平均7：55

17.1

4.9

29.3

34.1

9.8

0.0

4.9

17.6

5.9

29.4

41.2

0.0

0.0

5.9

3.6

6.0

37.3

43.4

6.0

0.0

3.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

15時台以前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

土曜日( n=41)

日曜・祝日( n=17)

長期休暇中( n=83)

土曜日 平均16：45

日曜・祝日 平均16：30

長期休暇中 平均17：20
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11．育児休業やお住まいの地域、行政の要望等について 

問 26 お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか。母

親、父親それぞれについて、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 ❶ 母親 

「取得した(取得中である)」が 65.1％と最も高く、次いで、「働いていなかった」（21.8％）、

「取得していない」（8.7％）の順になっています。 

 
 

 ❷ 父親 

「取得していない」が 85.2％と最も高く、次いで、「取得した(取得中である)」（6.3％）、

「働いていなかった」（0.2％）の順になっています。 

 
 

  

21.8 65.1 8.7 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答

0.2

6.3 85.2 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答
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問 26 で母または父が育児休業を「2．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいま

す。 

問 26-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」が 75.1％と最も高く、次いで、「現在も育児休業中で

ある」（20.1％）、「育児休業中に離職した」（3.0％）の順になっています。 

 
 

 ❷ 父親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」が 80.8％と最も高く、次いで、「現在も育児休業中で

ある」（11.5％）、「育児休業中に離職した」（3.8％）の順になっています。 

 
 
 

  

75.1 20.1 3.0 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=269)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答

80.8 11.5 3.8 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=26)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答



１ 教育・保育ニーズ調査 
（未就学児童の保護者） 

58 

問 26-1 で「1 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。 

問 26-2 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。

あてはまる番号 1 つに○をつけてください。また、お勤め先の育児休業制度の期間内で、何

歳何か月のときまで取りたかったですか。 

  ❶ 母親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、母親では「１歳 0-３ヶ月」が 48.0％と最

も高く、次いで、「１歳８-11 ヶ月」（10.4％）、「11 ヶ月」（5.9％）の順になっています。ま

た、希望については「１歳 0-３ヶ月」が 31.2％と最も高く、次いで、「１歳４-７ヶ月」

（13.4％）、「３歳以上」（12.9％）の順になっています。 

 

 ❷ 父親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、父親では「１ヶ月」が 38.1％と最も高く、

次いで、「４ヶ月」（9.5％）、「１ヶ月未満」「２ヶ月」「８ヶ月」「１歳 0-３ヶ月」（4.8％）の

順になっています。また、希望については「３ヶ月」が19.0％と最も高く、次いで、「１歳0-

３ヶ月」（14.3％）、「１ヶ月」（9.5％）の順になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■職場復帰した時の子どもの年齢 

0.5

0.5

1.5

0.5

0.0

0.5

4.0

2.0

3.0

2.0

5.4

5.9

48.0

4.0

10.4

0.5

0.5

0.5

10.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.5

0.0

1.0

1.0

31.2

13.9

7.4

11.9

1.5

12.9

18.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 1歳8.3ヶ月

実際：平均 1歳0.9ヶ月

(n=202)

＜母親＞ ＜父親＞ 

4.8

38.1

4.8

0.0

9.5

0.0

0.0

0.0

4.8

0.0

0.0

0.0

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

9.5

4.8

19.0

0.0

0.0

4.8

0.0

0.0

0.0

4.8

0.0

14.3

0.0

4.8

0.0

0.0

4.8

33.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 0歳9.4ヶ月

実際：平均 0歳2.9ヶ月

(n=21)
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16.7

8.8

30.4

31.4

20.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

全体(n=102)

職場に復帰した時期について、母親は「希望より早く復帰した」が 50.9％と最も高く、次

いで、「実際と希望する復帰時期が同じだった」（24.4％）、「希望より遅く復帰した」（2.8％）

の順になっています。父親は「希望より早く復帰した」が 42.9％と最も高く、次いで、「実際

と希望する復帰時期が同じだった」（9.5％）、「希望より遅く復帰した」（4.8％）の順になって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

問 26-2 で、育児休業取得後、希望より早く復帰した方にうかがいます。 

問 26-3 希望より早く復帰した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が 31.4％と最も高く、次いで、「経済的な

理由で早く復帰する必要があった」（30.4％）、「その他」（20.6％）の順になっています。 

 

 

  

■職場復帰した時期 

50.5

42.9

3.0

4.8

25.7

9.5

20.8

42.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=202)

父親(n=21)

希望より早く復帰した 希望より遅く復帰した

実際と希望する復帰時期が同じだった 無回答無回答

その他の意見→「育児休業は一歳までとの会社規定があるため」「職場が人手不足で早く

復帰を求められたため」「家庭保育に限界を感じたため」等 
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 ❷ 父親 

「希望する保育所に入るため」「配偶者や家族の希望があったため」「経済的な理由で早く復

帰する必要があった」が 66.7％と最も高く、次いで、「人事異動や業務の節目の時期に合わせ

るため」「その他」（55.6％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他の意見→「育児休業手当がなく、有休消化だった」「会社命令」「仕事が休めない

ため」「男性が育児休業を取れるような感じではない」等 

66.7

66.7

66.7

55.6

55.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

全体(n=9)
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62.0

52.5

80.9

22.8

39.2

44.8

3.4

3.9

4.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

妊娠中や育児期間中の勤務を軽減する(フレックスタイム制

度や短時間勤務制度など)

育児休業制度・再雇用制度などを整備するとともに、制度

を利用しやすい環境をつくる

子どもが病気やけがをしたときに休暇を取りやすい環境を

つくる

事業所内に保育施設を設置する

男性が育児休業制度を利用しやすくするなど、子育てに男

性が参加できる環境をつくる

子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深めるための

啓発を行う

その他

特にない

無回答

全体(N=413)

問 27 子育てと仕事の両立支援として、企業にどのようなことを期待しますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

 

「子どもが病気やけがをしたときに休暇を取りやすい環境をつくる」が 80.9％と最も高く、

次いで、「妊娠中や育児期間中の勤務を軽減する(フレックスタイム制度や短時間勤務制度など)」

（62.0％）、「育児休業制度・再雇用制度などを整備するとともに、制度を利用しやすい環境を

つくる」（52.5％）の順になっています。 

 

 
 
 
 
  

その他の意見→「育児休業中の収入」「女性管理職が妊娠・育児をしながら働くことを想

定して人事、配置を行うべき」「復帰後、未就学のうちは短時間正社員で

勤務」等 
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12．子育て全般について 

問 28 あなたは、子育てに喜びを感じていますか。（1 つだけ○） 

 

「十分感じている」が 63.9％と最も高く、次いで、「まあまあ感じている」（32.4％）、「あ

まり感じていない」（1.9％）の順になっています。 

 

 
 
 
問 29 子育てに不安や負担を感じることがありますか。（1 つだけ○） 

 

「多少は不安や負担を感じる」が 60.3％と最も高く、次いで、「あまり不安や負担などは感

じない」（16.9％）、「不安や負担を感じる」（13.1％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

63.9 32.4

1.9 0.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

十分感じている まあまあ感じている あまり感じていない 全く感じていない 無回答無回答

13.1 60.3 16.9 5.6 2.9 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

不安や負担を感じる 多少は不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない 不安や負担などは感じない

なんともいえない 無回答無回答
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問 30 家庭で配偶者（事実婚を含む）はどの程度子育てをしていますか。（1 つだけ○） 

 

「十分にやっている」が 47.5％と最も高く、次いで、「十分とはいえないが、まあやってい

る」（39.5％）、「少し不足している」（5.1％）の順になっています。 

 

 
 
 
問 31 子育てに関する情報をどこから入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

「親族(親、きょうだいなど)」が 73.4％と最も高く、次いで、「隣近所の人、知人・友人」

（61.0％）、「ソーシャルネットワーク」（44.6％）の順になっています。 

 

 
  

47.5 39.5 5.1

1.2

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

十分にやっている 十分とはいえないが、まあやっている

少し不足している かなり不足している

無回答無回答

73.4

61.0

4.8

35.8

12.6

25.4

22.0

17.7

44.6

2.9

0.7

0.2

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親族(親、きょうだいなど)

隣近所の人、知人・友人

子育てサークルの仲間

保育所、幼稚園、認定こども園

市役所や市の機関

市の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書

ソーシャルネットワーク

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

全体(N=413)

その他の意見→「職場の人」等 
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18.4

31.2

3.4

33.9

8.5

15.5

26.6

3.6

19.4

23.2

11.1

1.7

6.8

5.8

4.6

4.8

24.2

2.7

3.1

20.3

1.9

20.6

1.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの病気に関すること

子どもの発達、気になる情緒や行動に関すること

子どもの障がいに関すること

子どもの食事や睡眠の取り方などの生活習慣に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分に取れないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあい(いじめなどを含む)に関すること

登園拒否の問題について

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと

子育てに関して配偶者・パートナーと意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの見る目

が気になること

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てのストレスがたまり、子どもに手を上げたり世話をしなかっ

たりしてしまうこと

子育て支援サービスの内容や利用・申込方法がよくわからないこと

子育てにお金がかかりすぎること

その他

特にない

無回答

全体(N=413)

問 32 子育てに関して悩みがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

「子どもの食事や睡眠の取り方などの生活習慣に関すること」が 33.9％と最も高く、次い

で、「子どもの発達、気になる情緒や行動に関すること」（31.2％）、「子どもとの時間を十分に

取れないこと」（26.6％）の順になっています。 

 

 
 
  

その他の意見→「気軽に安心して預ける場所がないこと」「国からの子育て支援が十分で

ないこと」「同居の祖父母が子育てに関して過干渉であること」等 
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23.0

10.9

69.5

31.7

9.9

7.3

31.0

11.9

10.4

29.5

33.9

22.3

8.2

37.3

16.7

38.3

5.1

4.1

4.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てに関する相談や保護者同士が交流できる場を増やす

子育ての意義・大切さなどを啓発する

保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのた

めの経済的支援をする

母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備する

虐待防止など、子どもの人権を守る取り組みを進める

保育所･幼稚園を増やす

延長保育などいろいろなニーズに合った保育サービスを充

実する

ひとり親家庭などそれぞれの家庭のあり方に応じた子育て

支援を充実する

子育てボランティアなど地域で子育てを支える活動を活発

にする

放課後児童クラブのほかにも、子どもの放課後の居場所を

増やす

地域で子どもたちが遊んだり、スポーツしたりする場や機

会を増やす

子どもの「生きる力」を育むための教育を充実する

非行防止などの青少年健全育成対策を充実する

仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、企業へ

啓発する

道路や施設などのバリアフリー化を進める

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める

その他

特にない

無回答

全体(N=413)

問 33 子どもを健やかに生み育てるために、嬉野市にどのようなことを期待しますか。（あてはま

るものすべてに○） 

「保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのための経済的支援をする」が

69.5％と最も高く、次いで、「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める」

（38.3％）、「仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、企業へ啓発する」（37.3％）

の順になっています。 

 
 
  

その他の意見→「嬉野市はスポーツばかりなので、文化に触れ合う機会を増やす」「同居

世帯の祖父母への孫との関わり方等の指導をして欲しい」「福利厚生を充

実させた企業を増やす」等 
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問 34 嬉野市における子育ての環境や支援の満足度はどのくらいですか。あてはまる番号 1 つに

○をつけてください。 

「3」が 51.8％と最も高く、次いで、「4」（21.8％）、「2」（16.7％）の順になっています。 

 
  

6.3 16.7 51.8 21.8 2.2 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=413)

1満足度が低い 2 3 4 5満足度が高い 無回答無回答
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（小学生児童の保護者） 
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１．お住まいの地域について 

問 1 お住まいの校区としてあてはまる答えの番号 1 つに○をつけてください。 

 

「嬉野小学校区」が 34.3％と最も高く、次いで、「五町田小学校区」（14.7％）、「久間小学

校区」（13.8％）の順になっています。 

 
 

２．お子さんとご家族の状況について 

問 2 宛名のお子さんは何年生かご記入ください。 

 

「小学 1 年生」が 21.0％と最も高く、次いで、「小学 2 年生」（19.9％）、「小学 3 年生」

（15.5％）の順になっています。 

 
 

  

14.7 13.8 10.0 34.3 11.2 0.9 6.0 8.7 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

五町田小学校区 久間小学校区 塩田小学校区 嬉野小学校区 轟小学校区

大野原小学校区 吉田小学校区 大草野小学校区 無回答無回答

21.0 19.9 16.6 16.1 13.3 12.3 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

小学1年生 小学2年生 小学3年生 小学4年生 小学5年生 小学6年生 無回答無回答



２ 教育・保育ニーズ調査 
（⼩学⽣児童の保護者） 

69 

12.0

38.0

37.2

9.7

1.9

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

全体(N=632)

平均 2.5人

2.4

3.3

2.8

4.9

5.4

6.2

5.9

11.4

10.8

9.8

10.3

9.2

11.2

6.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

11歳

12歳

無回答

全体(N=632)

問 3 お子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数をご記入く

ださい。また、２人以上いらっしゃる場合は、一番下のお子さんの生年月をご記入くださ

い。 

 

子どもの人数は、「２人」が 38.0％と最も高く、次いで、「３人」（37.2％）、「１人」

（12.0％）の順になっています。末子の年齢は、「7 歳」が 11.4％と最も高く、次いで、「12

歳」（11.2％）、「8 歳」（10.8％）、「10 歳」（10.3％）の順になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 4 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた続柄で、あてはま

る番号 1 つに○をつけてください。 

 

「母親」が 89.4％と最も高く、次いで、「父親」（10.0％）、「その他」（0.2％）の順になっ

ています。 

 
  

89.4 10.0

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

母親 父親 その他 無回答無回答

■きょうだいの数 ■末子の年齢（本人含む） 
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問 5 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号

1 つに○をつけてください。 

 

「配偶者がいる」が 88.8％、「配偶者がいない」が 10.8％となっています。 

 

 
 
問 6 宛名のお子さんの子育て（教育や保育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さ

んからみた続柄で、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 

「父母ともに」が 60.0％と最も高く、次いで、「主に母親」（36.7％）、「主に父親」（1.4％）

の順になっています。 

 

 
 

  

88.8 10.8 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

配偶者がいる 配偶者がいない 無回答無回答

60.0 36.7

1.4 0.9 0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答無回答
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３．子育ての環境について 

問 7 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 52.1％と最も高く、次

いで、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（45.6％）、「いずれもいない」（7.4％）の

順になっています。 

 
 
問 7 で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-1 祖父母等の親族に宛名のお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番

号すべてに○をつけてください。 

「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子ど

もをみてもらえる」が 69.2％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負担をかけて

いることが心苦しい」（21.7％）、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」

（14.9％）の順になっています。 

 

45.6

52.1

1.1

6.5

7.4

4.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人が

いる

いずれもいない

無回答

全体(N=632)

69.2

14.9

13.2

21.7

4.2

2.5

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配する

ことなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどうか、少

し不安がある

その他

無回答

全体(n=552)
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問 7 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 7-2 友人・知人に宛名のお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

 

「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを

みてもらえる」が 51.2％と最も高く、次いで、「自分たち親の立場として、負担をかけている

ことが心苦しい」（14.0％）、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」

（11.6％）の順になっています。 

 

 
 
 
問 8 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 

「いる／ある」が 92.1％と最も高く、次いで、「いない／ない」（6.5％）の順になっていま

す。 

 

 
 
 

  

51.2

4.7

11.6

14.0

0.0

2.3

25.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配すること

なく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるかどうか、少

し不安がある

その他

無回答

全体(n=43)

92.1 6.5 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

いる／ある いない／ない 無回答無回答
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問 8 で「1」に○をつけた方にうかがいます。 

問 8-1 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で

すか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「祖父母等の親族」が 76.8％と最も高く、次いで、「友人や知人」（75.8％）、「学校」

（27.1％）の順になっています。 

 

 
 
 
 
 

  

76.8

75.8

6.9

4.6

0.3

27.1

0.5

7.4

0.9

4.6

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設(子育て支援センター等)

市の保健センター

学校

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て支援担当窓口

その他

無回答

全体(n=582)

その他の意見→「職場の人」「放課後等デイサービスの先生」「学童の先生」等 
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４．保護者の就労状況について 

問 10 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。

あてはまる番号 1 つずつ○をつけてください。 

※フルタイム：1 週 5 日程度・1 日 8 時間程度の就労 パート・アルバイト：フルタイム」以外 

 ❶ 母親 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 49.5％と最も高く、

次いで、「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

（27.8％）、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である」（6.2％）の順に

なっています。 

 
 

 

 ❷ 父親 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が 75.6％と最も高く、

次いで、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である」（7.8％）、「パート・

アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（0.6％）の順になっていま

す。 

 
 

  

49.5 6.2 27.8 4.7 5.9

0.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答無回答

75.6 7.8

0.6 0.2 0.3 0.0

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答無回答
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0.2

0.2

3.2

9.9

67.9

15.6

1.1

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=558)

平均5.0日

0.2

0.2

0.4

1.7

54.9

37.2

3.4

2.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

全体(n=532)

平均 5.4日

問 10 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-1 「1 週当たりの就労日数」、「1 日当たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答え

ください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答え

ください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 ❶ 母親 

１週当たりの就労日数は、「５日」が67.9％と最も高く、次いで、「６日」（15.6％）、「４日」

（9.9％）の順になっています。1 日当たりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 38.0％と最も

高く、次いで、「6-7 時間未満」（15.4％）、「7-8 時間未満」（12.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

１週当たりの就労日数は、「５日」が 54.9％と最も高く、次いで、「６日」（37.2％）、「７日」

（3.4％）の順になっています。1 日当たりの就労時間は、「８-9 時間未満」が 41.5％と最も高

く、次いで、「9-10 時間未満」（20.1％）、「10-11 時間未満」（17.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

  

1.4

4.8

9.5

15.4

12.5

38.0

8.1

5.0

0.9

1.4

0.5

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=558)

平均 7.4時間

■1 週あたりの就労日数 ■1 日あたりの就労時間 

■1 週あたりの就労日数 ■1 日あたりの就労時間 

0.4

0.0

0.2

0.6

3.6

41.5

20.1

17.5

3.4

6.2

3.2

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8-9時間未満

9-10時間未満

10-11時間未満

11-12時間未満

12-13時間未満

13時間以上

無回答

全体(n=532)

平均 9.1時間
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4.5

15.4

47.2

19.4

5.8

1.3

0.2

1.9

4.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時以前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=532)

平均 7：20

0.2

0.9

0.9

9.2

32.1

25.9

12.8

6.4

3.0

3.8

4.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=532)

平均 19：05

問 10 で「1」～「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも

多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。 

 ❶母親 

家を出る時間は「８時台」が 44.6％と最も高く、次いで、「７時台」（34.8％）、「９時台」

（12.0％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 34.4％と最も高く、次いで、

「17 時台」（23.1％）、「16 時台」（11.3％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❷父親 

家を出る時間は「７時台」が 47.2％と最も高く、次いで、「８時台」（19.4％）、「６時台」

（15.4％）の順になっています。帰宅時間は「18 時台」が 32.1％と最も高く、次いで、

「19 時台」（25.9％）、「20 時台」（12.8％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.2

1.4

34.8

44.6

12.0

3.4

0.2

1.1

2.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

6時以前

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時以降

無回答

全体(n=558)

平均 8：00

7.3

5.6

11.3

23.1

34.4

10.0

3.4

0.7

0.5

1.1

2.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

全体(n=558)

平均 17：20■家を出る時間 ■帰宅時間 

■家を出る時間 ■帰宅時間 
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問 10 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-3 フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくださ

い。 

 ❶母親 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している」が 65.5％と最も高く、次い

で、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない」（15.0％）、「フルタイムへの

転換希望があり、実現できる見込みがある」（12.1％）の順になっています。 

 
 

 

 

 ❷父親 

「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない」が 60.0％と最も高く、次い

で、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している」（20.0％）、「フルタイムへの

転換希望があり、実現できる見込みがある」「パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に

専念したい」（0.0％）の順になっています。 

 
 
 
 
 

  

12.1 15.0 65.5 2.4 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=206)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答無回答

0.0 60.0 20.0 0.0 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=5)

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望している

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答無回答
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問 10 で「5」または「6」に○をつけた方にうかがいます。 

問 10-4 就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ 1 つに○を

つけてください。 

 ❶ 母親  

ア．母親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢 

「子育てや家事などに専念したい(就労の予定はない)」が 37.5％と最も高く、次いで、「す

ぐにでも、もしくは 1 年以内に働きたい」（30.0％）、「1 年より先、一番下の子どもがある程

度の年齢になったころに働きたい」（15.0％）の順になっています。また、就労を希望する時

の子どもの年齢は、平均 7.2 歳となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ．母親の希望する就労形態 

「パート・アルバイト等」が 83.3％、「フルタイム」が 11.1％となっています。 

 
 
 
 
 

  

■子どもが何歳になった頃に就労を希望するか 

37.5 15.0 30.0 17.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=40)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答

11.1 83.3 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=18)

フルタイム パート・アルバイト等 無回答無回答

16.7

33.3

16.7

16.7

16.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

3歳

4歳

12歳

13歳

無回答

全体(n=6)

平均 7.2歳
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ウ．母親の希望する就労日数と就労時間 

就労日数は、「4 日」が 40.0％と最も高く、次いで、「3 日」（33.3％）、「5 日」（26.7％）

の順になっています。 

就労時間は、「5-6 時間未満」が 40.0％と最も高く、次いで、「4-5 時間未満」「6-7 時間

未満」（20.0％）の順になっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 ❷ 父親 

ア．父親の就労希望と就労を希望する時の子どもの年齢 

イ．父親の希望する就労形態 

「すぐにでも、もしくは 1 年以内に働きたい」が 50.0％と最も高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

0.00.0 50.0 50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2)

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもがある程度の年齢になったころに働きたい

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい

無回答無回答

100.0 0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1)

フルタイム パート・アルバイト等 無回答無回答

0.0

0.0

33.3

40.0

26.7

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

全体(n=15)

平均 3.9日

0.0

0.0

20.0

40.0

20.0

6.7

6.7

6.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

3時間未満

3-4時間未満

4-5時間未満

5-6時間未満

6-7時間未満

7-8時間未満

8時間以上

無回答

全体(n=15)

平均 5.4時間

■希望する就労日数（週当たり） ■希望する就労時間（１日当たり）
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５．地域の子育てに関する事業の利用状況について 

問 11 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと

思うものをお答えください。①～⑦の事業ごとにａ～ｃのそれぞれについて、「はい」「いい

え」のいずれかに○をつけてください。なお、事業によっては嬉野市で実施されていないも

のもあります。 

 

認知度は、「③スクールカウンセラー等による相談」が 90.2％で最も高く、次いで、「④ 地
域子育て支援センター」（82.1％）、「⑥ファミリーサポートセンター」（76.3％）、「②保健セ

ンターの情報・相談サービス」（68.5％）の順になっています。 

 

利用状況は、「④地域子育て支援センター」が 41.3％で最も高く、次いで、「⑤子育てイベ

ントなど身近な地域における親子の集いの広場」（27.7％）、「②保健センターの情報・相談サ

ービス」（26.3％）の順になっています。 

 

利用意向は、「③スクールカウンセラー等による相談」が 25.6％で最も高く、「⑤子育てイ

ベントなど身近な地域における親子の集いの広場」（19.3％）、「②保健センターの情報・相談

サービス」（18.2％）、「④地域子育て支援センター」（14.2％）の順になっています。 

 
Ａ．知っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

51.1

68.5

90.2

82.1

65.8

76.3

54.4

45.7

28.3

7.0

13.9

30.2

20.6

43.5

3.2

3.2

2.8

4.0

4.0

3.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 母親（父親）学級、両親学級、育児学級

② 保健センターの情報・相談サービス

③ スクールカウンセラー等による相談

④ 地域子育て支援センター

⑤ 子育てイベントなど身近な地域における親子の集

いの広場

⑥ ファミリー・サポート・センター

⑦ 家庭相談員による相談

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=632)
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Ｂ．これまでに利用したことがある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ．今後利用したい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

22.2

26.3

25.2

41.3

27.7

13.4

6.8

67.1

63.1

65.3

50.2

62.8

77.2

82.1

10.8

10.6

9.5

8.5

9.5

9.3

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 母親（父親）学級、両親学級、育児学級

② 保健センターの情報・相談サービス

③ スクールカウンセラー等による相談

④ 地域子育て支援センター

⑤ 子育てイベントなど身近な地域における親子の集

いの広場

⑥ ファミリー・サポート・センター

⑦ 家庭相談員による相談

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=632)

8.5

18.2

25.6

14.2

19.3

13.8

12.8

77.4

67.6

60.8

72.2

67.6

73.3

73.6

14.1

14.2

13.6

13.6

13.1

13.0

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 母親（父親）学級、両親学級、育児学級

② 保健センターの情報・相談サービス

③ スクールカウンセラー等による相談

④ 地域子育て支援センター

⑤ 子育てイベントなど身近な地域における親子の集

いの広場

⑥ ファミリー・サポート・センター

⑦ 家庭相談員による相談

はい いいえ 系列4無回答

全体(N=632)
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0.4

3.4

7.7

14.2

11.5

1.1

0.4

5.4

3.1

3.1

5.7

8.0

6.1

29.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

7時前

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時以降

無回答

全体(n=261)

平均 12：05

0.4

0.8

1.1

4.6

0.4

2.7

5.7

6.5

17.6

12.6

7.3

7.3

1.5

31.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

10時前

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

全体(n=261)

平均 16：50

問 11 の①～⑦のいずれかで「C．今後利用したい」の「はい」に○をつけた方にうかがいます。問

11-1 今後利用したいと思われる時間帯はどれくらいですか。 

 

希望する利用時間帯は、開始時間は「9 時台」（14.2％）、終了時間は「17 時台」（17.6％）

が最も高く、開始時間の平均は 12：05、終了時間の平均は 16：50 となっています。 

 
 
 
 

  

■希望する利用時間帯（開始時間） ■希望する利用時間帯（終了時間） 
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29.8

81.4

41.3

8.2

0.5

0.0

0.2

11.7

2.3

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父親が休んだ

母親が休んだ

(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

全体(n=429)

67.9 31.2 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

あった なかった 無回答無回答

６．病気の際の対応について 

問 12 この 1 年間に、お子さんが病気やケガで学校に通うことができなかったことはあります

か。「1」「2」のいずれかの番号 1 つに○をつけてください。 

 

「あった」が 67.9％、「なかった」が 31.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
問 12 で「1 あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12-1 宛名のお子さんが病気や病後（感染症など）、またはけがで学校を休んだり、学童

保育（放課後児童クラブ）などの預かりサービスが利用できなかったりした場合、この 1 年

間に行った対処方法は何ですか。あてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数もご記

入ください。 

 

「母親が休んだ」が 81.4％と最も高く、次いで、「(同居者を含む)親族・知人に子どもをみ

てもらった」（41.3％）、「父親が休んだ」（29.8％）の順になっています。また、子どもが病

気になった時に対処した年間の平均日数は、「母親が休んだ」が 11.4 日、「(同居者を含む)親

族・知人に子どもをみてもらった」が 8.2 日、「父親が休んだ」が 3.0 日となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

その他の意見→「子どもの看病をしながら出来る仕事をする」「自営業なので自宅や事務所でみれる」「職場

に連れて行った」「母親が在宅ワーク」「産休、育休中でした」「時間休を取り早く帰った」
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14.4 84.5 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=355)

できれば病児・病後児保育室などを利用したい 利用したいとは思わない 無回答無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 12-1 で「ア.父親が休んだ」「イ．母親が休んだ」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問 12-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われまし

たか。あてはまる番号 1 つに○をつけ、日数についてもご記入ください。 

 

「利用したいとは思わない」が 84.5％、「できれば病児・病後児保育室などを利用したい」

が 14.4％となっています。年間の平均利用日数は、「1～5 日」が 58.8％と最も高く、平均

5.7 日となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

平均日数
（日）

父親が休んだ 3.0
母親が休んだ 11.4
(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった 8.2
父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 6.6
病児・病後児保育を利用した 2.8
ベビーシッターを利用した -
ファミリー・サポート・センターを利用した 2.0
仕方なく子どもだけで留守番をさせた 2.0
その他 5.0
全体 5.1

■子どもが病気になった時に対処した年間日数（平均） 

58.8

17.6

0.0

2.0

21.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～15日

16～20日

21日以上

無回答

利用したい(n=51)

平均 5.7日

■病児・病後児保育施設の年間利用日数 
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問 12-3 問 12-1 で「オ.病児保育を利用した」に○をつけた方にうかがいます。病児保育を利用

した理由を教えてください。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「その他」が 50.0％と最も高くなっています。 

 

 
 
 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの看護を理由に休みをとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

職場の理解が得られない(休みにくい)

その他

無回答

全体(n=2)

その他の意見→「会社から休むといけないと言われる事はもちろんないが、仕事業務的

にも周りへの迷惑など考えるため、病児保育も使っている」 
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すべての方にうかがいます。 

問 13 病児・病後児保育について、利用の有無にかかわらず、感じていることを教えてく

ださい。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「どうしても仕事を休めないときに、病気が治りかけの子どもを預けられる」が 42.2％と

最も高く、次いで、「看護師・保育士が常駐しているため安心して利用できる」（35.6％）、「家

族や親族等で対応できる」（35.0％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

42.2

34.0

26.3

35.6

21.4

31.0

14.1

25.3

18.7

4.4

35.0

4.0

10.4

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

どうしても仕事を休めないときに、病気が治りかけの子どもを

預けられる

安心して子どもを預けられる人(祖父母など)がいないときに利用

できる

1日だけでも利用できる

看護師・保育士が常駐しているため安心して利用できる

子どもの負担が大きい

初めての場所で知らないスタッフの保育を受けさせることに抵

抗がある

自宅近くにない

申し込みや利用手続きが煩雑

利用料金が高い

申し込みをしても定員が一杯で断られることが多い

家族や親族等で対応できる

その他

特になし

無回答

全体(N=632)

その他の意見→「勤務時間に間に合わない」「子どもが場所慣れに時間がかかる」「当日

にすぐ対応できない」「料金が分からない」等 



２ 教育・保育ニーズ調査 
（⼩学⽣児童の保護者） 

87 

７．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 14 宛名のお子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労など）により、不定

期に利用している事業はありますか。ある場合はあてはまる番号すべてに○をつけ、1 年間

の利用日数（おおよそ）もご記入ください。 

 

「利用していない」が 96.5％と最も高く、次いで、「ファミリー・サポート・センター」

（1.7％）、「その他」（0.5％）の順になっています。年間の平均利用日数は、6.2 日となって

います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

1.7

0.0

0.0

0.5

96.5

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業(トワイライトステイ)

短期入所生活援助事業(ショートステイ)

その他

利用していない

無回答

全体(N=632)

■不定期な一時預かり等の利用年間日数（平均） 

平均日数
（日）

ファミリー・サポート・センター 2.4
夜間養護等事業(トワイライトステイ) -
短期入所生活援助事業(ショートステイ) -
その他 10.0
全体 6.2

その他の意見→「ぱいんキッズ」「放課後デイサービス」 
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問 14 で「5 利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 14-1 現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

 

「特に利用する必要がない」が 88.5％と最も高く、次いで、「事業の利用方法(手続き等)が

わからない」（11.1％）、「利用料がかかる・高い」「自分が事業の対象者になるのかどうかわか

らない」（9.2％）の順になっています。 

 

 
 

  

88.5

2.6

3.4

1.3

9.2

9.0

9.2

11.1

2.3

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

事業の質に不安がある

事業の利便性(立地や利用可能時間・日数など)がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法(手続き等)がわからない

その他

無回答

全体(n=610)

その他の意見→「知らなかった」「なんとなく不安」「ファミサポは、サポーターの自宅

など預けるのに抵抗がある」「急な予定に対応してくれない」等 
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47.4

56.1

24.6

12.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的

（イ）冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院など

（ウ）不定期の就労

（エ）その他

利用したい(n=57)

平均 7.1日

9.0 87.8 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

利用したい 利用する必要はない 無回答無回答

問 15 宛名のお子さんについて、保護者の用事（私用、通院、不定期の就労等）により、年間何

日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無についてあてはまる番

号・記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください。 

 

「利用する必要はない」が 87.8％、「利用したい」が 9.0％となっています。利用したいと

思う目的は、「（イ）冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院など」が

56.1％で最も高く、次いで、「（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的」（47.4％）、「（ウ）不定期の就労」（24.6％）の順になっています。また、

利用したい年間の平均日数は、全体で 7.1 日、「（ア）私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的」が 4.2 日、「（イ）冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟

姉妹を含む）や親の通院など」が 4.0 日、「（ウ）不定期の就労」が 4.8 日となっています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■不定期な一時預かりを利用したいと思う目的 

その他の意見→「持病の調子が悪い時」「送り迎え」 
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43.9

14.0

3.5

1.8

3.5

3.5

0.0

29.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

利用したい(n=57)

平均 7.1日

70.4

3.7

7.4

0.0

3.7

0.0

0.0

14.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ア）利用したい(n=27)

平均 4.2日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■不定期な一時預かりを利用したい年間日数 

＜全体＞ ＜（ア）私用、リフレッシュ目的＞

＜（イ）冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院など＞ 
＜（ウ）不定期の就労＞ 

65.6

3.1

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

25.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（イ）利用したい(n=32)

平均 4.0日

57.1

7.1

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

28.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～30日

31～40日

41日以上

無回答

（ウ）利用したい(n=14)

平均 4.8日
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問 15 で「1 利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 15-1 問 15 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思わ

れますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

「ファミリー・サポート・センター(地域住民が子どもを預かる事業)」が 66.7％と最も高く、

次いで、「その他」（14.0％）、「夜間養護等事業(トワイライトステイ)」「短期入所生活援助事

業(ショートステイ)」（12.3％）の順になっています。 

 

 
 
 
 

  

66.7

12.3

12.3

14.0

14.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ファミリー・サポート・センター(地域住民が子どもを預かる事業)

夜間養護等事業(トワイライトステイ)

短期入所生活援助事業(ショートステイ)

その他

無回答

全体(n=57)

その他の意見→「学童で延長あるいは臨時預かり」「市の施設で専門員がいる所希望」等
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83.3

3.3

0.0

11.7

5.0

6.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

（ア）(同居者を含む)親族・知人にみてもらった

（イ）短期入所生活援助事業(ショートステイ)を利用した

（ウ）短期入所生活援助事業以外の保育事業を利用した

（エ）仕方なく子どもを同行させた

（オ）仕方なく子どもだけで留守番をさせた

（カ）その他

あった(n=60)

平均

問 16 この 1 年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つから

なかった場合も含みます）。 

 

「なかった」が 88.6％と最も高く、次いで、「あった」（9.5％）の順になっています。泊り

がけで預けた状況は、「（ア）（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 83.3％で最も高

くなっています。また、預けた年間の平均泊数は、全体で 3.0 日となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

9.5 88.6 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

あった なかった 無回答無回答

■保護者の用事で子どもを家族以外に泊りがけで預けた状況（過去１年） 

■保護者の用事で子どもを家族以外に泊りがけで預けた年間泊数（平均） 

平均泊数
（日）

（ア）(同居者を含む)親族・知人にみてもらった 2.7
（イ）短期入所生活援助事業(ショートステイ)を利用した 3.5
（ウ）短期入所生活援助事業以外の保育事業を利用した -
（エ）仕方なく子どもを同行させた 4.3
（オ）仕方なく子どもだけで留守番をさせた 1.0
（カ）その他 3.0
全体 3.0

その他の意見→「仕方なくキャンセルした」等 
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８．放課後の過ごし方について 

問 17 宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ご

していますか（過ごさせたいと思いますか）。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ

希望する週当たり日数を数字でご記入ください。 

 

「自宅」が 61.6％と最も高く、次いで、「習い事(ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾な

ど)」（36.9％）、「放課後児童クラブ」（35.9％）の順になっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

61.6

10.0

36.9

0.8

2.5

35.9

0.2

4.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・セ

ンター

その他（公民館、公園な

ど）

全体(N=632)

全体(N=632)
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6.6

32.6

39.2

6.2

0.0

15.4

1.8

12.3

13.2

4.4

0.0

68.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

17時前

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

低学年（1～3年生）

高学年（4～6年生）

低学年（1～3年生） 平均 17：30

高学年（3～6年生） 平均 17：40(n=227)

放課後に過ごす場所の週当たりの利用日数の希望は、低学年（1～3 年生）では平均 3.1 日、

高学年（4～6 年生）では平均 2.9 日となっています。 

また、放課後児童クラブと回答した人に、利用終了の時間帯の意向を尋ねたところ、低学年

（1～3 年生）、高学年（4～6 年生）ともに「18 時台」（39.2％、13.2％）の回答が最も高

く、低学年（1～3 年生）で平均 17：30、高学年（4～6 年生）で平均 17：40 となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■利用終了の時間帯の意向（放課後児童クラブ） 

■放課後に過ごす場所の週当たり利用日数の希望（平均日数） 

低学年
1～3年生

高学年
4～6年生

祖父母宅や友人・知人宅 4.0 3.9

習い事 3.0 3.1

児童館 2.7 3.1

放課後子ども教室 3.7 2.0

放課後児童クラブ 3.4 3.8

ファミリー・サポート・センター 4.6 4.2

その他（公民館、公園など） 0.0 0.0

全体 3.0 2.9

3.1 2.9

平均日数（日）

全体
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問 17 で「6 放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

問 18 宛名のお子さんについて、土曜日、日曜日・祝日、夏休み・冬休みなどの長期の休

暇期間中に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。それぞれについて、あてはまる番

号 1 つに○をつけて、時間帯をご記入ください。 

 

土曜日は、「利用する必要はない」が 60.7％で最も高く、次いで、「高学年（4～6 年生）に

なっても利用したい」（19.2％）、「低学年（1～3 年生）の間は利用したい」（17.5％）の順

になっています。 

日曜・祝日は、「利用する必要はない」が 83.4％で最も高く、次いで、「高学年（4～6 年生）

になっても利用したい」（7.4％）、「低学年（1～3 年生）の間は利用したい」（5.7％）の順に

なっています。 

長期休暇中は、「高学年（4～6 年生）になっても利用したい」が 58.1％で最も高く、次い

で、「低学年（1～3 年生）の間は利用したい」（28.4％）、「利用する必要はない」（12.7％）

の順になっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

17.5

5.7

28.4

19.2

7.4

58.1

60.7

83.4

12.7

2.6

3.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜・祝日

長期休暇中

低学年（1～3年生）の間は利用したい

高学年（4～6年生）になっても利用したい

利用する必要はない

-
(n=229)

無回答
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利用したい時間帯について、利用開始は、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中いずれも「８

時台」（46.4％、46.7％、51.0％）が最も高くなっており、土曜日は平均 7：55、日曜日は

平均 7：50、長期休暇中は平均 7：50 となっています。 

また、利用終了は、土曜日、長期休暇中は「1８時台」（36.9％、47.5％）、日曜日・祝日

は「17 時台」「18 時台」（36.7％）が最も高くなっています。土曜日は平均 17：15、日曜

日・祝日は平均 17：20、長期休暇中は平均 17：35 となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

■土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中に利用したい時間帯 

＜利用開始＞ ＜利用終了＞ 

32.1

46.4

9.5

2.4

9.5

33.3

46.7

16.7

0.0

3.3

31.8

51.0

10.6

2.0

4.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

7時台以前

8時台

9時台

10時以降

無回答

土曜日( n=84)

日曜・祝日( n=30)

長期休暇中( n=198)

土曜日 平均7：55

日曜・祝日 平均7：50

長期休暇中 平均7：50

10.7

4.8

28.6

36.9

13.1

0.0

6.0

6.7

3.3

36.7

36.7

13.3

0.0

3.3

1.0

4.5

32.8

47.5

9.6

0.0

4.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

15時台以前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

無回答

土曜日( n=84)

日曜・祝日( n=30)

長期休暇中( n=198)

土曜日 平均17：15

日曜・祝日 平均17：20

長期休暇中 平均17：35
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９．育児休業やお住まいの地域、行政の要望等について 

問 19 お子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか。母

親、父親それぞれについて、あてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

 ❶ 母親 

「取得した(取得中である)」が 46.5％と最も高く、次いで、「働いていなかった」（38.6％）、

「取得していない」（13.8％）の順になっています。 

 
 

 

 

 

 ❷ 父親 

「取得していない」が 90.8％と最も高く、次いで、「取得した(取得中である)」（1.7％）、

「働いていなかった」（0.6％）の順になっています。 

 
 
 
 

  

38.6 46.5 13.8 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答

0.6 1.7

90.8 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

働いていなかった 取得した(取得中である) 取得していない 無回答無回答
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問 19 で母または父が育児休業を「2．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがいま

す。 

問 19-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号 1 つに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」が 96.3％と最も高く、次いで、「現在も育児休業中で

ある」（2.0％）、「育児休業中に離職した」（1.0％）の順になっています。 

 
 

 

 ❷ 父親 

「育児休業取得後、職場に復帰した」が 81.8％と最も高く、次いで、「現在も育児休業中で

ある」「育児休業中に離職した」（0.0％）の順になっています。 

 
 
 

  

96.3 2.0

1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=294)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答

81.8 0.00.0 18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=11)

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答無回答
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問 19-1 で「1 育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。 

問 19-2 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。

あてはまる番号 1 つに○をつけてください。また、お勤め先の育児休業制度の期間内で、何

歳何か月のときまで取りたかったですか。 

 ❶ 母親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、母親では「１歳 0-３ヶ月」が 43.1％と最

も高く、次いで、「１歳８-11 ヶ月」（6.4％）、「６ヶ月」「１歳４-７ヶ月」（5.7％）の順にな

っています。また、希望については「１歳 0-３ヶ月」が 27.9％と最も高く、次いで、「３歳

以上」（14.5％）、「２歳 0-５ヶ月」（13.1％）の順になっています。 

 

 ❷ 父親 

実際に職場復帰した時の子どもの年齢について、父親では「１ヶ月」が 22.2％と最も高く、

次いで、「２ヶ月」（11.1％）の順になっています。また、希望については「６ヶ月」「１歳 0-

３ヶ月」「３歳以上」が 11.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■職場復帰した時の子どもの年齢 

＜母親＞ ＜父親＞ 

0.7

0.7

0.0

2.1

1.4

1.8

5.7

3.2

2.8

2.8

5.3

5.3

43.1

5.7

6.4

1.4

0.7

1.1

9.9

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.4

2.5

0.0

0.4

0.7

0.0

1.1

27.9

10.2

6.0

12.7

3.9

14.5

19.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 1歳8.9ヶ月

実際：平均 1歳0.7ヶ月

(n=283)

0.0

22.2

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

66.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1ヶ月未満

1ヶ月

2ヶ月

3ヶ月

4ヶ月

5ヶ月

6ヶ月

7ヶ月

8ヶ月

9ヶ月

10ヶ月

11ヶ月

1歳0-3ヶ月

1歳4-7ヶ月

1歳8-11ヶ月

2歳0-5ヶ月

2歳6-11ヶ月

3歳以上

無回答

実際 希望

希望：平均 1歳6.3ヶ月

実際：平均 0歳1.3ヶ月

(n=9)
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50.9

22.2

2.8

0.0

24.4

0.0

21.9

77.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=283)

父親(n=9)

希望より早く復帰した 希望より遅く復帰した

実際と希望する復帰時期が同じだった 無回答無回答

職場に復帰した時期について、母親は「希望より早く復帰した」が 50.9％と最も高く、次

いで、「実際と希望する復帰時期が同じだった」（24.4％）、「希望より遅く復帰した」（2.8％）

の順になっています。父親は「希望より早く復帰した」が 22.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

問 19-2 で、育児休業取得後、希望より早く復帰した方にうかがいます。 

問 19-3 希望より早く復帰した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 ❶ 母親 

「経済的な理由で早く復帰する必要があった」が 29.9％と最も高く、次いで、「人事異動や

業務の節目の時期に合わせるため」（24.3％）、「希望する保育所に入るため」（21.5％）の順

になっています。 

 

 

  

■職場復帰した時期 

21.5

6.3

29.9

24.3

17.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

全体(n=144)

その他の意見→「育休が一年しかなかったので」「早く働きたかったから」「職場の人手

不足のため」等 
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0.0

0.0

50.0

0.0

50.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

全体(n=2)

 ❷ 父親 

「経済的な理由で早く復帰する必要があった」「その他」が 50.0％と最も高なっています。 

 
  

その他の意見→「もう少し取得したかったが、仕事上長くとることに気が引けてしま

う」等 



２ 教育・保育ニーズ調査 
（⼩学⽣児童の保護者） 

102 

10. お子さんの日常生活について 

問 20 お子さんは朝、何時頃に起きますか。（1 つだけ○） 

 

「6 時半頃」が 71.0％と最も高く、次いで、「6 時以前」（16.0％）、「7 時頃」（12.0％）

の順になっています。 

 
 
 
問 21 お子さんは夜、何時頃に寝ますか。（1 つだけ○） 

 

「21～22 時まで」が 63.8％と最も高く、次いで、「22～23 時まで」（18.2％）、「21 時

まで」（14.7％）の順になっています。 

 
 
 
問 22 お子さんは朝食を食べますか。（1 つだけ○） 

 

「毎日食べる」が 86.9％と最も高く、次いで、「時々食べない日がある」（10.1％）、「ほと

んど食べない」（2.2％）の順になっています。 

 
  

16.0 71.0 12.0

0.3 0.2 0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

6時以前 6時半頃 7時頃 7時半頃 7時半以降 決まっていない 無回答無回答

14.7 63.8 18.2 2.4

0.0 0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

21時まで 21～22時まで 22～23時まで 23～24時まで 無回答

86.9 10.1 2.2

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

毎日食べる 時々食べない日がある ほとんど食べない まったく食べない 無回答無回答
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問 23 お子さんは、平日、携帯電話、タブレットなどの端末を 1 日にだいたいどれくらい利用し

ていますか。（1 つだけ○） 

 

「1 時間以上 3 時間未満」が 49.2％と最も高く、次いで、「1 時間未満」（22.5％）、「持た

せていない」（13.4％）の順になっています。 

 

 
 
 

11. お子さんの遊びや地域活動について 

問 24 近所にお子さんの遊び相手がいますか。（1 つだけ○） 

 

「いる」が 65.7％、「いない」が 33.9％となっています。 

 
 
 
問 25 近くに安心して遊べる場所がありますか。（1 つだけ○） 

 

「ある」が 55.4％、「ない」が 43.8％となっています。 

 

13.4 5.9 22.5 49.2 8.1

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

持たせていない ほとんど利用しない 1時間未満 1時間以上3時間未満

3時間以上5時間未満 5時間以上 無回答無回答

65.7 33.9 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

いる いない 無回答無回答

55.4 43.8 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

ある ない 無回答無回答
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問 26 どのような遊び場を望みますか。（○は 3 つまで） 

 

「家の近くにある」が 64.1％と最も高く、次いで、「遊び場やその周辺の環境が良く、安心

して遊べる」（36.7％）、「雨の日でも遊べる」（36.4％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

64.1

36.4

35.1

30.1

9.7

27.5

29.9

9.3

36.7

25.0

15.5

1.1

1.4

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家の近くにある

雨の日でも遊べる

思い切り遊ぶために十分な広さがある

ボール遊びができる

いつもにぎわっていて楽しい感じがする

衛生的である

遊具などの種類が充実していて、整備がきちんとされている

緑などの自然が多い

遊び場やその周辺の環境が良く、安心して遊べる

遊び場周辺の道路が安全である

遊び場に子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいる

その他

特に望むことはない

無回答

全体(N=632)
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12．子育て全般について 

問 27 あなたは、子育てに喜びを感じていますか。（1 つだけ○） 

 

「十分感じている」が 54.4％と最も高く、次いで、「まあまあ感じている」（41.8％）、「あ

まり感じていない」（2.5％）の順になっています。 

 

 
 
 
問 28 子育てに不安や負担を感じることがありますか。（1 つだけ○） 

 

「多少は不安や負担を感じる」が 56.5％と最も高く、次いで、「あまり不安や負担などは感

じない」（21.0％）、「不安や負担を感じる」（10.1％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

54.4 41.8 2.5

0.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

十分感じている まあまあ感じている あまり感じていない 全く感じていない 無回答無回答

10.1 56.5 21.0 8.2 3.3 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

不安や負担を感じる 多少は不安や負担を感じる

あまり不安や負担などは感じない 不安や負担などは感じない

なんともいえない 無回答無回答
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問 29 家庭で配偶者（事実婚を含む）はどの程度子育てをしていますか。（1 つだけ○） 

 

「十分にやっている」が 41.8％と最も高く、次いで、「十分とはいえないが、やっている」

（38.9％）、「少し不足している」（6.8％）の順になっています。 

 

 
 
 
問 30 子育てに関する情報をどこから入手されていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

「隣近所の人、知人・友人」が 67.6％と最も高く、次いで、「親族(親、きょうだいなど)」

（59.5％）、「学校」（47.5％）の順になっています。 

 

 
  

41.8 38.9 6.8

1.9

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

十分にやっている 十分とはいえないが、やっている

少し不足している かなり不足している

無回答無回答

59.5

67.6

0.9

47.5

10.8

20.4

22.2

8.7

25.3

2.7

0.9

1.3

1.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親族(親、きょうだいなど)

隣近所の人、知人・友人

子育てサークルの仲間

学校

市役所や市の機関

市の広報やパンフレット

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌・育児書

ソーシャルネットワーク

その他

情報の入手先がない

情報の入手手段がわからない

無回答

全体(N=632)

その他の意見→「講演会」「習い事」「職場」「地域のイベント、情報誌」等 
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問 31 子育てに関して、どのような悩みがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

「子どもの教育に関すること」が 28.5％と最も高く、次いで、「子どもの発達、気になる情

緒や行動に関すること」（27.8％）、「子育てにお金がかかりすぎること」（23.9％）の順にな

っています。 

 

 
 
 

  

13.8

27.8

4.7

18.0

3.8

8.7

21.0

3.0

11.6

28.5

23.1

4.1

4.7

5.5

3.8

3.0

17.4

2.2

1.3

23.9

2.7

18.2

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもの病気に関すること

子どもの発達、気になる情緒や行動に関すること

子どもの障がいに関すること

子どもの食事や睡眠の取り方などの生活習慣に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分に取れないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあい(いじめなどを含む)に関すること

不登校の問題について

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと

子育てに関して配偶者・パートナーと意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの

見る目が気になること

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てのストレスがたまり、子どもに手を上げたり世話をし

なかったりしてしまうこと

子育て支援サービスの内容や利用・申込方法がよくわからな

いこと

子育てにお金がかかりすぎること

その他

特にない

無回答

全体(N=632)

その他の意見→「クラブ活動の送迎」「自分が病気にかかった場合を考えると不安になる

ことがあります」「教育のレベルが低く、自宅から通える大学がない」等
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問 32 子どもを健やかに生み育てるために、嬉野市にどのようなことを期待しますか。（あてはま

るものすべてに○） 

「保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのための経済的支援をする」が

61.1％と最も高く、次いで、「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める」

（40.7％）、「地域で子どもたちが遊んだり、スポーツしたりする場や機会を増やす」（39.2％）

の順になっています。 

 
 

  

11.7

7.0

61.1

23.1

10.9

3.0

13.4

14.6

7.4

32.3

39.2

24.2

8.9

30.1

10.4

40.7

4.7

5.5

2.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てに関する相談や保護者同士が交流できる場を増やす

子育ての意義・大切さなどを啓発する

保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのた

めの経済的支援をする

母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備する

虐待防止など、子どもの人権を守る取り組みを進める

保育所･幼稚園を増やす

延長保育などいろいろなニーズに合った保育サービスを充

実する

ひとり親家庭などそれぞれの家庭のあり方に応じた子育て

支援を充実する

子育てボランティアなど地域で子育てを支える活動を活発

にする

放課後児童クラブのほかにも、子どもの放課後の居場所を

増やす

地域で子どもたちが遊んだり、スポーツしたりする場や機

会を増やす

子どもの「生きる力」を育むための教育を充実する

非行防止などの青少年健全育成対策を充実する

仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、企業へ

啓発する

道路や施設などのバリアフリー化を進める

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める

その他

特にない

無回答

全体(N=632)

その他の意見→「1 人親家庭だけでなく平等な支援をしてほしい」「ワクチンの無償化、

土日でもワクチン接種できる医療体制の整備」「子育てに関する一覧表が

あればいいと思います」等 
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問 33 嬉野市における子育ての環境や支援の満足度はどのくらいですか。あてはまる番号 1 つに

○をつけてください。 

「3」が 47.5％と最も高く、次いで、「2」（23.1％）、「4」（18.5％）の順になっています。 

 
7.9 23.1 47.5 18.5 1.6 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=632)

1満足度が低い 2 3 4 5満足度が高い 無回答無回答



２ 教育・保育ニーズ調査 
（⼩学⽣児童の保護者） 

110 
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３ 子どもの貧困対策計画調査 

（小学生・中学生保護者） 

  



３ ⼦どもの貧困対策計画調査 
（⼩学⽣・中学⽣保護者） 

112 

１．ご本人とご家族の状況について 

問 1 お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお答えく

ださい。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「母親」が 85.1％と最も高く、次いで、「父親」（14.6％）、「祖父母」（0.3％）

の順になっています。 

 
 
問 2 あなたがお住まいの校区を教えてください。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「嬉野小学校区」が 32.5％と最も高く、次いで、「五町田小学校区」（15.3％）、

「久間小学校区」（14.6％）の順になっています。 

 
  

85.1

96.0

82.3

14.6

4.0

17.3

0.3

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

母親 父親 祖父母 その他 無回答無回答

15.3

8.0

16.9

14.6

8.0

16.5

12.3

18.0

10.8

32.5

32.0

32.5

7.1

8.0

7.2

1.6

4.0

1.2

6.5

8.0

6.0

9.7

14.0

8.4

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

五町田小学校区 久間小学校区 塩田小学校区 嬉野小学校区 轟小学校区

大野原小学校区 吉田小学校区 大草野小学校区 無回答無回答
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問 3 お子さんと同居しているご家族（単身赴任中の方除く。）の人数を教えてください。 

全体では、「5 人」が 25.6％と最も高く、次いで、「4 人」（24.4％）、「6 人」（16.2％）の

順になっています。 

 
 
問 4 お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。（母親・父親それぞれについて数字で

回答、いない場合やわからない場合は「ー」と記入） 

 ■ 母親  

「40 歳代」が 62.0％と最も高く、次いで、「30 歳代」（20.1％）、「50 歳代」（14.6％）

の順になっています。 

 

  

2.9

6.0

2.4

10.4

22.0

7.2

24.4

14.0

27.3

25.6

22.0

26.9

16.2

16.0

16.1

14.9

12.0

15.3

3.2

6.0

2.8

1.3

0.0

1.2

1.0

2.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人以上 無回答無回答

0.3

0.0

0.4

20.1

34.0

18.1

62.0

56.0

62.7

14.6

8.0

15.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

2.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60代以上 わからない 無回答無回答
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 ■ 父親  

「40 歳代」が 58.4％と最も高く、次いで、「50 歳代」（18.2％）、「30 歳代」（13.0％）

の順になっています。 

 
 
問 5 お子さんのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。（1～3 については、

あてはまるものすべてに○） 

全体では、「単身赴任中の者はいない」が 92.5％と最も高く、次いで、「お子さんの父親が

単身赴任中」（4.2％）、「その他」（1.3％）の順になっています。 

 

 
 

  

0.0

0.0

0.0

13.0

16.0

12.4

58.4

34.0

63.9

18.2

12.0

19.3

1.3

0.0

1.6

0.0

0.0

0.0

9.1

38.0

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60代以上 わからない 無回答無回答

0.0

4.2

1.3

92.5

1.9

0.0

2.0

2.0

94.0

2.0

0.0

4.8

1.2

92.0

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

お子さんの母親が単身赴任中

お子さんの父親が単身赴任中

その他

単身赴任中の者はいない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 6 お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（あてはまるも

の 1 つに○） 

全体では、「結婚している(再婚や事実婚を含む。)」が 87.7％と最も高く、次いで、「離婚」

（7.1％）、「死別」（2.3％）の順になっています。 

 
 
問 7 ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。（あてはまるもの 1 つに

○） 

全体では、「日本語のみを使用している」が 94.8％と最も高く、次いで、「日本語以外の言

語も使用しているが、日本語の方が多い」（4.2％）となっています。 

 
  

87.7

58.0

94.0

7.1

26.0

3.2

2.3

6.0

1.2

1.6

8.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.4

1.0

2.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

結婚している(再婚や事実婚を含む。) 離婚

死別 未婚

わからない いない

無回答無回答

94.8

92.0

95.2

4.2

6.0

4.0

0.0

0.0

0.0

1.0

2.0

0.8

80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

日本語のみを使用している

日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い

日本語以外の言語を使うことが多い

無回答無回答
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問 8 お子さんの保護者の方の最終学歴（卒業した学校）をお答えください。（a,b,c それぞれにつ

いて、あてはまるものひとつに○） 

a) 母親 

全体では、「高等学校」が 40.6％と最も高く、次いで、「短期大学・高等専門学校・専門学

校」（38.0％）、「大学・大学院またはそれ以上」（15.3％）の順になっています。 

 

 
 
b) 父親 

全体では、「高等学校」が 44.2％と最も高く、次いで、「大学・大学院またはそれ以上」

（24.7％）、「短期大学・高等専門学校・専門学校」（14.6％）の順になっています。 

 

 
  

2.3

10.0

0.8

40.6

44.0

39.8

38.0

32.0

39.0

15.3

10.0

16.5

1.0

2.0

0.8

2.9

2.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

中学校 高等学校

短期大学・高等専門学校・専門学校 大学・大学院またはそれ以上

いない、わからない 無回答無回答

7.1

10.0

6.0

44.2

34.0

47.0

14.6

4.0

16.1

24.7

16.0

27.3

1.3

8.0

0.0

8.1

28.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

中学校 高等学校

短期大学・高等専門学校・専門学校 大学・大学院またはそれ以上

いない、わからない 無回答無回答
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c) 母親・父親にかわる保護者 

全体では、「いない、わからない」が 11.0％と最も高く、次いで、「高等学校」（4.2％）、

「短期大学・高等専門学校・専門学校」（1.0％）の順になっています。 

 

 
 
問 9 お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。（a,b,c それぞれに

ついて、あてはまるもの 1 つに○） 

a) 母親 

全体では、「正社員・正規職員・会社役員」が 38.3％と最も高く、次いで、「パート・アル

バイト・日雇い・非常勤職員」（36.7％）、「自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランス

を含む。)」（7.8％）の順になっています。 

 

 
  

0.6

0.0

0.8

4.2

0.0

5.2

1.0

0.0

1.2

0.6

2.0

0.4

11.0

14.0

10.0

82.5

84.0

82.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

中学校 高等学校

短期大学・高等専門学校・専門学校 大学・大学院またはそれ以上

いない、わからない 無回答無回答

38.3

30.0

40.6

6.2

10.0

4.8

36.7

42.0

35.7

7.8

6.0

8.0

6.5

8.0

6.4

0.0

0.0

0.0

1.3

2.0

1.2

3.2

2.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、．フリーランスを含む。)

働いていない(専業主婦／主夫を含む。)

わからない

いない

無回答無回答
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0.6

0.0

0.8

0.6

0.0

0.8

1.9

4.0

1.6

2.6

0.0

3.2

1.9

0.0

2.4

0.3

0.0

0.4

9.1

14.0

7.6

82.8

82.0

83.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、．フリーランスを含む。)

働いていない(専業主婦／主夫を含む。)

わからない

いない

無回答無回答

b) 父親 

全体では、「正社員・正規職員・会社役員」が 75.0％と最も高く、次いで、「自営業(家族従

業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)」（13.3％）、「いない」（2.3％）の順になって

います。 

 

 
 
c) 母親・父親にかわる保護者 

全体では、「いない」が 9.1％と最も高く、次いで、「自営業(家族従業者、内職、自由業、フ

リーランスを含む。)」（2.6％）、「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」「働いていない

(専業主婦／主夫を含む。)」（1.9％）の順になっています。 

  

75.0

36.0

83.9

1.0

0.0

1.2

0.3

0.0

0.4

13.3

22.0

10.8

0.3

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

12.0

0.4

7.8

28.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、．フリーランスを含む。)

働いていない(専業主婦／主夫を含む。)

わからない

いない

無回答無回答
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問 10 前の質問で「5 働いていない」と答えた場合、働いていない最も主な理由を教えてくださ

い。(a,b,c それぞれについて、あてはまるもの 1 つに○) 

a) 母親 

全体では、「子育てを優先したいため」が 45.0％と最も高く、次いで、「働きたいが、希望

する条件の仕事がないため」（20.0％）、「その他の理由」（15.0％）の順になっています。 

 
 
b) 父親 

回答いただいた方では「働きたいが、希望する条件の仕事がないため」となっています。 

 
 

  

20.0

25.0

18.8

45.0

25.0

50.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

12.5

10.0

25.0

6.3

15.0

25.0

12.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=20)

相対的貧困世帯(n=4)

標準世帯(n=16)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため 自分の病気や障害のため

通学しているため その他の理由

無回答無回答

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1)

相対的貧困世帯(n=1)

標準世帯(n=0)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため 自分の病気や障害のため

通学しているため その他の理由

無回答無回答
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c) 母親・父親にかわる保護者 

全体では、「その他の理由」が 83.3％と最も高く、次いで、「自分の病気や障害のため」

（16.7％）となっています。 

 
 
 

２．お子さんについて 

問 11 お子さんが 0～2 歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も期間が長いものをお答えくだ

さい。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「認可保育所・認定こども園」が 61.7％と最も高く、次いで、「親・親族が面倒

を見ていた」（30.8％）、「その他の教育・保育等の施設」（6.8％）の順になっています。 

 

 
 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

83.3

0.0

83.3

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=6)

相対的貧困世帯(n=0)

標準世帯(n=6)

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 子育てを優先したいため

家族の介護・介助のため 自分の病気や障害のため

通学しているため その他の理由

無回答無回答

61.7

72.0

59.8

6.8

4.0

7.2

0.0

0.0

0.0

30.8

24.0

32.1

0.6

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設 親族以外の個人

親・親族が面倒を見ていた 無回答無回答
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問 12 お子さんが 3～5 歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も期間が長いものをお答えくだ

さい。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「幼稚園・認可保育所・認定こども園」が 95.8％と最も高く、次いで、「その他

の教育・保育等の施設」（3.2％）、「親・親族が面倒を見ていた」（0.6％）の順になっています。 

 

 
 
問 13 お子さんと一緒に過ごす時間がとれていますか。（回答者があてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「十分にとれている」が 53.6％と最も高く、次いで、「十分でないが、とれてい

る」（40.9％）、「あまりとれていない」（4.9％）の順になっています。 

 

 
 

  

95.8

96.0

95.6

3.2

4.0

3.2

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.8

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

幼稚園・認可保育所・認定こども園 その他の教育・保育等の施設

親族以外の個人 親・親族が面倒を見ていた

無回答無回答

53.6

56.0

53.4

40.9

36.0

41.4

4.9

8.0

4.4

0.6

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

十分にとれている 十分でないが、とれている あまりとれていない 無回答無回答
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問 14 前の質問で「3．あまりとれていない」と答えた方は、その理由は何ですか。(あてはまる

もの 1 つに○) 

全体では、「仕事で忙しい」が 73.3％と最も高く、次いで、「子どもの習い事や部活動など

で忙しい」（13.3％）、「家事などで忙しい」「子どもが親を避けがちになった」（6.7％）の順

になっています。 

 

 
 
問 15 あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。

（a~ｄそれぞれについて、あてはまるもの 1 つに○） 

a) テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている 

全体では、「どちらかといえば、あてはまる」が 41.6％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（24.4％）、「どちらかといえば、あてはまらない」（24.0％）の順になっています。 

 

 
  

73.3

50.0

81.8

6.7

25.0

0.0

13.3

25.0

9.1

6.7

0.0

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=15)

相対的貧困世帯(n=4)

標準世帯(n=11)

仕事で忙しい 家事などで忙しい

子どもの習い事や部活動などで忙しい 子どもが親を避けがちになった

時間を作ろうとしていない その他

無回答無回答

24.4

28.0

23.7

41.6

34.0

43.0

24.0

28.0

23.3

9.7

10.0

9.6

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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b) お子さんに本や新聞を読むように勧めている 

全体では、「どちらかといえば、あてはまる」が 38.6％と最も高く、次いで、「どちらかと

いえば、あてはまらない」（34.7％）、「あてはまらない」（14.3％）の順になっています。 

 
c) お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 

全体では、「どちらかといえば、あてはまる」が 37.3％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（32.5％）、「どちらかといえば、あてはまらない」（20.8％）の順になっています。 

 
d) お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 

全体では、「あてはまる」が 41.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、あてはまる」

（36.7％）、「どちらかといえば、あてはまらない」（15.9％）の順になっています。 

 
  

11.7

12.0

12.0

38.6

34.0

39.4

34.7

32.0

35.7

14.3

22.0

12.0

0.6

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答

32.5

30.0

33.7

37.3

36.0

38.2

20.8

20.0

20.5

8.8

14.0

6.8

0.6

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答

41.9

38.0

42.6

36.7

42.0

36.1

15.9

12.0

16.5

5.2

8.0

4.4

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

どちらかといえば、あてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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問 16 あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（a、ｂそれぞれについて、あてはま

るもの 1 つに○） 

a) 授業参観や運動会などの学校行事への参加 

全体では、「よく参加している」が 72.7％と最も高く、次いで、「ときどき参加している」

（22.7％）、「あまり参加していない」（3.2％）の順になっています。 

 

 
 
b) ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加 

全体では、「よく参加している」が 48.4％と最も高く、次いで、「ときどき参加している」

（38.6％）、「あまり参加していない」（9.4％）の順になっています。 

 

 
  

72.7

56.0

76.3

22.7

34.0

20.1

3.2

4.0

3.2

1.0

6.0

0.0

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答無回答

48.4

44.0

49.8

38.6

32.0

39.0

9.4

12.0

9.2

2.9

10.0

1.6

0.6

2.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない

まったく参加していない 無回答無回答
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問 17 あなたのご家庭では、お子さんに次のことをされていますか。（あてはまるものすべてに

○） 

全体では、「子どもの成長に合わせ洋服・靴を買う」が 97.7％と最も高く、次いで、「お誕

生日のお祝い」（97.4％）、「毎日、一度は親や家族と食事をする」「クリスマスプレゼントやお

年玉」（93.2％）の順になっています。 

 

 

  

93.2

97.7

97.4

93.2

24.0

91.6

70.5

39.9

38.3

71.4

0.3

88.0

98.0

98.0

90.0

32.0

80.0

56.0

28.0

32.0

64.0

0.0

94.4

98.0

98.0

94.4

22.5

94.4

73.5

43.0

40.6

73.9

0.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日、一度は親や家族と食事をする

子どもの成長に合わせ洋服・靴を買う

お誕生日のお祝い

クリスマスプレゼントやお年玉

毎月、おこづかいを渡す

子どもの学校行事への親の参加

習い事(塾、水泳等)に通わせる

年1回以上、外泊を伴う旅行に行く

海水浴、キャンプ等の自然体験活動

部活動や社会体育等の課外活動

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 18 お子さんは、定期的に歯科医を受診していますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「かかりつけ医に、定期的に受診している。」が 51.9％と最も高く、次いで、「か

かりつけ医に、治療を要するときに受診している。」（36.0％）、「かかりつけ医はないが、治療

を要するときに受診している。」（7.1％）の順になっています。 

 

 
 
問 19 あなたのご家庭内には、お子さんが調べものをしたり、学習に使ったりすることのできる

インターネット環境はありますか。 

全体では、「はい」が 97.1％と最も高く、次いで、「いいえ」（2.6％）の順になっています。 

 

 

  

51.9

52.0

53.0

36.0

40.0

34.9

0.6

0.0

0.8

7.1

6.0

7.2

3.9

2.0

3.6

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

かかりつけ医に、定期的に受診している。

かかりつけ医に、治療を要するときに受診している。

かかりつけ医はないが、定期的に受診している。

かかりつけ医はないが、治療を要するときに受診している。

ほとんど受診していない。

無回答無回答

97.1

92.0

98.0

2.6

8.0

1.6

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

はい いいえ 無回答無回答
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問 20 あなたのご家庭内には、お子さんが調べものをしたり、学習に使ったりすることのできる

端末はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「保護者、家族のスマートフォン」が 75.0％と最も高く、次いで、「保護者、家

族のパソコン」（40.9％）、「お子さんのスマートフォン」（34.1％）の順になっています。 

 

 
  

34.1

23.4

4.5

75.0

29.2

40.9

0.3

0.3

34.0

32.0

0.0

74.0

24.0

32.0

0.0

0.0

34.5

22.1

5.6

74.7

31.3

43.4

0.4

0.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

お子さんのスマートフォン

お子さんのタブレット

お子さんのパソコン

保護者、家族のスマートフォン

保護者、家族のタブレット

保護者、家族のパソコン

特にない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 21 お子さんは将来、現実的に見てどの段階まで進学すると思いますか。（あてはまるものひと

つに○） 

全体では、「高等学校」が 27.9％と最も高く、次いで、「大学・大学院またはそれ以上」

（26.6％）、「まだわからない」（23.4％）の順になっています。 

 

 
 
問 22 問 21 で 1～4 と答えた場合、その理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「お子さんがそう希望しているから」が 50.2％と最も高く、次いで、「お子さん

の学力から考えて」（32.2％）、「一般的な進路だと思うから」（29.2％）の順になっています。 

 

 

0.0

0.0

0.0

27.9

42.0

24.5

21.1

18.0

21.7

26.6

14.0

30.1

23.4

26.0

22.5

1.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

中学校 高等学校

短期大学・高等専門学校・専門学校 大学・大学院またはそれ以上

まだわからない 無回答無回答

50.2

29.2

32.2

15.5

0.4

6.0

0.4

45.9

32.4

32.4

27.0

0.0

2.7

2.7

52.1

29.5

31.6

12.1

0.5

6.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

お子さんがそう希望しているから

一般的な進路だと思うから

お子さんの学力から考えて

家庭の経済的な状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

全体(n=233) 相対的貧困世帯(n=37) 標準世帯(n=190)
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問 23 問 22 で「4 家庭の経済的な状況から考えて」を選ばれた方におたずねします。 

全体では、「短期大学・高等専門学校・専門学校」が 55.6％と最も高く、次いで、「大学・

大学院またはそれ以上」（52.8％）、「高等学校」（19.4％）の順になっています。 

 

  

19.4

55.6

52.8

13.9

0.0

30.0

70.0

40.0

30.0

0.0

8.7

47.8

65.2

8.7

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

高等学校

短期大学・高等専門学校・専門学校

大学・大学院またはそれ以上

まだわからない

無回答

全体(n=36) 相対的貧困世帯(n=10) 標準世帯(n=23)
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95.8

92.0

97.2

1.9

6.0

1.2

1.6

0.0

1.6

0.6

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

1いる 2いない 3そのことでは人に頼らない 無回答無回答

93.6

72.9

8.1

39.7

1.4

4.1

0.7

1.4

0.0

87.0

69.6

6.5

43.5

2.2

4.3

2.2

0.0

0.0

95.5

74.0

8.7

38.0

1.2

4.1

0.4

1.7

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1家族・親族

2友人・知人

3近所の人

4職場の人

5民生委員・児童委員

6相談・支援機関や

7福祉の人

8その他

無回答

全体(n=295) 相対的貧困世帯(n=46) 標準世帯(n=242)

３．経済的な状況 

問 24 あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。また、「1 いる」場合、それはだれです

か。 

a 子育てに関する相談 

全体では、「1 いる」が 95.8％と最も高く、次いで、「2 いない」（1.9％）、「3 そのことで

は人に頼らない」（1.6％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
b 「①いる」場合は、誰ですか。 

全体では、「1 家族・親族」が 93.6％と最も高く、次いで、「2 友人・知人」（72.9％）、「4

職場の人」（39.7％）の順になっています。 
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a 重要な事柄の相談 

全体では、「1 いる」が 93.8％と最も高く、次いで、「2 いない」（2.9％）、「3 そのことで

は人に頼らない」（2.6％）の順になっています。 

 

 
 
b 「①いる」場合は、誰ですか。 

全体では、「1 家族・親族」が 97.2％と最も高く、次いで、「2 友人・知人」（43.6％）、「4

職場の人」（17.3％）の順になっています。 

 

 
  

93.8

90.0

95.6

2.9

8.0

1.6

2.6

0.0

2.8

0.6

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

1いる 2いない 3そのことでは人に頼らない 無回答無回答

97.2

43.6

1.4

17.3

0.7

2.4

1.0

1.0

0.0

93.3

42.2

0.0

15.6

2.2

2.2

2.2

2.2

0.0

97.9

44.5

1.7

17.6

0.4

2.5

0.8

0.8

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1家族・親族

2友人・知人

3近所の人

4職場の人

5民生委員・児童委員

6相談・支援機関や

7福祉の人

8その他

無回答

全体(n=289) 相対的貧困世帯(n=45) 標準世帯(n=238)
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99.0

1.0

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0

1.5

0.0

96.2

3.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

99.4

0.6

0.0

0.0

0.0

2.9

0.0

1.1

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1家族・親族

2友人・知人

3近所の人

4職場の人

5民生委員・児童委員

6相談・支援機関や

7福祉の人

8その他

無回答

全体(n=205) 相対的貧困世帯(n=26) 標準世帯(n=175)

a いざという時のお金の援助 

全体では、「1 いる」が 66.6％と最も高く、次いで、「3 そのことでは人に頼らない」

（19.2％）、「2 いない」（13.0％）の順になっています。 

 

 
 
b 「①いる」場合は、誰ですか。 

全体では、「1 家族・親族」が 99.0％と最も高く、次いで、「6 相談・支援機関や」（2.4％）、

「8 その他」（1.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

  

66.6

52.0

70.3

13.0

26.0

10.0

19.2

16.0

19.7

1.3

6.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

1いる 2いない 3そのことでは人に頼らない 無回答無回答
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問 25 お子さんの保護者が急な仕事や病気などでお子さんの面倒をみられないとき、保護者に 

全体では、「親族」が 86.7％と最も高く、次いで、「面倒をみてくれる人はいない」（9.1％）、

「友人・知人」（3.9％）の順になっています。 

 
問 26 あなたは、現在の暮らしの経済的な状況をどのように感じていますか。（あてはまるもの 1

つに○） 

全体では、「ふつう」が 62.7％と最も高く、次いで、「苦しい」（19.5％）、「ゆとりがある」

「大変苦しい」（8.1％）の順になっています。 

 

 
 

  

86.7

3.9

1.0

0.0

1.3

9.1

3.2

0.6

80.0

6.0

2.0

0.0

4.0

12.0

2.0

2.0

88.8

3.6

0.8

0.0

0.8

8.0

3.6

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親族

友人・知人

近所の人

職場の人

その他

面倒をみてくれる人はいない

面倒をみてもらう必要がない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)

1.0

2.0

0.8

8.1

0.0

10.0

62.7

44.0

67.1

19.5

30.0

17.3

8.1

22.0

4.8

0.6

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答無回答
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問 27 世帯全体のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「500~600 万円未満」が 14.3％と最も高く、次いで、「600~700 万円未満」

（11.4％）、「700~800 万円未満」「1000 万円以上」（9.7％）の順になっています。 

 

 
 
 
問 28 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料（酒類等の

嗜好品を除く）や衣類が買えないことがありましたか。 

問 28-1 食料 

全体では、「まったくなかった」が 81.5％と最も高く、次いで、「まれにあった」（8.8％）、

「ときどきあった」（5.5％）の順になっています。 

 

 
  

0.3

2.0

0.0

1.0

6.0

0.0

2.9

18.0

0.0

1.9

12.0

0.0

4.2

26.0

0.0

4.5

18.0

2.0

4.5

12.0

3.2

4.9

4.0

5.2

5.5

2.0

6.4

9.4

0.0

11.6

14.3

0.0

17.7

11.4

0.0

14.1

9.7

0.0

12.0

7.8

0.0

9.6

4.9

0.0

6.0

9.7

0.0

12.0

2.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

50万円未満 50~100万円未満 100~150万円未満 150~200万円未満

200~250万円未満 250~300万円未満 300~350万円未満 350~400万円未満

400~450万円未満 450~500万円未満 500~600万円未満 600~700万円未満

700~800万円未満 800~900万円未満 900~1000万円未満 1000万円以上

無回答無回答

3.6

12.0

1.6

5.5

12.0

4.4

8.8

10.0

8.4

81.5

66.0

85.5

0.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答無回答
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問 28-2 衣類 

全体では、「まったくなかった」が 73.7％と最も高く、次いで、「まれにあった」（13.0％）、

「ときどきあった」（8.4％）の順になっています。 

 

 
 
問 29 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになっ

たことがありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「電気料金」が 3.9％と最も高く、次いで、「水道料金」（3.6％）、「ガス料金」

（2.9％）の順になっています。 

 

 
  

3.9

14.0

1.6

8.4

16.0

7.2

13.0

20.0

11.6

73.7

50.0

79.1

1.0

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答無回答

3.9

2.9

3.6

2.6

2.6

91.9

10.0

6.0

10.0

12.0

4.0

78.0

2.4

2.0

2.0

0.8

2.4

94.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

電気料金

ガス料金

水道料金

インターネット、携帯通信料

お子さんの給食費

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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４．健康状態について 

問 30 お子さんの現在の健康状態は次のどれですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「よい」が 68.5％と最も高く、次いで、「普通」（20.1％）、「どちらかといえば

よい」（6.2％）の順になっています。 

 

 
 
問 30 で「4」「5」と答えた方にうかがいます。 

問 30-1 お子さんを連れて医療機関を受診しましたか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「受診した」が 73.3％と最も高く、次いで、「受診を予定していない」（13.3％）、

「受診を予定している」（6.7％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

68.5

54.0

71.9

6.2

6.0

5.6

20.1

30.0

18.1

3.9

8.0

3.2

1.0

2.0

0.8

0.3

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

よい どちらかといえばよい 普通 どちらかといえば悪い 悪い 無回答無回答

73.3

100.0

60.0

6.7

0.0

10.0

13.3

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

6.7

0.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=15)

相対的貧困世帯(n=5)

標準世帯(n=10)

受診した 受診を予定している 受診を予定していない その他 無回答無回答
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問 30-1 で「3 受診を予定していない」と答えた方にうかがいます。 

問 30-2 その理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「子ども本人が受診を拒否するため」と「子どもの様子を見て、受診させなくて

もよいと判断したため」が 50.0％となっています。 

 

 
 
問 31 あなたの現在の健康状態は次のどれですか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「普通」が 39.9％と最も高く、次いで、「よい」（37.7％）、「どちらかといえば

よい」（11.4％）の順になっています。 

 

 
  

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

健康保険に加入しておらず、医療費の支払いができな

いため

健康保険に加入しているが、医療機関で自己負担金を

支払うことができないため

子ども本人が受診を拒否するため

医療機関までの距離が遠く、通院が困難なため

多忙で、医療機関に連れていく時間がないため

子どもの様子を見て、受診させなくてもよいと判断し

たため

その他

無回答

全体(n=2) 相対的貧困世帯(n=0) 標準世帯(n=2)

37.7

34.0

39.0

11.4

6.0

12.4

39.9

40.0

39.8

8.8

16.0

7.2

1.3

4.0

0.8

1.0

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

よい どちらかといえばよい 普通 どちらかといえば悪い 悪い 無回答無回答
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問 31 で「4」「5」と答えた方にうかがいます。 

問 31-1 あなたは医療機関を受診していますか。（あてはまるもの 1 つに○） 

全体では、「受診している」が 67.7％と最も高く、次いで、「受診を予定していない」

（19.4％）、「受診を予定している」（12.9％）の順になっています。 

 

 
問 31-1 で「3 受診を予定していない」と答えた方にうかがいます。 

問 31-2 その理由は次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「受診しなくてもよいと判断したため」が 66.7％と最も高く、次いで、「健康保

険に加入しているが、医療機関で自己負担金を支払うことができないため」「多忙で、医療機

関に行く時間がないため」（33.3％）の順になっています。 

 
  

67.7

60.0

75.0

12.9

10.0

15.0

19.4

30.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=31)

相対的貧困世帯(n=10)

標準世帯(n=20)

受診している 受診を予定している 受診を予定していない その他 無回答無回答

0.0

33.3

0.0

33.3

66.7

16.7

0.0

0.0

66.7

0.0

33.3

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

健康保険に加入しておらず、医療費の支払いができな

いため

健康保険に加入しているが、医療機関で自己負担金を

支払うことができないため

医療機関までの距離が遠く、通院が困難なため

多忙で、医療機関に行く時間がないため

受診しなくてもよいと判断したため

その他

無回答

全体(n=6) 相対的貧困世帯(n=3) 標準世帯(n=2)
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問 32 次の a)～f)の質問について、この 1 か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。(a~f そ

れぞれについて、あてはまるもの 1 つに○) 

a) 神経過敏に感じた 

全体では、「まったくない」が 48.7％と最も高く、次いで、「少しだけ」（23.4％）、「とき

どき」（16.9％）の順になっています。 

 

 
 
b) 絶望的だと感じた 

全体では、「まったくない」が 71.8％と最も高く、次いで、「少しだけ」（13.3％）、「とき

どき」（9.1％）の順になっています。 

 

 

 
  

3.6

14.0

1.6

6.5

6.0

6.4

16.9

24.0

15.7

23.4

18.0

24.9

48.7

38.0

50.2

1.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答

1.3

4.0

0.4

3.9

8.0

2.8

9.1

12.0

8.8

13.3

20.0

12.4

71.8

56.0

74.7

0.6

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答



３ ⼦どもの貧困対策計画調査 
（⼩学⽣・中学⽣保護者） 

140 

c) そわそわ、落ち着かなく感じた 

全体では、「まったくない」が 58.1％と最も高く、次いで、「少しだけ」（19.8％）、「とき

どき」（15.3％）の順になっています。 

 

 

 
 
d) 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

全体では、「まったくない」が 55.5％と最も高く、次いで、「少しだけ」（23.1％）、「とき

どき」（12.7％）の順になっています。 

 

 

 
  

1.9

8.0

0.8

3.9

2.0

4.4

15.3

16.0

15.3

19.8

28.0

18.9

58.1

46.0

59.4

1.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答

2.9

10.0

1.2

4.9

4.0

5.2

12.7

16.0

12.0

23.1

24.0

23.7

55.5

46.0

56.6

1.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答
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e) 何をするのも面倒だと感じた 

全体では、「まったくない」が 37.7％と最も高く、次いで、「少しだけ」（29.5％）、「とき

どき」（20.8％）の順になっています。 

 

 
 
f) 自分は価値のない人間だと感じた 

全体では、「まったくない」が 72.4％と最も高く、次いで、「少しだけ」（13.0％）、「とき

どき」（8.1％）の順になっています。 

 

 

6.2

14.0

4.4

4.9

4.0

5.2

20.8

36.0

18.1

29.5

18.0

32.5

37.7

28.0

38.6

1.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答

2.6

6.0

2.0

2.9

4.0

2.8

8.1

16.0

6.4

13.0

14.0

13.3

72.4

60.0

74.3

1.0

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答無回答
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1.6 1.6 2.9
6.2 5.8

20.1

9.4

17.2
20.1

8.1
5.5

1.3
4.0 4.0

6.0

16.0

4.0

22.0

10.0
12.0

10.0
8.0

4.0

0.00.4 1.2 2.4
4.4

6.4

20.1

9.2

18.1

22.5

8.0
5.6

1.6

0.0%

20.0%

40.0%

0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)

問 33 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足し

ていないから「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（あてはまるもの 1 つ

に○） 

全体では、「5 点」「8 点」が 20.1％と最も高く、次いで、「7 点」（17.2％）、「6 点」

（9.4％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

５．必要な支援 

問 34 子育てについての心配や悩みごとは次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「将来的な教育費など」が 66.2％と最も高く、次いで、「生活費などの経済的な

負担」（46.1％）、「子どものしつけや接し方」（36.0％）の順になっています。 

 

  46.1

66.2

36.0

16.6

12.7

33.4

18.8

6.2

9.7

0.6

60.0

74.0

36.0

28.0

18.0

40.0

28.0

10.0

8.0

0.0

43.4

64.7

36.1

14.9

12.0

32.5

16.9

5.6

9.6

0.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生活費などの経済的な負担

将来的な教育費など

子どものしつけや接し方

子どもの健康状態

家事や育児

仕事と家庭の両立

周囲との人間関係

その他

特にない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 35 あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。（a～e それ

ぞれについて、1～3 のあてはまるもの 1 つに○）また、「3 利用したことがない」場合、そ

の理由は何ですか。 

ａ 就学援助 

全体では、「利用したことがない」が 89.3％と最も高く、次いで、「現在利用している」

（3.2％）、「現在利用していないが、以前利用したことがある」（1.9％）の順になっています。 

 

 
ａ2 就学援助 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 51.6％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（36.7％）、「利用したいが、手続がわか

らなかったり、利用しにくいから」（2.2％）の順になっています。 

 

 

 
  

3.2

12.0

1.6

1.9

10.0

0.4

89.3

72.0

93.2

5.5

6.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない 無回答無回答

51.6

36.1

54.3

36.7

36.1

36.6

0.4

2.8

0.0

1.1

5.6

0.4

2.2

5.6

1.7

0.7

2.8

0.4

7.3

11.1

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=275)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=232)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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ｂ 生活保護 

全体では、「利用したことがない」が 93.2％と最も高く、次いで、「現在利用していないが、

以前利用したことがある」（0.3％）となっています。 

 

 

 
 
ｂ2 生活保護 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 55.7％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（35.2％）、「それ以外の理由」（0.7％）

の順になっています。 

 

 
  

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.4

93.2

86.0

95.2

6.5

14.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない 無回答無回答

55.7

46.5

57.4

35.2

39.5

34.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.4

0.7

2.3

0.4

8.0

11.6

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=287)

相対的貧困世帯(n=43)

標準世帯(n=237)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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ｃ 生活困窮者の自立支援相談窓口 

全体では、「利用したことがない」が 93.2％と最も高く、次いで、「現在利用していないが、

以前利用したことがある」（0.3％）となっています。 

 

 
 
ｃ2 生活困窮者の自立支援相談窓口 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 51.9％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（37.6％）、「それ以外の理由」（1.0％）

の順になっています。 

 

 

 
  

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.4

93.2

86.0

95.2

6.5

14.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない 無回答無回答

51.9

41.9

53.6

37.6

41.9

37.1

0.0

0.0

0.0

0.3

2.3

0.0

0.7

0.0

0.8

1.0

2.3

0.8

8.4

11.6

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=287)

相対的貧困世帯(n=43)

標準世帯(n=237)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答



３ ⼦どもの貧困対策計画調査 
（⼩学⽣・中学⽣保護者） 

146 

ｄ 児童扶養手当 

全体では、「利用したことがない」が 86.4％と最も高く、次いで、「現在利用している」

（7.8％）、「現在利用していないが、以前利用したことがある」（1.9％）の順になっています。 

 

 
 
ｄ2 児童扶養手当 

全体では、「制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから」が 57.1％と最も高く、

次いで、「これまで利用が必要な状況になかったから」（33.5％）、「それ以外の理由」（1.5％）

の順になっています。 

 

 
  

7.8

32.0

3.2

1.9

2.0

1.2

86.4

64.0

91.6

3.9

2.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない 無回答無回答

57.1

40.6

59.2

33.5

34.4

33.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.4

1.5

9.4

0.4

7.5

15.6

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=266)

相対的貧困世帯(n=32)

標準世帯(n=228)

制度の対象外(収入等の条件を満たさない)だと思うから

これまで利用が必要な状況になかったから

利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答無回答
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ｅ ひとり親家庭サポートセンター 

全体では、「利用したことがない」が 92.9％と最も高く、次いで、「現在利用している」「現

在利用していないが、以前利用したことがある」（0.3％）の順になっています。 

 

 
 
問 36 あなたが、現在または将来的にあったらよいと思う支援は次のうちどれですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

問 36-1 相談などについて 

全体では、「特にない」が 34.1％と最も高く、次いで、「子どもや生活のことなどの悩みを

相談できること」（32.1％）、「就労のための相談や情報提供が受けられること」（23.4％）の

順になっています。 

 

0.3

0.0

0.4

0.3

2.0

0.0

92.9

84.0

95.2

6.5

14.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=308)

相対的貧困世帯(n=50)

標準世帯(n=249)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある

利用したことがない 無回答無回答

32.1

20.8

5.8

12.0

23.4

3.2

34.1

5.5

34.0

24.0

10.0

22.0

30.0

2.0

32.0

4.0

32.1

20.9

4.8

10.4

22.5

3.6

33.7

5.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子どもや生活のことなどの悩みを相談できること

同じような悩みを持った人同士で知り合えること

民生委員・児童委員など地域の人から相談や情報提供

が受けられること

離婚のことや養育費のことなどについて専門的な相談

や情報提供が受けられること

就労のための相談や情報提供が受けられること

その他

特にない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 36-2 経済的支援などについて 

全体では、「子どもの就学にかかる費用が軽減されること」が 78.6％と最も高く、次いで、

「子どもの習いごとや塾などの費用が軽減されること」（54.2％）、「保護者の就労に必要な職

業訓練や資格取得にかかる費用を助成してもらえる．こと」（30.5％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

30.5

29.9

78.6

54.2

18.5

1.6

7.8

2.3

40.0

38.0

80.0

56.0

12.0

0.0

4.0

0.0

29.7

28.1

78.3

54.2

20.1

2.0

8.8

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者の就労に必要な職業訓練や資格取得にかかる費

用を助成してもらえる．こと

住宅を探したり住宅費を軽減したりするための支援が

受けられること

子どもの就学にかかる費用が軽減されること

子どもの習いごとや塾などの費用が軽減されること

一時的に必要となる資金を借りられること

その他

特にない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 36-3 その他の支援について 

全体では、「無料で利用できる塾などの子どもの学習支援の場が地域にできること」が

65.6％と最も高く、次いで、「子どもの学習用品などを定期的に支給されること」（41.9％）、

「子ども食堂などの子どもの居場所が地域に増えること」（34.1％）の順になっています。 

 

 
 

  

29.2

26.0

34.1

65.6

22.7

41.9

14.9

3.6

11.4

2.6

42.0

36.0

32.0

60.0

40.0

52.0

28.0

2.0

6.0

2.0

27.7

24.1

34.9

66.3

19.3

39.4

12.4

4.0

12.9

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者が病気、出産、事故などの事情があったときに一

時的に子どもを預けら．れること

保護者が病気や障がいのある場合にヘルパーの派遣や家

事支援を受けられる．こと

子ども食堂などの子どもの居場所が地域に増えること

無料で利用できる塾などの子どもの学習支援の場が地域

にできること

食品を定期的に支給されること

子どもの学習用品などを定期的に支給されること

病気や障がいのことなどについて専門的な相談や情報提

供が受けられること

その他

特にない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 37 あなたが、子どものための必要な支援を受けられるようにするために、必要だと思うことを

教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

問 37-1 情報提供について 

全体では、「市役所のホームページに支援策の情報を掲載する」が 56.5％と最も高く、次い

で、「市役所の広報誌(市報うれしの)に支援策の情報を掲載する」（54.9％）、「保育所、認定こ

ども園、学校等を通じて支援策のチラシ等を配布する」（53.9％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

56.5

54.9

18.2

9.1

16.6

9.4

53.9

16.2

6.2

6.8

1.9

68.0

56.0

16.0

6.0

12.0

6.0

38.0

16.0

8.0

8.0

4.0

55.0

54.6

18.9

9.6

18.1

10.4

57.8

16.9

6.0

5.6

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市役所のホームページに支援策の情報を掲載する

市役所の広報誌(市報うれしの)に支援策の情報を掲載する

市役所の公式YouTubeで支援策の情報を配信する

市役所の公式Facebookに支援策の情報を掲載する

市役所の子育てアプリ(ゆっつら子育てアプリ)で支援策の

情報を配信する

新聞に支援策の情報を掲載する

保育所、認定こども園、学校等を通じて支援策のチラシ

等を配布する

病院に支援策のチラシ等を設置する

その他

特にない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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問 37-2 相談・助言について 

全体では、「相談窓口の場所や時間を分かりやすく情報提供する」が 40.3％と最も高く、次

いで、「休日や夜間でも対応している相談窓口を増やす」（33.8％）、「保育所、幼稚園、学校等

で具体的な助言を受けられるようにする」（28.2％）の順になっています。 

 

 
  

15.3

40.3

22.1

33.8

15.9

28.2

11.7

10.4

7.8

2.3

20.5

3.2

26.0

48.0

28.0

44.0

10.0

28.0

16.0

14.0

8.0

2.0

18.0

2.0

13.3

39.0

20.9

32.5

17.3

28.1

11.2

10.0

7.6

2.4

20.5

3.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相談窓口の数を市内に増やす

相談窓口の場所や時間を分かりやすく情報提供する

相談窓口を行きやすい雰囲気にする(具体的に：)

休日や夜間でも対応している相談窓口を増やす

ｘ(旧ツイッター)等のアプリで相談できるようにする

保育所、幼稚園、学校等で具体的な助言を受けられるよ

うにする

病院で具体的な助言を受けられるようにする

子育て世帯に対する訪問事業を充実させる

乳幼児健康診査を充実させる

その他

特にない

無回答

全体(N=308) 相対的貧困世帯(n=50) 標準世帯(n=249)
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１）生活状況調査 

１．学習の状況 

問 1 あなたの性別を教えてください。（1 つだけ○） 

全体では、「女性」が 48.2％と最も高く、次いで、「男性」（46.4％）、「その他・答えたく

ない」（1.8％）の順になっています。 

 

 
 
問 2 あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強や学校の宿題をしていますか。（あて

はまるもの全部に○） 

全体では、「自分で勉強する」が 85.1％と最も高く、次いで、「家の人に教えてもらう」

（55.4％）、「友達と勉強する」（35.1％）の順になっています。 

 

46.4 48.2

1.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

男性 女性 その他・答えたくない 無回答無回答

85.1

15.5

0.6

0.0

0.0

55.4

35.1

4.8

2.4

1.2

81.8

9.1

0.0

0.0

0.0

40.9

27.3

4.5

9.1

4.5

84.9

16.5

0.7

0.0

0.0

56.8

35.3

4.3

1.4

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強しない

無回答

全体(N=168) 相対的貧困世帯(n=22) 標準世帯(n=139)
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問 3 あなたは学校の授業以外に、1 日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。学校の宿題をす

る時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。 

① 学校がある日（月～金曜日） 

全体では、「30 分以上 1 時間より少ない」が 45.2％と最も高く、次いで、「1 時間以上 2

時間より少ない」（31.5％）、「30 分より少ない」（15.5％）の順になっています。 

 

 
② 学校がない日（土曜日・日曜日・祝日） 

全体では、「30 分以上 1 時間より少ない」が 32.1％と最も高く、次いで、「1 時間以上 2

時間より少ない」（25.0％）、「30 分より少ない」（23.8％）の順になっています。 

 

 

  

3.0

4.5

2.9

15.5

13.6

16.5

45.2

36.4

46.8

31.5

40.9

29.5

3.0

0.0

2.9

0.0

0.0

0.0

1.8

4.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答

12.5

18.2

12.2

23.8

27.3

23.7

32.1

36.4

30.2

25.0

13.6

26.6

3.6

0.0

4.3

0.6

0.0

0.7

2.4

4.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答
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問 4 あなたは、学校にどのくらい通っていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎日(週 5 日)」が 96.4％と最も高く、次いで、「週 3～4 日」（1.8％）、「ほと

んど通っていない」（0.6％）の順になっています。 

 

 
 
問 5 あなたは学校の授業がわからないことがありますか。（1 つだけ○） 

全体では、「だいたいわかる」が 51.8％と最も高く、次いで、「教科によってはわからない

ことがある」（27.4％）、「いつもわかる」（14.3％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

96.4

90.9

97.1

1.8

4.5

1.4

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.7

1.2

4.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

毎日(週5日) 週3～4日 週1～2日 ほとんど通っていない 無回答無回答

14.3

27.3

12.9

51.8

50.0

51.1

27.4

18.2

28.8

5.4

0.0

6.5

0.0

0.0

0.0

1.2

4.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答無回答
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問 5-1 問 5 で「3」～「5」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないことが

あるようになりましたか。（1 つだけ○） 

全体では、「5 年生のころ」が 34.5％と最も高く、次いで、「4 年生のころ」（21.8％）、「6

年生になってから」（18.2％）の順になっています。 

 

 
 
問 6 あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（1 つだけ○） 

全体では、「まん中あたり」が 38.7％と最も高く、次いで、「やや上のほう」（22.0％）、

「わからない」（11.3％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

10.9

0.0

10.2

14.5

0.0

16.3

21.8

50.0

20.4

34.5

25.0

34.7

18.2

25.0

18.4

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=55)

相対的貧困世帯(n=4)

標準世帯(n=49)

1・2年生のころ 3年生のころ 4年生のころ

5年生のころ 6年生になってから 無回答無回答

10.7

18.2

10.1

22.0

27.3

20.1

38.7

22.7

42.4

7.1

4.5

7.2

7.1

4.5

6.5

11.3

18.2

10.8

3.0

4.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答無回答
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２．進学希望 

問 7 あなたは、どの学校まで進学したいですか。（1 つだけ○） 

全体では、「まだわからない」が 28.6％と最も高く、次いで、「高校まで」（28.0％）、「短

期大学、専門学校まで」「大学・大学院まで」（20.2％）の順になっています。 

 
問 7-1 問 7 で「1」～「4」と答えた人にお聞きします。その理由は何ですか。（あてはまるもの

全部に○） 

全体では、「希望する学校や職業があるから」が 54.7％と最も高く、次いで、「自分の成績

から考えて」（21.4％）、「とくに理由はない」（14.5％）の順になっています。 

 
 
 

  

1.2

4.5

0.7

28.0

18.2

29.5

20.2

27.3

18.7

20.2

13.6

21.6

28.6

36.4

27.3

1.8

0.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

中学まで 高校まで 短期大学、専門学校まで

大学・大学院まで まだわからない 無回答無回答

54.7

21.4

7.7

5.1

2.6

2.6

3.4

0.0

8.5

14.5

0.9

64.3

35.7

7.1

14.3

0.0

7.1

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

53.1

20.4

8.2

4.1

3.1

1.0

2.0

0.0

9.2

16.3

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友だちがそうして．いるから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

家事や家族のお世話をする必要が．あるから

その他

とくに理由はない

無回答

全体(n=117) 相対的貧困世帯(n=14) 標準世帯(n=98)



４ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（⼩学⽣本⼈） 

159 

３．日常的な生活の状況 

問 8 あなたは週にどのくらい朝食を食べていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎日食べる(週7日)」が84.5％と最も高く、次いで、「週5～6日」（11.3％）、

「週に 1～2 日、ほとんど食べない」（3.0％）の順になっています。 

 

 
 
問 9 あなたは週にどのくらい夕食を食べていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎日食べる(週 7 日)」が 97.6％と最も高く、次いで、「週 5～6 日」（1.2％）、

「週 3～4 日」（0.6％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

84.5

77.3

85.6

11.3

18.2

10.1

0.6

0.0

0.7

3.0

4.5

2.9

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

97.6

100.0

97.1

1.2

0.0

1.4

0.6

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答
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問 10 あなたは夏休みや冬休みなどの期間は、週にどのくらい昼食を食べていますか。（1 つだけ

○） 

全体では、「毎日食べる(週 7 日)」が 90.5％と最も高く、次いで、「週 5～6 日」（6.0％）、

「週 3～4 日」（3.0％）の順になっています。 

 

 
 
問 11 あなたは土・日曜日・祝日の昼食は、どのくらい食べていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎回食べる」が 94.0％と最も高く、次いで、「2 回に 1 回くらい」（4.2％）、

「3 回に 1 回くらい」（1.2％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

90.5

90.9

89.9

6.0

9.1

5.8

3.0

0.0

3.6

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

94.0

95.5

93.5

4.2

4.5

4.3

1.2

0.0

1.4

0.6

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

毎回食べる 2回に1回くらい 3回に1回くらい

ほとんど食べない 食べていない 無回答無回答
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問 12 あなたは主にだれと食事をしていますか。①平日（月曜日～金曜日）の朝食（あてはまる

もの全部に○） 

① 平日（月曜日～金曜日）の朝食 

全体では、「兄弟や姉妹」が 76.2％と最も高く、次いで、「母親」（64.3％）、「父親」

（45.8％）の順になっています。 

 

 
  

64.3

45.8

76.2

15.5

4.2

10.7

0.6

63.6

31.8

68.2

13.6

0.0

9.1

0.0

64.7

49.6

77.0

15.1

5.0

10.8

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=168) 相対的貧困世帯(n=22) 標準世帯(n=139)
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② 平日（月曜日～金曜日）の夕食 

全体では、「母親」が 89.3％と最も高く、次いで、「兄弟や姉妹」（83.3％）、「父親」

（68.5％）の順になっています。 

 

 
  

89.3

68.5

83.3

31.5

6.0

3.6

0.0

86.4

54.5

77.3

36.4

0.0

9.1

0.0

90.6

71.9

84.2

29.5

7.2

2.9

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=168) 相対的貧困世帯(n=22) 標準世帯(n=139)
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③ 休日の朝食 

全体では、「兄弟や姉妹」が 65.5％と最も高く、次いで、「母親」（61.3％）、「父親」

（46.4％）の順になっています。 

 

 
  

61.3

46.4

65.5

14.3

3.0

20.8

0.6

68.2

31.8

59.1

13.6

0.0

13.6

0.0

61.2

50.4

66.2

12.2

3.6

22.3

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=168) 相対的貧困世帯(n=22) 標準世帯(n=139)
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④ 休日の夕食 

全体では、「母親」が 92.3％と最も高く、次いで、「兄弟や姉妹」（84.5％）、「父親」

（81.5％）の順になっています。 

 

 
  

92.3

81.5

84.5

33.9

6.0

1.8

0.6

95.5

59.1

77.3

31.8

0.0

4.5

0.0

92.1

86.3

85.6

32.4

7.2

1.4

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=168) 相対的貧困世帯(n=22) 標準世帯(n=139)
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問 13 あなたは、次の日に学校がある日は、ふだん何時ごろに寝ますか。（1 つだけ○） 

全体では、「午後 9 時から 10 時より前」が 48.2％と最も高く、次いで、「午後 10 時から

11 時より前」（38.7％）、「午後 9 時より前」（5.4％）の順になっています。 

 

 
 
問 14 あなたは、学校がある日は、ふだん何時ごろ起きますか。（1 つだけ○） 

全体では、「午前 6 時から 6 時 30 分より前」が 46.4％と最も高く、次いで、「午前 6 時

30 分から 7 時より前」（41.1％）、「午前 6 時より前」（7.7％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

5.4

4.5

5.8

48.2

59.1

46.8

38.7

31.8

39.6

4.2

4.5

4.3

0.6

0.0

0.7

0.6

0.0

0.7

2.4

0.0

2.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

午後9時より前 午後9時から10時より前 午後10時から11時より前

午後11時から午前0時より前 午前0時から午前1時より前 午前2時より遅い

決まっていない 無回答無回答

7.7

9.1

7.2

46.4

36.4

47.5

41.1

54.5

39.6

3.6

0.0

4.3

0.6

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

午前6時より前 午前6時から6時30分より前 午前6時30分から7時より前

午前7時から7時30分より前 午前7時30分から8時より前 午前8時より遅い

無回答無回答
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問 15 あなたは、歯みがきや入浴（お風呂、シャワー）を毎日しますか。 

① 歯みがき 

全体では、「毎日する」が 83.3％と最も高く、次いで、「たまにしない日がある」（14.9％）、

「しない日が多い」（1.2％）の順になっています。 

 

 
② お風呂、シャワー 

全体では、「毎日する」が 94.0％、次いで、「たまにしない日がある」（6.0％）の順になっ

ています。 

 

 
  

83.3

72.7

86.3

14.9

27.3

11.5

1.2

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

毎日する たまにしない日がある しない日が多い ほとんどしない 無回答無回答

94.0

90.9

95.0

6.0

9.1

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

毎日する たまにしない日がある しない日が多い ほとんどしない 無回答無回答
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問 16 あなたは、家族の大人の代わりにほぼ毎日行っていることはありますか。（あてはまるもの

全部に○） 

全体では、「どれも行っていない」が 86.3％と最も高く、次いで、「家族に代わり、幼いき

ょうだいの世話をしている」（8.9％）、「目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいを

している」（1.8％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

0.6

8.9

0.6

0.6

1.8

0.0

0.0

86.3

2.4

0.0

13.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

81.8

4.5

0.7

7.9

0.7

0.7

1.4

0.0

0.0

87.1

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・掃除・

洗濯などの家事を．している

家族に代わり、幼いきょうだいの世話をしている

障がいや病気のあるきょうだいの世話や見守りをしている

障がいや病気のある大人の家族の身の回りの世話をしてい

る

目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをして

いる

日本語が不自由な家族や障がいのある家族のために通訳を

している

がんや難病、心の病など慢性的な病気の家族の看病をして

いる

どれも行っていない

無回答

全体(N=168) 相対的貧困世帯(n=22) 標準世帯(n=139)
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問 17 以下の質問について回答してください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答えてく

ださい。（①～⑮それぞれについて、1 つだけ○） 

① 私は、他人に対して親切にするようにしている。私は、他人の気持ちをよく考える。 

全体では、「まああてはまる」が 53.0％と最も高く、次いで、「あてはまる」（44.6％）、

「あてはまらない」（2.4％）の順になっています。 

 

 
② 私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが悪くなったりする。 

全体では、「あてはまらない」が 64.3％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（24.4％）、

「あてはまる」（10.7％）の順になっています。 

 

 
  

2.4

4.5

2.2

53.0

59.1

52.5

44.6

36.4

45.3

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

64.3

68.2

62.6

24.4

13.6

26.6

10.7

18.2

10.1

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答



４ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（⼩学⽣本⼈） 

169 

③ 私は、他の人たちと、食べ物・ゲーム・ペンなどをよく分け合う、貸し合う。 

全体では、「あてはまらない」が 46.4％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（38.7％）、

「あてはまる」（14.3％）の順になっています。 

 

 
 
④ 私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避ける。 

全体では、「あてはまらない」が 84.5％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（13.1％）、

「あてはまる」（2.4％）の順になっています。 

 

 
  

46.4

31.8

47.5

38.7

45.5

38.1

14.3

22.7

13.7

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

84.5

81.8

84.9

13.1

13.6

12.9

2.4

4.5

2.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑤ 私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。 

全体では、「あてはまらない」が 67.3％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（23.2％）、

「あてはまる」（8.3％）の順になっています。 

 

 
⑥ 私は、だれかが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すす

んで助ける。 

全体では、「まああてはまる」が 55.4％と最も高く、次いで、「あてはまる」（33.9％）、

「あてはまらない」（10.1％）の順になっています。 

 

 
  

67.3

59.1

66.9

23.2

27.3

23.7

8.3

9.1

8.6

1.2

4.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

10.1

18.2

9.4

55.4

40.9

57.6

33.9

40.9

32.4

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑦ 私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる。 

全体では、「あてはまる」が 76.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（13.1％）、

「あてはまらない」（10.1％）の順になっています。 

 

 
⑧ 私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだりすることがよくある。 

全体では、「あてはまらない」が 61.9％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（26.8％）、

「あてはまる」（11.3％）の順になっています。 

 

 
  

10.1

18.2

9.4

13.1

18.2

12.2

76.8

63.6

78.4

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

61.9

50.0

62.6

26.8

36.4

25.9

11.3

13.6

11.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑨ 私は、同じくらいの年齢の子どもは、だいたいは好かれている。 

全体では、「まああてはまる」が 61.3％と最も高く、次いで、「あてはまる」（31.0％）、

「あてはまらない」（7.7％）の順になっています。 

 

 
 
⑩ 私は、新しい場面に直面すると不安になり、自信をなくしやすい。 

全体では、「まああてはまる」が 47.6％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（41.1％）、

「あてはまる」（10.7％）の順になっています。 

 

 
  

7.7

4.5

8.6

61.3

59.1

61.9

31.0

36.4

29.5

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

41.1

36.4

40.3

47.6

59.1

47.5

10.7

4.5

11.5

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑪ 私は、年下の子どもに対してやさしくしている。 

全体では、「あてはまる」が 67.3％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（29.2％）、

「あてはまらない」（3.6％）の順になっています。 

 

 
 
⑫ 私は、友だちや他の子どもから、いじめられたり、からかわれたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 94.0％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（4.2％）、

「あてはまる」（0.6％）の順になっています。 

 

 
  

3.6

0.0

4.3

29.2

27.3

30.9

67.3

72.7

64.7

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

94.0

95.5

93.5

4.2

4.5

4.3

0.6

0.0

0.7

1.2

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑬ 私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の人たちなど） 

全体では、「まああてはまる」が 58.9％と最も高く、次いで、「あてはまる」（23.2％）、

「あてはまらない」（17.3％）の順になっています。 

 

 
 
⑭ 私は、他の人たちより、大人といる方がうまくいく。 

全体では、「あてはまらない」が 55.4％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（39.3％）、

「あてはまる」（4.8％）の順になっています。 

 

 
  

17.3

22.7

17.3

58.9

59.1

59.7

23.2

18.2

22.3

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

55.4

50.0

57.6

39.3

40.9

37.4

4.8

9.1

4.3

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑮ 私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 58.3％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（30.4％）、

「あてはまる」（10.7％）の順になっています。 

 

 
  

58.3

63.6

56.1

30.4

31.8

30.9

10.7

4.5

12.2

0.6

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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問 18 あなたは今までに、次のア～クのようなことがありましたか。あてはまるものをお答えく

ださい。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「親が、別居または離婚をしたことが一度でもある」が 6.5％と最も高く、次いで、

「自分を守ってくれる人はだれもいないと感じることがある」（2.4％）、「一緒に住んでいる大

人が、あなたを押す、つかむ、たたく、物を投げつけるといったことをよくする。または、け

がをするほど強くなぐったことが一度でもある」「自分は、家族のだれからも愛されていない、

大切にされていない、支えてもらえていないと感じることがある」「一緒に住んでいる人に、

うつ病やその他の心の病気の人、または自殺しようとした人がいる」（1.2％）の順になってい

ます。 

 

 
  

0.6

1.2

1.2

2.4

6.5

0.0

0.0

1.2

0.6

88.7

0.0

0.0

0.0

4.5

22.7

0.0

0.0

4.5

4.5

68.2

0.7

1.4

1.4

2.2

2.9

0.0

0.0

0.7

0.0

92.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一緒に住んでいる大人が、あなたの悪口を言ったり、けな

したり、恥をかかせる、または、身体を傷つけるなど、危

険を感じるようなふるまいをすることがよくある

一緒に住んでいる大人が、あなたを押す、つかむ、たた

く、物を投げつけるといったことをよくする。または、け

がをするほど強くなぐったことが一度でもある

自分は、家族のだれからも愛されていない、大切にされて

いない、支えてもらえていないと感じることがある

自分を守ってくれる人はだれもいないと感じることがある

親が、別居または離婚をしたことが一度でもある

一緒に住んでいる家族が、だれかに押されたり、つかまれ

たり、けられたりしていることをよく見る、または、くり

返しなぐられたり、刃物などでおどされているのを見たこ

とが一度でもある

一緒に住んでいる人に、お酒を飲んだり麻薬などで、自分

の生活や人間関係を損なうようなふるまいをした人がいる

一緒に住んでいる人に、うつ病やその他の心の病気の人、

または自殺しようとした人がいる

ふつう大人が行うような家事や家族のお世話をしなければ

ならず、体力や気持ちの面で大変さを感じたり、時間の余

裕がなかったりする

無回答

全体(N=168) 相対的貧困世帯(n=22) 標準世帯(n=139)
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問 19 あなたは、次のような場所などを利用したことがありますか。また、利用したことがない

場合、今後利用したいと思いますか。（①～⑤それぞれについて、1 つだけ○） 

① 自分や友人の家以外で、平日の夜や休日を過ごすことができる場所（放課後児童クラブなど） 

全体では、「今後も利用したいと思わない」が 36.9％と最も高く、次いで、「利用したこと

がある」（33.3％）、「今後利用したいかどうかわからない」（22.6％）の順になっています。 

 

 
 
② 自分や友だちの家以外で、ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂） 

全体では、「今後も利用したいと思わない」が 33.9％と最も高く、次いで、「今後利用した

いかどうかわからない」（29.8％）、「あれば利用したいと思う」（22.6％）の順になっていま

す。 

 

 
  

33.3

27.3

36.0

4.8

9.1

4.3

36.9

45.5

34.5

22.6

13.6

23.0

2.4

4.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

10.1

13.6

10.1

22.6

22.7

22.3

33.9

40.9

33.1

29.8

18.2

30.9

3.6

4.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答
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③ 勉強を無料でみてくれる場所 

全体では、「あれば利用したいと思う」が 36.3％と最も高く、次いで、「今後利用したいか

どうかわからない」（28.0％）、「今後も利用したいと思わない」（26.2％）の順になっていま

す。 

 

 
 
④ 家や学校以外で、何でも相談できる場所（電話やネットの相談をふくむ） 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 44.0％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（33.9％）、「あれば利用したいと思う」（16.1％）の順になっていま

す。 

 

 
  

5.4

0.0

6.5

36.3

40.9

35.3

26.2

36.4

24.5

28.0

18.2

29.5

4.2

4.5

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

2.4

0.0

2.9

16.1

22.7

15.1

33.9

27.3

34.5

44.0

45.5

43.9

3.6

4.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答
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⑤ スクールソーシャルワーカー 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 48.8％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（34.5％）、「あれば利用したいと思う」（6.0％）の順になっています。 

 
 
問 19-1 問 19 でひとつでも「1」と答えた人にお聞きします。そこを利用したことで変化はあり

ましたか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「いいえ」が 57.7％と最も高く、次いで、「はい(対象」（40.5％）の順になって

います。 

 
 
 

  

3.6

9.1

2.9

6.0

13.6

5.0

34.5

31.8

36.0

48.8

40.9

48.9

7.1

4.5

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=139)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

50.0

17.6

26.5

13.2

2.9

10.3

23.5

0.0

22.1

7.4

37.5

25.0

37.5

37.5

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

12.5

51.7

16.7

25.0

10.0

3.3

11.7

25.0

0.0

25.0

6.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体(n=68) 相対的貧困世帯(n=8) 標準世帯(n=60)
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２）子ども・若者計画調査 

１．人生観・充実度 

問 20 あなた自身について、次のことがどのくらいあてはまりますか。「あてはまる」は 1 を、

「どちらかといえば、あてはまる」は 2 を、「どちらかといえば、あてはまらない」は 3

を、「あてはまらない」は 4 を選んでください。 

ア 今の自分が好きだ 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 49.4％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（36.3％）、「どちらかといえばあてはまらない」（10.1％）の順になっています。 

 

 
イ 自分の親（保護者）から愛されていると思う 

全体では、「あてはまる」が 75.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえばあてはまる」

（20.2％）、「どちらかといえばあてはまらない」（2.4％）の順になっています。 

 

 
ウ うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 46.4％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（30.4％）、「どちらかといえばあてはまらない」（16.1％）の順になっています。 

 

36.3 49.4 10.1 3.6 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

75.0 20.2 2.4

0.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

30.4 46.4 16.1 6.0 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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エ 自分は役に立たないと強く感じる 

全体では、「あてはまらない」が 44.6％と最も高く、次いで、「どちらかといえばあてはま

らない」（38.1％）、「どちらかといえばあてはまる」（10.1％）の順になっています。 

 

 
問 21 あなたは、今、自分が幸せだと思いますか。（1 つだけ○） 

全体では、「そう思う」が 67.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（25.6％）、「どちらかといえば、そう思わない」（3.6％）の順になっています。 

 

 
 
問 22 次の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、安心できる場所）になって

いますか。（ア～オそれぞれについて、1 つだけ○） 

ア 自分の部屋 

全体では、「そう思う」が 59.5％と最も高く、次いで、「あてはまるものはない・わからな

い」（21.4％）、「どちらかといえばそう思う」（13.1％）の順になっています。 

 

 
  

5.4 10.1 38.1 44.6 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

67.3 25.6 3.60.03.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

59.5 13.1

1.2

3.0 21.4 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答
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イ 家庭（親せきの家を含む） 

全体では、「そう思う」が 74.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（16.7％）、「どちらかといえばそう思わない」（3.0％）の順になっています。 

 

 
ウ 学校 

全体では、「そう思う」が 42.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（30.4％）、「どちらかといえばそう思わない」（11.9％）の順になっています。 

 

 
エ 地域（図書館や公民館や公園など、現在住んでいる場所やそこにある建物など 

全体では、「そう思う」が 33.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（30.4％）、「あてはまるものはない・わからない」（13.1％）の順になっています。 

 

 

 
  

74.4 16.7 3.0

2.4

2.4 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

42.9 30.4 11.9 5.4 4.8 4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

33.9 30.4 12.5 7.1 13.1 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答



４ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（⼩学⽣本⼈） 

183 

オ インターネット空間（SNS、YouTube やオンラインゲームなど 

全体では、「そう思う」が 29.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（23.8％）、「あてはまるものはない・わからない」（17.3％）の順になっています。 

 

 
 

２．人とのつながり 

問 23 以下の項目について、あなたはどれくらいよく感じていますか。（ア～ウそれぞれについ

て、1 つだけ○） 

ア 自分には話せる人がいないと感じることがある 

全体では、「まったくない」が 66.7％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（21.4％）、

「時々ある」（7.1％）の順になっています。 

 

 
イ 自分はまわりから、取りのこされていると感じることがある 

全体では、「まったくない」が 64.9％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（23.8％）、

「時々ある」（7.1％）の順になっています。 

 

 

 
  

29.8 23.8 10.7 14.9 17.3 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

66.7 21.4 7.1 3.0 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

まったくない ほとんどない 時々ある いつもある 無回答無回答

64.9 23.8 7.1 2.4 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

まったくない ほとんどない 時々ある いつもある 無回答無回答
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ウ 自分はひとりぼっちだと感じることがある 

全体では、「まったくない」が 64.9％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（22.6％）、

「時々ある」（7.7％）の順になっています。 

 

 
問 24 あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。（1 つだけ○） 

全体では、「まったくない」が 57.7％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（25.6％）、

「たまにある」（7.7％）の順になっています。 

 

 
 
 

３．他者との関わり方 

問 25 家族・親せきとあなたのかかわりは、どのようなものですか。（ア～ウそれぞれについて、

1 つだけ○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思う」が 57.1％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（29.2％）、「どちらかといえば、そう思わない」（6.5％）の順になっています。 

 

 
  

64.9 22.6 7.7

2.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

まったくない ほとんどない 時々ある いつもある 無回答無回答

57.7 25.6 7.7 3.0

1.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

まったくない ほとんどない たまにある

時々ある しばしばある・いつもある 無回答無回答

57.1 29.2 6.5 3.6 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思う」が 72.6％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（20.2％）、「どちらかといえば、そう思わない」（3.6％）の順になっています。 

 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思う」が 53.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（31.5％）、「どちらかといえば、そう思わない」（6.5％）の順になっています。 

 

 

 

問 26 学校で出会った友だち（現在通っている学校やこれまでに通っていた学校の友だちなど）

と、あなたのかかわりは、どのようなものですか。（ア～ウそれぞれについて、1 つだけ

○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思う」が 52.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（32.7％）、「どちらかといえば、そう思わない」（8.9％）の順になっています。 

 

 
  

72.6 20.2 3.6

1.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

53.0 31.5 6.5 6.0 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

52.4 32.7 8.9

4.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思う」が 70.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（26.2％）、「どちらかといえば、そう思わない」「そう思わない」（0.6％）の順になっていま

す。 

 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思う」が 49.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（25.6％）、「どちらかといえば、そう思わない」（15.5％）の順になっています。 

 

 
 
問 27 地域の人（近所の人、塾や習い事での友だちなど）と、あなたのかかわりは、どのような

ものですか（ア～ウそれぞれについて、1 つだけ○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「どちらかといえば、そう思わない」が 32.7％と最も高く、次いで、「どちらか

といえば、そう思う」（25.0％）、「そう思う」（22.0％）の順になっています。 

 

 
  

70.2 26.2

0.6 0.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

49.4 25.6 15.5 8.3 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

22.0 25.0 32.7 17.9 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思う」が 38.7％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（36.3％）、「どちらかといえば、そう思わない」（14.9％）の順になっています。 

 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「どちらかといえば、そう思わない」が 30.4％と最も高く、次いで、「そう思わ

ない」（28.0％）、「どちらかといえば、そう思う」（20.8％）の順になっています。 

 

 
問 28 インターネット上における人やグループと、あなたのかかわりは、どのようなものと思い

ますか。（ア～ウそれぞれについて、1 つだけ○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思わない」が 54.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（14.9％）、「どちらかといえば、そう思わない」（13.7％）の順になっています。 

 

 
  

38.7 36.3 14.9 9.5 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

18.5 20.8 30.4 28.0 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

9.5 14.9 13.7 54.8 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思わない」が 51.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（15.5％）、「そう思う」（14.9％）の順になっています。 

 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思わない」が 56.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思わ

ない」（14.3％）、「どちらかといえば、そう思う」（13.1％）の順になっています。 

 

 
 
問 29 あなたはだれとでもすぐに仲良くなれる方ですか。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 43.5％と最も高く、次いで、「そう思う」

（28.0％）、「どちらかといえば、そう思わない」（20.2％）の順になっています。 

 

 
  

14.9 15.5 12.5 51.2 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

9.5 13.1 14.3 56.0 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

28.0 43.5 20.2 7.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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４．社会参加 

問 30 あなたは「社会のために役立つことをしたい」と思いますか。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 47.6％と最も高く、次いで、「そう思う」

（45.2％）、「どちらかといえば、そう思わない」（3.6％）の順になっています。 

 
 

５．将来像 

問 31 あなたは自分の将来について明るい希望を持っていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「希望がある」が 51.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえば希望がある」

（37.5％）、「どちらかといえば希望がない」（8.9％）の順になっています。 

 
 
問 32 あなたが大人になったとき、どのようになっていると思いますか。（ア～サそれぞれについ

て、1 つだけ○） 

ア お金持ちになっている 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 41.1％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば、そう思わない」（29.2％）、「そう思う」（16.1％）の順になっています。 

 

45.2 47.6 3.6

2.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

51.2 37.5 8.9

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

希望がある どちらかといえば希望がある どちらかといえば希望がない

希望がない 無回答無回答

16.1 41.1 29.2 9.5 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 自由にのんびり暮らしている 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 39.3％と最も高く、次いで、「そう思う」

（38.1％）、「どちらかといえば、そう思わない」（16.1％）の順になっています。 

 

 
ウ 世界で活躍している 

全体では、「どちらかといえば、そう思わない」が 36.9％と最も高く、次いで、「そう思わ

ない」（30.4％）、「どちらかといえば、そう思う」（14.9％）の順になっています。 

 

 
エ 多くの人の役に立っている 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 38.1％と最も高く、次いで、「そう思う」

（28.6％）、「どちらかといえば、そう思わない」（23.2％）の順になっています。 

 

 
  

38.1 39.3 16.1

2.4

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

13.7 14.9 36.9 30.4 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

28.6 38.1 23.2 6.5 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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オ 有名になっている 

全体では、「どちらかといえば、そう思わない」が 34.5％と最も高く、次いで、「そう思わ

ない」（31.0％）、「そう思う」（16.1％）の順になっています。 

 

 
 
カ 子どもを育てている 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 39.3％と最も高く、次いで、「そう思う」

（29.8％）、「どちらかといえば、そう思わない」（14.3％）の順になっています。 

 

 
キ 親を大切にしている 

全体では、「そう思う」が 64.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（27.4％）、「どちらかといえば、そう思わない」（2.4％）の順になっています。 

 

 
  

16.1 12.5 34.5 31.0 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

29.8 39.3 14.3 13.1 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

64.9 27.4 2.4

1.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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ク 幸せになっている 

全体では、「そう思う」が 60.7％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（28.6％）、「どちらかといえば、そう思わない」（7.1％）の順になっています。 

 

 
ケ 結婚している 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 35.7％と最も高く、次いで、「そう思う」

（32.1％）、「どちらかといえば、そう思わない」（17.3％）の順になっています。 

 

 
コ 出世している 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 36.9％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば、そう思わない」（28.6％）、「そう思う」（18.5％）の順になっています。 

 

 
  

60.7 28.6 7.1

0.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

32.1 35.7 17.3 10.7 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

18.5 36.9 28.6 10.1 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答



４ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（⼩学⽣本⼈） 

193 

81.5

88.7

75.6

86.9

85.1

60.7

52.4

73.8

70.2

49.4

81.0

89.3

94.0

89.9

83.3

92.9

1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ゲームする

料理やお菓子を作る

図書館、美術館、博物館に行く

動物園や水族館などに行く

映画館やコンサートに行く

植物(野菜や花など)を育てる

動物や虫を育てる

工作、ものづくりをする

スマホやパソコンで調べものをする

新聞やニュースについて話す

運動、スポーツをする

買い物(スーパー、服屋など)に行く

ご飯を食べに行く

お祭りや花火大会に行く

泊りで旅行に行く

学校の行事(運動会や授業参観など)に来てもらう

無回答

全体(N=168)

サ 仲間と仲良く暮らしている 

全体では、「そう思う」が 48.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（33.9％）、「どちらかといえば、そう思わない」（10.1％）の順になっています。 

 

 
 

６．普段の活動 

問 33 あなたは次のことを、大人といっしょにしたことがありますか。（あてはまるもの全部に

○） 

全体では、「ご飯を食べに行く」が 94.0％と最も高く、次いで、「学校の行事(運動会や授業

参観など)に来てもらう」（92.9％）、「お祭りや花火大会に行く」（89.9％）の順になっていま

す。 

 

  

48.8 33.9 10.1

1.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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問 34 ふだん家（暮らしている場所）にいるときは、どんなことに時間を使っていますか。よく

していることをすべて選んでください。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「テレビを見る」が 86.9％と最も高く、次いで、「ゲームをする」（86.3％）、

「勉強する」（72.0％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

86.9

1.8

35.7

2.4

86.3

72.0

1.8

22.0

0.0

0.0

45.2

1.2

1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

テレビを見る

ラジオを聴く

本を読む

新聞を読む

ゲームをする

勉強する

仕事をする

家事をする

育児をする

介護・看護をする

インターネットをする

あてはまるものはない

無回答

全体(N=168)
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問 35 あなたが幸せだと思うとき、楽しいと思うことは何ですか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「友だちと遊ぶ」が 82.7％と最も高く、次いで、「ゲームしたりマンガを読む」

（81.0％）、「テレビや動画を見る」（78.0％）の順になっています。 

 

 
問 36 あなたの最近の生活に点数をつけるとすると、10 点満点でどのくらい満足していますか。

（1 つだけ○） 

全体では、「10 点」が 25.0％と最も高く、次いで、「8 点」（22.6％）、「9 点」（16.1％）

の順になっています。 

 

 

81.0

23.2

78.0

16.7

43.5

27.4

58.9

46.4

18.5

40.5

20.2

82.7

63.7

62.5

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ゲームしたりマンガを読む

マンガ以外の本を読む

テレビや動画を見る

勉強する

学校に行く

習い事、塾に行く

音楽を聴く、歌う

料理やお菓子を作る

植物(野菜や花)や動物や虫を育てる

工作、ものづくりをする

ひとりで遊ぶ

友だちと遊ぶ

親と過ごす

運動、スポーツをする

無回答

全体(N=168)

0.0

1.2

0.0

0.6
2.4

5.4 8.9 14.9 22.6 16.1 25.0 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

0点(まったく満足していない) 1点 2点

3点 4点 5点

6点 7点 8点

9点 10点 無回答無回答
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７．外出状況 

問 37 あなたはふだんどのくらい外に出かけますか。（1 つだけ○） 

全体では、「学校や習い事で平日は毎日、外に出かける」が 66.7％と最も高く、次いで、

「学校や習い事で週に 3～4 日、外に出かける」（13.1％）、「遊びなどでよく外に出かける」

（10.1％）の順になっています。 

 

 
 

問 38 問 37 で「5」～「8」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状態となっ

て、どのくらい経ちますか。（1 つだけ○） 

全体では、「3 か月未満」「3 か月～6 か月未満」が 28.6％と最も高く、次いで、「6 か月～

1 年未満」「1 年～2 年未満」「2 年～3 年未満」（14.3％）の順になっています。 

 

 
 

  

66.7 13.1 10.1

2.4

3.6
0.6

0.00.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

学校や習い事で平日は毎日、外に出かける

学校や習い事で週に3～4日、外に出かける

遊びなどでよく外に出かける

人づきあいのためにときどき外に出かける

ふだんは家にいるが、自分のしゅみなどの用事のときだけ外に出かける

ふだんは家にいるが、近くのコンビニなどには出かける

自分の部屋からは出るが、家からは出ない

自分の部屋からほとんど出ない

無回答無回答

28.6 28.6 14.3 14.3 14.3 0.00.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7)

3か月未満 3か月～6か月未満 6か月～1年未満 1年～2年未満

2年～3年未満 3年～5年未満 5年以上 無回答無回答
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問 39 問 38 で「3」～「7」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状況になった

のは何歳の頃ですか。（数字を記入してください） 

5 名から回答があり 6 歳～11 歳、平均 8.75 歳となっています。 

 
 
問 40 問 38 で「3」～「7」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状況になった

主な理由は何ですか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「病気(病名：)」「その他(具体的に：)」「特に理由はない」が 33.3％と最も高く

なっています。 

 

 
  

1 1

2

1

0人

1人

2人

3人

6歳 8歳 10歳 11歳

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

33.3

33.3

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校にうまくなじめなかったこと

小学生のときの不登校

中学生のときの不登校

受験がうまくいかなかったこと

まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと

病気(病名：)

家族の看病やお世話をすることになったこと

新型コロナウイルスが流行したこと

その他(具体的に：)

特に理由はない

わからない

無回答

全体(n=3)
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問 40-1 問 40 で「1」～「9」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状況になっ

た最も大きな理由は何ですか。（1 つだけ○） 

全体では、「病気(病名：)」「家族の看病やお世話をすることになったこと」が 50.0％となっ

ています。 

 

 
 
 
問 41 最近 6 か月間に、家族以外の人と会話しましたか。（1 つだけ○） 

全体では、「よく会話した」が 28.6％、次いで、「ときどき会話した」（14.3％）の順にな

っています。 

 

 
  

0.00.00.00.00.0 50.0 50.0 0.00.00.00.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2)

学校にうまくなじめなかったこと

小学生のときの不登校

中学生のときの不登校

受験がうまくいかなかったこと

まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと

病気(病名：)

家族の看病やお世話をすることになったこと

新型コロナウイルスが流行したこと

その他(具体的に：)

特に理由はない

わからない

無回答無回答

28.6 14.3 0.00.0 57.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=7)

よく会話した ときどき会話した ほとんど会話しなかった

まったく会話しなかった 無回答無回答
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８．ものごとがうまくいかず落ち込んだ経験 

問 42 あなたは今までに、ものごとがうまくいかず落ち込んだ経験があったと思いますか。また

は、現在ありますか。最もあてはまるものを選んでください。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、あった(ある)」が 35.7％と最も高く、次いで、「どちらかと

いえば、なかった(ない)」（27.4％）、「あった(または、現在ある)」（21.4％）の順になってい

ます。 

 

 
 
問 43 問 42 で「1」～「2」と答えた人にお聞きします。あなたは今までに、ものごとがうまくい

かず落ち込んだ状態から元にもどった経験があったと思いますか。最もあてはまるものを選

んでください。（1 つだけ○） 

全体では、「あった」が 74.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、あった」

（10.4％）、「どちらかといえば、なかった」「わからない」（4.2％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

21.4 35.7 27.4 8.9 4.8 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

あった(または、現在ある) どちらかといえば、あった(ある)

どちらかといえば、なかった(ない) なかった(ない)

わからない、答えられない 無回答無回答

74.0 10.4 4.2

2.1

4.2 5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=96)

あった どちらかといえば、あった どちらかといえば、なかった

なかった わからない 無回答無回答
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問 44 問 43 で「1」～「2」と答えた人にお聞きします。落ち込んだ状態から元に戻ったのは、ど

のようなきっかけだったと思いますか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「家族や親戚の助け」が 61.7％と最も高く、次いで、「友だちの助け」（60.5％）、

「自分の努力で乗りこえたこと」（51.9％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

61.7

60.5

21.0

4.9

1.2

1.2

1.2

0.0

2.5

6.2

7.4

44.4

2.5

51.9

1.2

4.9

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族や親戚の助け

友だちの助け

学校の先生に相談したこと

スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談した…

地域の人の助け

病院に行って相談したこと

相談できる場所に行って相談したこと

電話相談を利用したこと

SNSやメール相談などを利用したこと

同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみ…

趣味の活動に参加したこと

時間がたって状況が変化したこと

引越しや転校、クラス替えなどがあって、まわりの環境…

自分の努力で乗りこえたこと

その他(具体的に：)

わからない、答えられない

無回答

全体(n=81)
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９．相談・支援 

問 45 あなたに困っていることや悩みごとがあるときに、あなたが相談できると思う人はだれで

すか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「親」が 85.7％と最も高く、次いで、「学校の友だち」（68.5％）、「兄弟や姉妹」

（32.1％）の順になっています。 

 

 
 
 

  

85.7

32.1

26.8

29.8

68.5

19.6

7.1

6.0

1.8

3.6

1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親

兄弟や姉妹

祖父母など

学校の先生

学校の友だち

学校外の友だち

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

その他の大人(放課後児童クラブの人、塾、習い事の先

生、地域の人など)

インターネットやＳＮＳで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

全体(N=168)
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問 46 問 45 で「10」と答えた人にお聞きします。「誰にも相談できない、相談したくない」理由

をお答えください。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「誰にも知られたくないことだから」が 66.7％と最も高く、次いで、「自分ひと

りで解決するべきだと思うから」「自分が変な人に思われるのではないかと不安だから」「相手

にうまく伝えられないから」「特に理由はない、わからない」（33.3％）の順になっています。 

 

 
 
問 47 あなたが困っていることや、悩みごとがあるとき、実際に相談したことはありますか。相

談したことがある場合、相談した相手はだれですか。（1 つだけ○） 

全体では、「相談したことがある」が 60.7％と最も高く、次いで、「相談したことはない」

（35.7％）の順になっています。 

 

 
  

16.7

33.3

66.7

33.3

16.7

16.7

16.7

0.0

33.3

16.7

0.0

16.7

33.3

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相談しても解決できないと思うから

自分ひとりで解決するべきだと思うから

誰にも知られたくないことだから

自分が変な人に思われるのではないかと不安だから

自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから

相手がどんな人かわからないから

何を聞かれるか不安に思うから

嫌なこと、できないことをするように言われそうだから

相手にうまく伝えられないから

裏切られることや、失望するのが嫌だから

お金がかかると思うから

その他(具体的に：)

特に理由はない、わからない

無回答

全体(n=6)

35.7 60.7 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=168)

相談したことはない 相談したことがある 無回答無回答
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１）生活状況調査 

１．学習の状況 

問 1 あなたの性別を教えてください。（1 つだけ○） 

全体では、「女性」が 51.8％と最も高く、次いで、「男性」（46.1％）、「その他・答えたく

ない」（1.0％）の順になっています。 

 
問 2 あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強や学校の宿題をしていますか。（あて

はまるもの全部に○） 

全体では、「自分で勉強する」が 83.4％と最も高く、次いで、「塾で勉強する」（34.7％）、

「友達と勉強する」（27.5％）の順になっています。 

 
  

46.1 51.8

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

男性 女性 その他・答えたくない 無回答無回答

83.4

34.7

9.8

0.5

0.0

23.3

27.5

3.6

5.7

1.0

80.6

22.2

11.1

0.0

0.0

16.7

19.4

2.8

16.7

0.0

85.5

37.5

8.6

0.7

0.0

25.7

28.9

3.9

3.3

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自分で勉強する

塾で勉強する

学校の補習を受ける

家庭教師に教えてもらう

地域の人などが行う無料の勉強会に参加する

家の人に教えてもらう

友達と勉強する

その他

学校の授業以外で勉強しない

無回答

全体(N=193) 相対的貧困世帯(n=36) 標準世帯(n=152)
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問 3 あなたは学校の授業以外に、1 日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。学校の宿題をす

る時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。①学校がある日（月～金曜日）（1 つだけ

○） 

① 学校がある日（月～金曜日） 

全体では、「1 時間以上 2 時間より少ない」が 44.0％と最も高く、次いで、「30 分以上 1

時間より少ない」（24.9％）、「2 時間以上 3 時間より少ない」（12.4％）の順になっています。 

 
 
② 学校がない日（土曜日・日曜日・祝日） 

全体では、「1 時間以上 2 時間より少ない」が 31.6％と最も高く、次いで、「30 分以上 1

時間より少ない」（23.3％）、「2 時間以上 3 時間より少ない」（18.7％）の順になっています。 

 
  

8.3

19.4

5.3

7.8

5.6

7.9

24.9

13.9

28.3

44.0

44.4

44.1

12.4

16.7

11.2

1.0

0.0

1.3

1.6

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答

11.4

19.4

8.6

10.9

11.1

11.2

23.3

22.2

23.7

31.6

30.6

32.2

18.7

13.9

20.4

3.1

2.8

2.6

1.0

0.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

まったくしない 30分より少ない 30分以上1時間より少ない

1時間以上2時間より少ない 2時間以上3時間より少ない 3時間以上

無回答無回答
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問 4 あなたは、学校にどのくらい通っていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎日(週 5 日)」が 92.7％と最も高く、次いで、「ほとんど通っていない」

（3.1％）、「週 3～4 日」（2.6％）の順になっています。 

 
 
問 5 あなたは学校の授業がわからないことがありますか。（1 つだけ○） 

全体では、「教科によってはわからないことがある」が 40.4％と最も高く、次いで、「だい

たいわかる」（38.9％）、「いつもわかる」（11.4％）の順になっています。 

 
  

92.7

97.2

91.4

2.6

0.0

3.3

0.0

0.0

0.0

3.1

2.8

3.3

1.6

0.0

2.0

80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

毎日(週5日) 週3～4日 週1～2日 ほとんど通っていない 無回答無回答

11.4

13.9

10.5

38.9

25.0

42.1

40.4

52.8

38.2

6.2

8.3

5.3

2.1

0.0

2.6

1.0

0.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 無回答無回答



５ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（中学⽣本⼈） 

207 

問 5-1 問 5 で「3」～「5」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないことが

あるようになりましたか。（1 つだけ○） 

全体では、「中学 1 年生になってから」が 60.6％と最も高く、次いで、「小学 5・6 年生の

ころ」（19.1％）、「中学 2 年生になってから」（11.7％）の順になっています。 

 
 
問 6 あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。（1 つだけ○） 

全体では、「まん中あたり」が 26.9％と最も高く、次いで、「やや下のほう」（18.1％）、

「下のほう」（17.6％）の順になっています。 

 
  

3.2

9.1

1.4

5.3

0.0

7.1

19.1

22.7

17.1

60.6

54.5

62.9

11.7

13.6

11.4

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=94)

相対的貧困世帯(n=22)

標準世帯(n=70)

小学1・2年生のころ 小学3・4年生のころ 小学5・6年生のころ

中学1年生になってから 中学2年生になってから 無回答無回答

17.1

5.6

19.7

13.5

19.4

12.5

26.9

13.9

29.6

18.1

27.8

16.4

17.6

25.0

15.1

4.7

5.6

4.6

2.1

2.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

上のほう やや上のほう まん中あたり やや下のほう

下のほう わからない 無回答無回答
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２．進学希望 

問 7 あなたは、どの学校まで進学したいですか。（1 つだけ○） 

全体では、「高校まで」が 29.5％と最も高く、次いで、「大学・大学院まで」（28.0％）、

「まだわからない」（23.8％）の順になっています。 

 
問 7-1 問 7 で「1」～「4」と答えた人にお聞きします。その理由は何ですか。（あてはまるもの

全部に○） 

全体では、「希望する学校や職業があるから」が 55.9％と最も高く、次いで、「親がそう言

っているから」（20.0％）、「とくに理由はない」（18.6％）の順になっています。 

 
 
 

  

0.0

0.0

0.0

29.5

25.0

29.6

17.6

19.4

17.8

28.0

25.0

28.9

23.8

30.6

22.4

1.0

0.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

中学まで 高校まで 短期大学、専門学校まで

大学・大学院まで まだわからない 無回答無回答

55.9

15.2

20.0

7.6

4.1

1.4

5.5

1.4

2.8

18.6

0.7

36.0

16.0

24.0

8.0

8.0

0.0

4.0

0.0

8.0

16.0

4.0

60.3

13.8

19.8

7.8

3.4

0.9

5.2

1.7

1.7

19.8

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

希望する学校や職業があるから

自分の成績から考えて

親がそう言っているから

兄・姉がそうしているから

まわりの先輩や友だちがそうして．いるから

家にお金がないと思うから

早く働く必要があるから

家事や家族のお世話をする必要が．あるから

その他

とくに理由はない

無回答

全体(n=145) 相対的貧困世帯(n=25) 標準世帯(n=116)
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３．日常的な生活の状況 

問 8 あなたは週にどのくらい朝食を食べていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎日食べる(週7日)」が76.7％と最も高く、次いで、「週5～6日」（13.5％）、

「週 3～4 日」（5.2％）の順になっています。 

 
 
問 9 あなたは週にどのくらい夕食を食べていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎日食べる(週 7 日)」が 97.4％と最も高く、次いで、「週 5～6 日」「週 3～4

日」（0.5％）の順になっています。 

 
  

76.7

72.2

77.6

13.5

16.7

13.2

5.2

5.6

4.6

2.6

5.6

2.0

2.1

0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

97.4

97.2

97.4

0.5

0.0

0.7

0.5

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答
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問 10 あなたは夏休みや冬休みなどの期間は、週にどのくらい昼食を食べていますか。（1 つだけ

○） 

全体では、「毎日食べる(週7日)」が81.3％と最も高く、次いで、「週5～6日」（12.4％）、

「週 3～4 日」（4.1％）の順になっています。 

 

 

問 11 あなたは土・日曜日・祝日の昼食は、どのくらい食べていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「毎回食べる」が 87.0％と最も高く、次いで、「2 回に 1 回くらい」（10.4％）、

「3 回に 1 回くらい」「ほとんど食べない」（1.0％）の順になっています。 

 
  

81.3

80.6

81.6

12.4

8.3

13.2

4.1

11.1

2.6

1.0

0.0

1.3

1.0

0.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

毎日食べる(週7日) 週5～6日 週3～4日 週に1～2日、ほとんど食べない 無回答無回答

87.0

86.1

87.5

10.4

11.1

9.9

1.0

0.0

1.3

1.0

2.8

0.7

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

毎回食べる 2回に1回くらい 3回に1回くらい

ほとんど食べない 食べていない 無回答無回答
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問 12 あなたは主にだれと食事をしていますか。①平日（月曜日～金曜日）の朝食（あてはまる

もの全部に○） 

① 平日（月曜日～金曜日）の朝食（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「兄弟や姉妹」が 65.3％と最も高く、次いで、「母親」（59.6％）、「父親」

（43.0％）の順になっています。 

 
② 平日（月曜日～金曜日）の夕食（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「母親」が 82.4％と最も高く、次いで、「兄弟や姉妹」（77.2％）、「父親」

（65.8％）の順になっています。 

 
  

59.6

43.0

65.3

19.7

2.1

22.3

1.0

52.8

25.0

55.6

27.8

2.8

22.2

2.8

60.5

47.4

67.8

17.1

2.0

23.0

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=193) 相対的貧困世帯(n=36) 標準世帯(n=152)

82.4

65.8

77.2

38.3

3.6

8.8

0.5

86.1

50.0

75.0

50.0

5.6

11.1

0.0

81.6

69.7

78.3

35.5

2.6

8.6

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=193) 相対的貧困世帯(n=36) 標準世帯(n=152)
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③ 休日の朝食（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「母親」が 52.8％と最も高く、次いで、「兄弟や姉妹」（49.7％）、「ひとりで食

べる(誰とも一緒に食べない)」（40.4％）の順になっています。 

 
 
④ 休日の夕食（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「母親」が 85.5％と最も高く、次いで、「兄弟や姉妹」（78.2％）、「父親」

（74.1％）の順になっています。 

 
  

52.8

37.8

49.7

15.0

1.6

40.4

1.0

50.0

22.2

52.8

27.8

2.8

36.1

2.8

52.6

41.4

48.7

11.2

0.7

42.8

0.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=193) 相対的貧困世帯(n=36) 標準世帯(n=152)

85.5

74.1

78.2

39.4

4.1

6.2

1.0

83.3

50.0

75.0

52.8

8.3

8.3

0.0

86.2

80.9

79.6

36.2

2.6

5.9

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

母親

父親

兄弟や姉妹

祖父母

その他の家族(おじさん、おばさん、いとこなど)

ひとりで食べる(誰とも一緒に食べない)

無回答

全体(N=193) 相対的貧困世帯(n=36) 標準世帯(n=152)
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問 13 あなたは、次の日に学校がある日は、ふだん何時ごろに寝ますか。（1 つだけ○） 

全体では、「午後 10 時から 11 時より前」が 43.0％と最も高く、次いで、「午後 11 時から

午前 0 時より前」（27.5％）、「午後 9 時から 10 時より前」（14.5％）の順になっています。 

 
 
問 14 あなたは、学校がある日は、ふだん何時ごろ起きますか。（1 つだけ○） 

全体では、「午前 6 時 30 分から 7 時より前」が 44.0％と最も高く、次いで、「午前 6 時か

ら 6 時 30 分より前」（36.8％）、「午前 7 時から 7 時 30 分より前」（11.9％）の順になって

います。 

 
  

1.0

0.0

1.3

14.5

13.9

13.8

43.0

41.7

44.1

27.5

25.0

27.6

7.8

8.3

7.9

0.5

0.0

0.7

5.2

11.1

3.9

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

午後9時より前 午後9時から10時より前 午後10時から11時より前

午後11時から午前0時より前 午前0時から午前1時より前 午前2時より遅い

決まっていない 無回答無回答

5.2

2.8

5.3

36.8

33.3

38.2

44.0

47.2

42.8

11.9

13.9

11.8

0.0

0.0

0.0

1.6

2.8

1.3

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

午前6時より前 午前6時から6時30分より前 午前6時30分から7時より前

午前7時から7時30分より前 午前7時30分から8時より前 午前8時より遅い

無回答無回答
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問 15 あなたは、歯みがきや入浴（お風呂、シャワー）を毎日しますか。①歯みがき 

   （1 つだけ○） 

① 歯みがき 

全体では、「毎日する」が 81.9％と最も高く、次いで、「たまにしない日がある」（16.1％）、

「しない日が多い」（1.6％）の順になっています。 

 
 
② お風呂、シャワー 

全体では、「毎日する」が 89.1％と最も高く、次いで、「たまにしない日がある」（8.8％）、

「しない日が多い」（1.0％）の順になっています。 

 
  

81.9

77.8

83.6

16.1

19.4

14.5

1.6

2.8

1.3

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

毎日する たまにしない日がある しない日が多い ほとんどしない 無回答無回答

89.1

80.6

90.8

8.8

19.4

6.6

1.0

0.0

1.3

0.5

0.0

0.7

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

毎日する たまにしない日がある しない日が多い ほとんどしない 無回答無回答



５ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（中学⽣本⼈） 

215 

問 16 あなたは地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。（あては

まるもの 1 つに○） 

全体では、「参加している」が 76.7％と最も高く、次いで、「参加していない」（20.7％）

の順になっています。 

 
 
問 16-1 問 16 で「2．参加していない」と答えた人にお聞きします。参加していない理由は何で

すか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「入りたいクラブ・部活動がないから」が 72.5％と最も高く、次いで、「その他」

（22.5％）、「塾や習い事が忙しいから」（20.0％）の順になっています。 

 

 

76.7

66.7

78.9

20.7

27.8

19.1

2.6

5.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

参加している 参加していない 無回答無回答

72.5

20.0

12.5

2.5

12.5

22.5

0.0

70.0

0.0

20.0

10.0

20.0

20.0

0.0

72.4

27.6

10.3

0.0

10.3

24.1

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

入りたいクラブ・部活動がないから

塾や習い事が忙しいから

費用がかかるから

家の事情(家族の世話、家事など)があるから

一緒に入る友だちがいないから

その他

無回答

全体(n=40) 相対的貧困世帯(n=10) 標準世帯(n=29)
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問 17 あなたは、家族の大人の代わりにほぼ毎日行っていることはありますか。（あてはまるもの

全部に○） 

全体では、「どれも行っていない」が 85.5％と最も高く、次いで、「家族に代わり、幼いき

ょうだいの世話をしている」（5.7％）、「目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいを

している」（3.1％）の順になっています。 

 

 
 

  

2.1

5.7

0.0

0.5

3.1

0.5

0.5

85.5

5.2

2.8

2.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

91.7

2.8

2.0

6.6

0.0

0.7

3.9

0.7

0.7

83.6

5.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

障がいや病気のある家族に代わり、買い物・料理・掃除・

洗濯などの家事を．している

家族に代わり、幼いきょうだいの世話をしている

障がいや病気のあるきょうだいの世話や見守りをしている

障がいや病気のある大人の家族の身の回りの世話をしてい

る

目を離せない家族の見守りや声かけなどの気づかいをして

いる

日本語が不自由な家族や障がいのある家族のために通訳を

している

がんや難病、心の病など慢性的な病気の家族の看病をして

いる

どれも行っていない

無回答

全体(N=193) 相対的貧困世帯(n=36) 標準世帯(n=152)
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問 18 以下の質問について回答してください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答えてく

ださい。（①～⑮それぞれについて、1 つだけ○） 

① 私は、他人に対して親切にするようにしている。私は、他人の気持ちをよく考える。 

全体では、「あてはまる」が 51.3％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（45.6％）、

「あてはまらない」（2.6％）の順になっています。 

 
② 私は、よく頭やお腹がいたくなったり、気持ちが悪くなったりする。 

全体では、「あてはまらない」が 52.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（32.1％）、

「あてはまる」（14.0％）の順になっています。 

 
  

2.6

2.8

2.6

45.6

41.7

46.1

51.3

55.6

50.7

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

52.8

55.6

52.6

32.1

27.8

33.6

14.0

16.7

12.5

1.0

0.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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③ 私は、他の人たちと、食べ物・ゲーム・ペンなどをよく分け合う、貸し合う。 

全体では、「まああてはまる」が 43.0％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（34.2％）、

「あてはまる」（22.3％）の順になっています。 

 
④ 私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも一人で遊ぶか、人と付き合うことを避ける。 

全体では、「あてはまらない」が 71.0％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（18.7％）、

「あてはまる」（9.8％）の順になっています。 

 
⑤ 私は、心配ごとが多く、いつも不安だ。 

全体では、「あてはまらない」が 49.2％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（35.2％）、

「あてはまる」（15.0％）の順になっています。 

 
  

34.2

41.7

32.9

43.0

38.9

43.4

22.3

19.4

23.0

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

71.0

69.4

71.1

18.7

25.0

17.8

9.8

5.6

10.5

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

49.2

63.9

46.1

35.2

19.4

40.1

15.0

16.7

13.2

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑥ 私は、だれかが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すす

んで助ける。 

全体では、「まああてはまる」が 61.7％と最も高く、次いで、「あてはまる」（24.9％）、

「あてはまらない」（13.0％）の順になっています。 

 
⑦ 私は、仲の良い友だちが少なくとも一人はいる。 

全体では、「あてはまる」が 83.9％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（8.3％）、「ま

ああてはまる」（6.7％）の順になっています。 

 
⑧ 私は、落ち込んでしずんでいたり、涙ぐんだりすることがよくある。 

全体では、「あてはまらない」が 64.8％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（24.9％）、

「あてはまる」（9.8％）の順になっています。 

 
  

13.0

16.7

12.5

61.7

58.3

61.8

24.9

25.0

25.0

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

8.3

8.3

7.9

6.7

8.3

6.6

83.9

80.6

84.9

1.0

2.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

64.8

63.9

64.5

24.9

22.2

26.3

9.8

13.9

8.6

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑨ 私は、同じくらいの年齢の子どもは、だいたいは好かれている。 

全体では、「まああてはまる」が 64.2％と最も高く、次いで、「あてはまる」（23.3％）、

「あてはまらない」（11.4％）の順になっています。 

 
⑩ 私は、新しい場面に直面すると不安になり、自信をなくしやすい。 

全体では、「まああてはまる」が 42.0％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（34.7％）、

「あてはまる」（22.8％）の順になっています。 

 
⑪ 私は、年下の子どもに対してやさしくしている。 

全体では、「あてはまる」が 54.9％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（42.0％）、

「あてはまらない」（2.6％）の順になっています。 

 
  

11.4

19.4

9.9

64.2

63.9

65.1

23.3

13.9

24.3

1.0

2.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

34.7

36.1

33.6

42.0

36.1

44.7

22.8

27.8

21.1

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

2.6

2.8

2.6

42.0

47.2

40.8

54.9

50.0

55.9

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑫ 私は、友だちや他の子どもから、いじめられたり、からかわれたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 87.6％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（10.4％）、

「あてはまる」（1.6％）の順になっています。 

 
⑬ 私は、自分からすすんでよくお手伝いをする（親・先生・他の人たちなど） 

全体では、「まああてはまる」が 59.6％と最も高く、次いで、「あてはまらない」（24.4％）、

「あてはまる」（15.0％）の順になっています。 

 
  

87.6

80.6

88.8

10.4

16.7

9.2

1.6

2.8

1.3

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

24.4

44.4

20.4

59.6

41.7

64.5

15.0

11.1

14.5

1.0

2.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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⑭ 私は、他の人たちより、大人といる方がうまくいく。 

全体では、「あてはまらない」が 56.5％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（34.7％）、

「あてはまる」（7.3％）の順になっています。 

 
⑮ 私は、こわがりで、すぐにおびえたりする。 

全体では、「あてはまらない」が 58.5％と最も高く、次いで、「まああてはまる」（31.6％）、

「あてはまる」（9.3％）の順になっています。 

 
  

56.5

50.0

58.6

34.7

38.9

33.6

7.3

11.1

5.9

1.6

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答

58.5

63.9

56.6

31.6

27.8

32.9

9.3

8.3

9.9

0.5

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

あてはまらない まああてはまる あてはまる 無回答無回答
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問 19 あなたは今までに、次のア～クのようなことがありましたか。あてはまるものをお答えくだ

さい。 

全体では、「親が、別居または離婚をしたことが一度でもある」が 9.8％と最も高く、次いで、

「自分は、家族のだれからも愛されていない、大切にされていない、支えてもらえていないと

感じることがある」「自分を守ってくれる人はだれもいないと感じることがある」（3.1％）の

順になっています。 

 

 
  

1.6

2.1

3.1

3.1

9.8

1.0

0.5

1.6

1.0

85.5

2.8

2.8

2.8

2.8

25.0

2.8

0.0

5.6

0.0

72.2

1.3

2.0

3.3

3.3

6.6

0.7

0.7

0.7

1.3

88.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一緒に住んでいる大人が、あなたの悪口を言ったり、けな

したり、恥をかかせる、または、身体を傷つけるなど、危

険を感じるようなふるまいをすることがよくある

一緒に住んでいる大人が、あなたを押す、つかむ、たた

く、物を投げつけるといったことをよくする。または、け

がをするほど強くなぐったことが一度でもある

自分は、家族のだれからも愛されていない、大切にされて

いない、支えてもらえていないと感じることがある

自分を守ってくれる人はだれもいないと感じることがある

親が、別居または離婚をしたことが一度でもある

一緒に住んでいる家族が、だれかに押されたり、つかまれ

たり、けられたりしていることをよく見る、または、くり

返しなぐられたり、刃物などでおどされているのを見たこ

とが一度でもある

一緒に住んでいる人に、お酒を飲んだり麻薬などで、自分

の生活や人間関係を損なうようなふるまいをした人がいる

一緒に住んでいる人に、うつ病やその他の心の病気の人、

または自殺しようとした人がいる

ふつう大人が行うような家事や家族のお世話をしなければ

ならず、体力や気持ちの面で大変さを感じたり、時間の余

裕がなかったりする

無回答

全体(N=193) 相対的貧困世帯(n=36) 標準世帯(n=152)
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問 20 あなたは、次のような場所などを利用したことがありますか。また、利用したことがない

場合、今後利用したいと思いますか。 

   （①～⑤それぞれについて、1 つだけ○） 

① 自分や友人の家以外で、平日の夜や休日を過ごすことができる場所（放課後児童クラブなど） 

全体では、「今後も利用したいと思わない」が 40.9％と最も高く、次いで、「利用したこと

がある」（28.0％）、「今後利用したいかどうかわからない」（24.4％）の順になっています。 

 
 
② 自分や友だちの家以外で、ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂） 

全体では、「今後も利用したいと思わない」が 34.7％と最も高く、次いで、「あれば利用し

たいと思う」「今後利用したいかどうかわからない」（27.5％）の順になっています。 

 
  

28.0

27.8

27.6

5.2

0.0

6.6

40.9

41.7

40.8

24.4

30.6

23.0

1.6

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

8.8

2.8

9.9

27.5

19.4

29.6

34.7

44.4

32.2

27.5

33.3

26.3

1.6

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答
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③ 勉強を無料でみてくれる場所 

全体では、「あれば利用したいと思う」が 37.3％と最も高く、次いで、「今後も利用したい

と思わない」（28.5％）、「今後利用したいかどうかわからない」（27.5％）の順になっていま

す。 

 

 
 
④ 家や学校以外で、何でも相談できる場所（電話やネットの相談をふくむ） 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 45.1％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（36.3％）、「あれば利用したいと思う」（16.6％）の順になっていま

す。 

 
  

5.2

5.6

4.6

37.3

30.6

38.8

28.5

36.1

27.0

27.5

27.8

27.6

1.6

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

0.0

0.0

0.0

16.6

2.8

19.7

36.3

50.0

32.9

45.1

47.2

44.7

2.1

0.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない無回答
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⑤ スクールソーシャルワーカー 

全体では、「今後利用したいかどうかわからない」が 48.2％と最も高く、次いで、「今後も

利用したいと思わない」（35.2％）、「あれば利用したいと思う」（6.7％）の順になっています。 

 
 
問 20-1 問 20 でひとつでも「1」と答えた人にお聞きします。そこを利用したことで変化はあり

ましたか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「いいえ」が 63.7％と最も高く、次いで、「はい(対象」（34.7％）の順になって

います。 

 
  

5.7

5.6

5.9

6.7

2.8

7.2

35.2

41.7

33.6

48.2

47.2

48.7

4.1

2.8

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相対的貧困世帯(n=36)

標準世帯(n=152)

利用したことがある あれば利用したいと思う

今後も利用したいと思わない 今後利用したいかどうかわからない

無回答無回答

43.3

29.9

26.9

25.4

6.0

11.9

16.4

0.0

20.9

10.4

33.3

41.7

25.0

16.7

8.3

16.7

0.0

0.0

16.7

16.7

45.3

26.4

28.3

28.3

5.7

11.3

20.8

0.0

20.8

9.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

友だちが増えた

気軽に話せる大人が増えた

生活の中で楽しみなことが増えた

ほっとできる時間が増えた

栄養のある食事をとれることが増えた

勉強がわかるようになった

勉強する時間が増えた

その他

特に変化はない

無回答

全体(n=67) 相対的貧困世帯(n=12) 標準世帯(n=53)
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２）子ども・若者計画調査 

１．人生観・充実度 

問 21 あなた自身について、次のことがどのくらいあてはまりますか。「あてはまる」は 1 を、

「どちらかといえば、あてはまる」は 2 を、「どちらかといえば、あてはまらない」は 3

を、「あてはまらない」は 4 を選んでください。 

ア 今の自分が好きだ（１つ） 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 42.0％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（34.2％）、「どちらかといえばあてはまらない」（16.6％）の順になっています。 

 
イ 自分の親（保護者）から愛されていると思う（１つ） 

全体では、「あてはまる」が 65.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえばあてはまる」

（30.1％）、「どちらかといえばあてはまらない」（2.6％）の順になっています。 

 
ウ うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む（１つ） 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 51.8％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（25.4％）、「どちらかといえばあてはまらない」（17.1％）の順になっています。 

 

34.2 42.0 16.6 6.7 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

65.8 30.1 2.6

1.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

25.4 51.8 17.1 4.7 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答



５ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（中学⽣本⼈） 

228 

エ 自分は役に立たないと強く感じる（１つ） 

全体では、「どちらかといえばあてはまらない」が 43.5％と最も高く、次いで、「あてはま

らない」（34.2％）、「どちらかといえばあてはまる」（15.5％）の順になっています。 

 
 
問 22 あなたは、今、自分が幸せだと思いますか。（1 つだけ○） 

全体では、「そう思う」が 55.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（32.6％）、「どちらかといえば、そう思わない」（5.2％）の順になっています。 

 
 
問 23 次の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、安心できる場所）になって

いますか。（ア～オそれぞれについて、1 つだけ○） 

ア 自分の部屋 

全体では、「そう思う」が 70.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（13.5％）、「あてはまるものはない・わからない」（9.3％）の順になっています。 

 

 
  

5.7 15.5 43.5 34.2 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

55.4 32.6 5.2

2.1

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

70.5 13.5 4.1

1.6

9.3 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答
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イ 家庭（親せきの家を含む） 

全体では、「そう思う」が 64.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（26.9％）、「どちらかといえばそう思わない」「あてはまるものはない・わからない」（3.6％）

の順になっています。 

 
ウ 学校 

全体では、「そう思う」が 36.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（35.8％）、「どちらかといえばそう思わない」（12.4％）の順になっています。 

 
エ 地域（図書館や公民館や公園など、現在住んでいる場所やそこにある建物など 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 33.2％と最も高く、次いで、「そう思う」

（27.5％）、「どちらかといえばそう思わない」（16.6％）の順になっています。 

 
  

64.2 26.9

3.6 1.0 3.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

36.3 35.8 12.4 8.3 4.7 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

27.5 33.2 16.6 8.8 12.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答
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オ インターネット空間（SNS、YouTube やオンラインゲームなど 

全体では、「そう思う」が 37.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（32.1％）、「あてはまるものはない・わからない」（11.9％）の順になっています。 

 

 

２．人とのつながり 

問 24 以下の項目について、あなたはどれくらいよく感じていますか。（ア～ウそれぞれについ

て、1 つだけ○） 

ア 自分には話せる人がいないと感じることがある 

全体では、「まったくない」が 56.5％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（21.8％）、

「時々ある」（17.6％）の順になっています。 

 
イ 自分はまわりから、取りのこされていると感じることがある 

全体では、「まったくない」が 50.8％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（25.9％）、

「時々ある」（17.6％）の順になっています。 

 
  

37.3 32.1 10.9 7.3 11.9 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

56.5 21.8 17.6 3.1 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

まったくない ほとんどない 時々ある いつもある 無回答無回答

50.8 25.9 17.6 4.1 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

まったくない ほとんどない 時々ある いつもある 無回答無回答
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ウ 自分はひとりぼっちだと感じることがある 

全体では、「まったくない」が 53.9％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（27.5％）、

「時々ある」（13.5％）の順になっています。 

 
問 25 あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。（1 つだけ○） 

全体では、「まったくない」が 40.4％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（28.0％）、

「たまにある」（17.1％）の順になっています。 

 
 

３．他者との関わり方 

問 26 家族・親せきとあなたのかかわりは、どのようなものですか。（ア～ウそれぞれについて、

1 つだけ○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思う」が 47.7％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（33.2％）、「どちらかといえば、そう思わない」（9.8％）の順になっています。 

 
  

53.9 27.5 13.5 3.6 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

まったくない ほとんどない 時々ある いつもある 無回答無回答

40.4 28.0 17.1 8.8 2.6 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

まったくない ほとんどない たまにある

時々ある しばしばある・いつもある 無回答無回答

47.7 33.2 9.8 8.8 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答



５ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（中学⽣本⼈） 

232 

イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思う」が 66.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（26.4％）、「どちらかといえば、そう思わない」（4.7％）の順になっています。 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思う」が 38.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（35.2％）、「どちらかといえば、そう思わない」（14.5％）の順になっています。 

 

 
 
問 27 学校で出会った友だち（現在通っている学校やこれまでに通っていた学校の友だちなど）

と、あなたのかかわりは、どのようなものですか。（ア～ウそれぞれについて、1 つだけ

○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思う」が 50.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（27.5％）、「どちらかといえば、そう思わない」（10.9％）の順になっています。 

 
  

66.3 26.4 4.7

2.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

38.9 35.2 14.5 10.9 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

50.3 27.5 10.9 9.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答



５ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（中学⽣本⼈） 

233 

イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思う」が 60.6％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（28.0％）、「どちらかといえば、そう思わない」（6.7％）の順になっています。 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思う」が 46.6％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（25.4％）、「そう思わない」（13.5％）の順になっています。 

 
問 28 地域の人（近所の人、塾や習い事での友だちなど）と、あなたのかかわりは、どのような

ものですか（ア～ウそれぞれについて、1 つだけ○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思わない」が 25.4％と最も高く、次いで、「そう思う」「どちらかといえば、

そう思わない」（24.9％）の順になっています。 

 
  

60.6 28.0 6.7

2.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

46.6 25.4 11.9 13.5 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

24.9 23.3 24.9 25.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 36.8％と最も高く、次いで、「そう思う」

（33.2％）、「そう思わない」（15.0％）の順になっています。 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思わない」が 30.1％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思わ

ない」（25.9％）、「どちらかといえば、そう思う」（24.4％）の順になっています。 

 
問 29 インターネット上における人やグループと、あなたのかかわりは、どのようなものと思い

ますか。（ア～ウそれぞれについて、1 つだけ○） 

ア 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思わない」が 39.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（24.9％）、「そう思う」（19.2％）の順になっています。 

 
  

33.2 36.8 13.0 15.0 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

17.6 24.4 25.9 30.1 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

19.2 24.9 13.0 39.9 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思わない」が 37.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（24.4％）、「そう思う」（18.1％）の順になっています。 

 
ウ 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思わない」が 42.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（22.3％）、「どちらかといえば、そう思わない」（17.6％）の順になっています。 

 
問 30 あなたはだれとでもすぐに仲良くなれる方ですか。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 38.9％と最も高く、次いで、「そう思う」

（28.5％）、「どちらかといえば、そう思わない」（22.3％）の順になっています。 

 
 

  

18.1 24.4 16.1 37.8 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

14.0 22.3 17.6 42.5 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

28.5 38.9 22.3 8.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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４．社会参加 

問 31 あなたは「社会のために役立つことをしたい」と思いますか。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 48.2％と最も高く、次いで、「そう思う」

（42.5％）、「どちらかといえば、そう思わない」（5.7％）の順になっています。 

 

５．将来像 

問 32 あなたは自分の将来について明るい希望を持っていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば希望がある」が 40.4％と最も高く、次いで、「希望がある」

（37.3％）、「どちらかといえば希望がない」（11.9％）の順になっています。 

 
問 33 あなたが大人になったとき、どのようになっていると思いますか。（ア～サそれぞれについ

て、1 つだけ○） 

ア お金持ちになっている 

全体では、「どちらかといえば、そう思わない」が 44.0％と最も高く、次いで、「どちらか

といえば、そう思う」（32.6％）、「そう思う」（10.9％）の順になっています。 

 
  

42.5 48.2 5.7

2.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

37.3 40.4 11.9 8.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

希望がある どちらかといえば希望がある どちらかといえば希望がない

希望がない 無回答無回答

10.9 32.6 44.0 9.8 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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イ 自由にのんびり暮らしている 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 45.6％と最も高く、次いで、「そう思う」

（32.1％）、「どちらかといえば、そう思わない」（15.5％）の順になっています。 

 

 
ウ 世界で活躍している 

全体では、「どちらかといえば、そう思わない」が 38.9％と最も高く、次いで、「そう思わ

ない」（34.7％）、「どちらかといえば、そう思う」（15.0％）の順になっています。 

 
エ 多くの人の役に立っている 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 46.1％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば、そう思わない」（24.9％）、「そう思う」（15.5％）の順になっています。 

 
  

32.1 45.6 15.5 4.7 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

8.8 15.0 38.9 34.7 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

15.5 46.1 24.9 11.4 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答



５ ⼦どもの貧困対策計画、 
⼦ども・若者計画調査（中学⽣本⼈） 

238 

オ 有名になっている 

全体では、「どちらかといえば、そう思わない」が 38.3％と最も高く、次いで、「そう思わ

ない」（37.8％）、「どちらかといえば、そう思う」（15.0％）の順になっています。 

 
カ 子どもを育てている 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 36.8％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば、そう思わない」（29.5％）、「そう思う」（17.1％）の順になっています。 

 
キ 親を大切にしている 

全体では、「そう思う」が 54.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（34.7％）、「どちらかといえば、そう思わない」（6.2％）の順になっています。 

 
  

6.2 15.0 38.3 37.8 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

17.1 36.8 29.5 14.0 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

54.4 34.7 6.2

2.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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ク 幸せになっている 

全体では、「そう思う」が 49.7％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（39.4％）、「どちらかといえば、そう思わない」（5.7％）の順になっています。 

 
ケ 結婚している 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 32.1％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば、そう思わない」（30.1％）、「そう思う」（23.3％）の順になっています。 

 
コ 出世している 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 36.8％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば、そう思わない」（27.5％）、「そう思う」（21.8％）の順になっています。 

 
  

49.7 39.4 5.7

3.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

23.3 32.1 30.1 11.9 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

21.8 36.8 27.5 11.4 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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サ 仲間と仲良く暮らしている 

全体では、「そう思う」が 39.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（39.4％）、「どちらかといえば、そう思わない」（13.0％）の順になっています。 

 

６．普段の活動 

問 34 あなたは次のことを、大人といっしょにしたことがありますか。（あてはまるもの全部に

○） 

全体では、「ご飯を食べに行く」が 94.8％と最も高く、次いで、「買い物(スーパー、服屋な

ど)に行く」「学校の行事(運動会や授業参観など)に来てもらう」（93.8％）の順になっていま

す。 

 

39.9 39.4 13.0 6.2 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答
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79.8

87.0

71.0

87.6

85.5

54.9

55.4

70.5

65.8

59.6

79.8

93.8

94.8

87.0

82.9

93.8

1.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ゲームする

料理やお菓子を作る

図書館、美術館、博物館に行く

動物園や水族館などに行く

映画館やコンサートに行く

植物(野菜や花など)を育てる

動物や虫を育てる

工作、ものづくりをする

スマホやパソコンで調べものをする

新聞やニュースについて話す

運動、スポーツをする

買い物(スーパー、服屋など)に行く

ご飯を食べに行く

お祭りや花火大会に行く

泊りで旅行に行く

学校の行事(運動会や授業参観など)に来てもらう

無回答

全体(N=193)
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問 35 ふだん家（暮らしている場所）にいるときは、どんなことに時間を使っていますか。よく

していることをすべて選んでください。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「テレビを見る」が 78.8％と最も高く、次いで、「ゲームをする」（75.1％）、

「勉強する」（66.8％）の順になっています。 

 

 
  

78.8

2.6

33.2

2.6

75.1

66.8

1.0

17.6

1.6

0.0

57.0

0.5

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

テレビを見る

ラジオを聴く

本を読む

新聞を読む

ゲームをする

勉強する

仕事をする

家事をする

育児をする

介護・看護をする

インターネットをする

あてはまるものはない

無回答

全体(N=193)
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問 36 あなたが幸せだと思うとき、楽しいと思うことは何ですか。 

   （あてはまるもの全部に○） 

全体では、「テレビや動画を見る」が 81.3％と最も高く、次いで、「友だちと遊ぶ」

（74.6％）、「音楽を聴く、歌う」（71.5％）の順になっています。 

 

 
問 37 あなたの最近の生活に点数をつけるとすると、10 点満点でどのくらい満足していますか。

（1 つだけ○） 

全体では、「8 点」が 18.1％と最も高く、次いで、「7 点」（15.5％）、「5 点」「6 点」「10

点」（14.0％）の順になっています。 

 

71.0

21.2

81.3

13.5

32.1

19.2

71.5

30.1

16.1

19.7

24.9

74.6

44.0

50.8

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ゲームしたりマンガを読む

マンガ以外の本を読む

テレビや動画を見る

勉強する

学校に行く

習い事、塾に行く

音楽を聴く、歌う

料理やお菓子を作る

植物(野菜や花)や動物や虫を育てる

工作、ものづくりをする

ひとりで遊ぶ

友だちと遊ぶ

親と過ごす

運動、スポーツをする

無回答

全体(N=193)

2.60.01.01.6 6.7 14.0 14.0 15.5 18.1 10.9 14.0 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

0点(まったく満足していない) 1点 2点

3点 4点 5点

6点 7点 8点

9点 10点 無回答無回答
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７．外出状況 

問 38 あなたはふだんどのくらい外に出かけますか。（1 つだけ○） 

全体では、「学校や習い事で平日は毎日、外に出かける」が 71.0％と最も高く、次いで、

「学校や習い事で週に 3～4 日、外に出かける」（10.4％）、「遊びなどでよく外に出かける」

（7.8％）の順になっています。 

 
 
問 39 問 38 で「5」～「8」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状態となっ

て、どのくらい経ちますか。（1 つだけ○） 

全体では、「1 年～2 年未満」「2 年～3 年未満」が 25.0％と最も高く、次いで、「3 か月未

満」（16.7％）の順になっています。 

 
  

71.0 10.4 7.8

2.6

3.6

0.0

2.1 0.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

学校や習い事で平日は毎日、外に出かける

学校や習い事で週に3～4日、外に出かける

遊びなどでよく外に出かける

人づきあいのためにときどき外に出かける

ふだんは家にいるが、自分のしゅみなどの用事のときだけ外に出かける

ふだんは家にいるが、近くのコンビニなどには出かける

自分の部屋からは出るが、家からは出ない

自分の部屋からほとんど出ない

無回答無回答

16.7 8.3 8.3 25.0 25.0 8.3 8.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=12)

3か月未満 3か月～6か月未満 6か月～1年未満 1年～2年未満

2年～3年未満 3年～5年未満 5年以上 無回答無回答
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問 40 問 39 で「3」～「7」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状況になった

のは何歳の頃ですか。（数字を記入してください） 

10 名から回答があり 10 歳～14 歳、平均 12 歳となっています。  

 

 

問 41 問 39 で「3」～「7」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状況になった

主な理由は何ですか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「特に理由はない」が 55.6％と最も高く、次いで、「学校にうまくなじめなかっ

たこと」「中学生のときの不登校」「まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと」

（22.2％）の順になっています。 

 
  

2.0
1.0

5.0

1.0 1.0

0人
1人
2人
3人
4人
5人
6人
7人
8人
9人
10人

10歳 11歳 12歳 13歳 14歳

22.2

11.1

22.2

0.0

22.2

0.0

0.0

0.0

0.0

55.6

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校にうまくなじめなかったこと

小学生のときの不登校

中学生のときの不登校

受験がうまくいかなかったこと

まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと

病気(病名：)

家族の看病やお世話をすることになったこと

新型コロナウイルスが流行したこと

その他(具体的に：)

特に理由はない

わからない

無回答

全体(n=9)
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問 41-1 問 41 で「1」～「9」と答えた人にお聞きします。あなたの外出状況が現在の状況になっ

た最も大きな理由は何ですか。（1 つだけ○） 

全体では、「まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと」が 50.0％と最も高く、次

いで、「小学生のときの不登校」「中学生のときの不登校」（25.0％）の順になっています。 

 
 
 
問 42 最近 6 か月間に、家族以外の人と会話しましたか。（1 つだけ○） 

全体では、「よく会話した」が 50.0％と最も高く、次いで、「ときどき会話した」（16.7％）、

「まったく会話しなかった」（8.3％）の順になっています。 

 
  

0.0 25.0 25.0 0.0 50.0 0.00.00.00.00.00.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=4)

学校にうまくなじめなかったこと

小学生のときの不登校

中学生のときの不登校

受験がうまくいかなかったこと

まわりの人とのつき合いがうまくいかなかったこと

病気(病名：)

家族の看病やお世話をすることになったこと

新型コロナウイルスが流行したこと

その他(具体的に：)

特に理由はない

わからない

無回答無回答

50.0 16.7 0.0 8.3 25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=12)

よく会話した ときどき会話した ほとんど会話しなった

まったく会話しなかった 無回答無回答
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８．ものごとがうまくいかず落ち込んだ経験 

問 43 あなたは今までに、ものごとがうまくいかず落ち込んだ経験があったと思いますか。また

は、現在ありますか。最もあてはまるものを選んでください。 

（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、あった(ある)」が 35.2％と最も高く、次いで、「あった(ま

たは、現在ある)」（30.6％）、「どちらかといえば、なかった(ない)」（17.6％）の順になって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 44 問 43 で「1」～「2」と答えた人にお聞きします。あなたは今までに、ものごとがうまくい

かず落ち込んだ状態から元にもどった経験があったと思いますか。最もあてはまるものを選

んでください。（1 つだけ○） 

全体では、「あった」が 63.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、あった」

（25.2％）、「どちらかといえば、なかった」（4.7％）の順になっています。 

 

  

63.8 25.2 4.7

2.4

3.1 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=127)

あった どちらかといえば、あった どちらかといえば、なかった

なかった わからない 無回答無回答

30.6 35.2 17.6 12.4

2.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

あった(または、現在ある) どちらかといえば、あった(ある)

どちらかといえば、なかった(ない) なかった(ない)

わからない、答えられない 無回答無回答
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問 45 問 44 で「1」～「2」と答えた人にお聞きします。落ち込んだ状態から元に戻ったのは、ど

のようなきっかけだったと思いますか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「友だちの助け」が 47.8％と最も高く、次いで、「家族や親戚の助け」「時間がた

って状況が変化したこと」（43.4％）の順になっています。 

 

  
43.4

47.8

16.8

7.1

0.9

3.5

0.9

0.9

4.4

11.5

13.3

43.4

7.1

35.4

9.7

7.1

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族や親戚の助け

友だちの助け

学校の先生に相談したこと

スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談したこ

と

地域の人の助け

病院に行って相談したこと

相談できる場所に行って相談したこと

電話相談を利用したこと

SNSやメール相談などを利用したこと

同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみた

こと

趣味の活動に参加したこと

時間がたって状況が変化したこと

引越しや転校、クラス替えなどがあって、まわりの環境が

変わったこと

自分の努力で乗りこえたこと

その他(具体的に：)

わからない、答えられない

無回答

全体(n=113)
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９．相談・支援 

問 46 あなたに困っていることや悩みごとがあるときに、あなたが相談できると思う人はだれで

すか。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「親」が 71.5％と最も高く、次いで、「学校の友だち」（63.7％）、「兄弟や姉妹」

（30.6％）の順になっています。 

 
  

71.5

30.6

16.6

24.4

63.7

19.7

7.3

4.1

5.7

8.8

1.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親

兄弟や姉妹

祖父母など

学校の先生

学校の友だち

学校外の友だち

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

その他の大人(放課後児童クラブの人、塾、習い事の先

生、地域の人など)

インターネットやＳＮＳで知り合った人

だれにも相談できない、相談したくない

無回答

全体(N=193)
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問 47 問 46 で「10」と答えた人にお聞きします。「誰にも相談できない、相談したくない」理由

をお答えください。（あてはまるもの全部に○） 

全体では、「相談しても解決できないと思うから」「誰にも知られたくないことだから」が

47.1％と最も高く、次いで、「自分ひとりで解決するべきだと思うから」「相手にうまく伝えら

れないから」「裏切られることや、失望するのが嫌だから」（35.3％）の順になっています。 

 
 
問 48 あなたが困っていることや、悩みごとがあるとき、実際に相談したことはありますか。相

談したことがある場合、相談した相手はだれですか。（1 つだけ○） 

全体では、「相談したことがある」が 60.1％と最も高く、次いで、「相談したことはない」

（38.9％）の順になっています。 

 
 

  

47.1

35.3

47.1

23.5

17.6

11.8

29.4

11.8

35.3

35.3

5.9

11.8

17.6

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相談しても解決できないと思うから

自分ひとりで解決するべきだと思うから

誰にも知られたくないことだから

自分が変な人に思われるのではないかと不安だから

自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから

相手がどんな人かわからないから

何を聞かれるか不安に思うから

嫌なこと、できないことをするように言われそうだか

ら

相手にうまく伝えられないから

裏切られることや、失望するのが嫌だから

お金がかかると思うから

その他(具体的に：)

特に理由はない、わからない

無回答

全体(n=17)

38.9 60.1 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=193)

相談したことはない 相談したことがある 無回答無回答
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１．ご本人について 

問 1 あなたの性別をお答えください。（1 つだけ○） 

全体では、「女性」が 64.0％と最も高く、次いで、「男性」（35.5％）、「その他(どちらとも

いえない・わからない・答えたくない)」（0.4％）の順になっています。 

 
問 2 あなたの年齢をお答えください。（1 つだけ○） 

全体では、「30 歳～34 歳」が 23.6％と最も高く、次いで、「1，15 歳～19 歳」（21.9％）、

「35 歳～39 歳」（20.2％）の順になっています。 

 
 
問 3 あなたの現在の婚姻状況をお答えください。（1 つだけ○） 

全体では、「未婚」が 60.3％と最も高く、次いで、「配偶者あり」（36.8％）、「4，配偶者と

離別(離婚)」（2.9％）の順になっています。 

 
  

35.5 64.0

0.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

男性 女性 その他(どちらともいえない・わからない・答えたくない) 無回答無回答

21.9 17.4 16.9 23.6 20.2 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

1，15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳 無回答無回答

60.3 36.8

0.0 2.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

未婚 配偶者あり 3，配偶者と死別 4，配偶者と離別(離婚) 無回答無回答
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問 4 現在、あなたと同居している方をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「母」が60.7％と最も高く、次いで、「父」（52.5％）、「きょうだい」（36.4％）

の順になっています。 

 
 
問 5 あなたの家の生計について、以下の（1）と（2）のそれぞれにお答えください。 

（1） 生計を支えている方は主にどなたですか。また、仕送りで生計を立てている方は、その仕

送りを主にしてくれている人をお答えください。 

全体では、「父」が 40.5％と最も高く、次いで、「あなたの配偶者」（22.7％）、「あなた自

身」（18.6％）の順になっています。 

 
  

52.5

60.7

36.4

25.6

35.1

32.6

3.7

1.2

5.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

父

母

きょうだい

祖父母

あなたの配偶者

あなたの子

その他親族

その他(ホームステイをしている人など)(具体的に：)

同居している人はいない(単身世帯)

無回答

全体(N=242)

18.6 40.5 9.9 22.7

0.4
0.0

2.9 5.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あなた自身 父 母

あなたの配偶者 きょうだい あなたの子

その他(具体的に：) わからない、答えられない 無回答無回答
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（2） 主に生計を支えている方の主な収入源は何ですか。 

全体では、「就労、事業による収入(農業収入を含む)」が 96.3％と最も高く、次いで、「年金」

（2.1％）、「わからない、答えられない」（1.7％）の順になっています。 

 
 
問 6 あなたの暮らし向き（衣・食・住・レジャーなどの物質的な生活水準）は、世間一般と比べ

てみて、上から下までのどれにあたると思いますか。あなたの実感でお答えください。（1 つ

だけ○） 

全体では、「中の中」が 52.1％と最も高く、次いで、「中の下」（20.7％）、「中の上」

（17.4％）の順になっています。 

 
 
問 7 あなたが最後に卒業（中退を含む）した学校はどこですか。（1 つだけ○）※在学中の方は、

現在在学している学校をお答えください。 

全体では、「高等学校」が 40.5％と最も高く、次いで、「大学・大学院」（26.9％）、「専修

学校・専門学校」（18.6％）の順になっています。 

 

 
  

96.3

0.0

2.1

0.00.0

1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

就労、事業による収入(農業収入を含む)

預金やその利息、財産からの収入(株の配当や不動産賃料など)

年金

生活保護

その他(具体的に：)

わからない、答えられない

無回答無回答

2.9 17.4 52.1 20.7 7.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

上 中の上 中の中 中の下 下 無回答無回答

5.8 40.5 18.6 6.6 26.9

1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

中学校 高等学校 専修学校・専門学校

高等専門学校・短期大学 大学・大学院 その他(具体的に：)

無回答無回答
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問 8 あなたの現在の仕事をお答えください。（1 つだけ○） 

全体では、「正規の社員・職員・従業員」が 51.7％と最も高く、次いで、「学生・生徒(予備

校生などを含む)」（25.2％）、「パート・アルバイト」（9.9％）の順になっています。 

 

 
 
問 9 あなたの就業経験についてお答えください。（パート・アルバイトを含む）（1 つだけ○） 

全体では、「現在、就業している」が 68.2％と最も高く、次いで、「これまでに就業経験は

ない」（21.5％）、「現在、就業しているが、休職や休業中である」（6.2％）の順になっていま

す。 

 

 

  

25.2 9.9

0.4 2.9

51.7

1.2

3.3

0.8

2.5

0.0
0.4

0.0 1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

学生・生徒(予備校生などを含む) パート・アルバイト 派遣社員

契約社員・嘱託 正規の社員・職員・従業員 会社などの役員

自営業・自由業 家族従業者・内職 専業主婦・主夫

家事手伝い 無職(仕事を探している) 無職(仕事を探していない)

その他(具体的に：) 無回答無回答

68.2 6.2 4.1 21.5 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

現在、就業している 現在、就業しているが、休職や休業中である

現在は就業していないが、過去に就業経験がある これまでに就業経験はない

無回答無回答
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２．人生観・充実度 

問 10 あなた自身について、次のことがどのくらいあてはまりますか。 

ア） 自分には自分らしさというものがあると思う 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 49.6％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（31.4％）、「どちらかといえばあてはまらない」（16.1％）の順になっています。 

 
イ） 自分の欲しいものをがまんすることが苦手だ 

全体では、「どちらかといえばあてはまらない」が 42.1％と最も高く、次いで、「どちらか

といえばあてはまる」（28.5％）、「あてはまらない」（19.4％）の順になっています。 

 
ウ） 今の自分を変えたいと思う 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 43.4％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（28.5％）、「どちらかといえばあてはまらない」（19.0％）の順になっています。 

 
エ） 将来よりも今の生活を楽しみたい 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 56.2％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えばあてはまらない」（17.8％）、「あてはまる」（16.1％）の順になっています。 

 
  

31.4 49.6 16.1
2.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

9.9 28.5 42.1 19.4 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

28.5 43.4 19.0 9.1 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

16.1 56.2 17.8 9.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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オ） 努力すれば希望する職業につくことができる 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 44.2％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（28.5％）、「どちらかといえばあてはまらない」（16.9％）の順になっています。 

 
カ） 自分の将来は運やチャンスによって決まると思う 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 46.3％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えばあてはまらない」（26.9％）、「あてはまる」（16.9％）の順になっています。 

 
キ） 人生で起こることは、結局は自分に原因があると思う 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 52.5％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（29.8％）、「どちらかといえばあてはまらない」（14.0％）の順になっています。 

 
ク） 他人に迷惑がかからない限り、どんな考えや行動をとろうが、自分の自由だと思う 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 41.7％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（24.0％）、「どちらかといえばあてはまらない」（21.1％）の順になっています。 

 
  

28.5 44.2 16.9 10.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

16.9 46.3 26.9 9.5 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

29.8 52.5 14.0

3.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

24.0 41.7 21.1 13.2 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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ケ） 今の自分が好きだ 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 45.5％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えばあてはまらない」（31.4％）、「あてはまる」（13.2％）の順になっています。 

 
コ） 自分らしさを強調するより、他人と同じことをしていると安心だ 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 45.9％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えばあてはまらない」（33.1％）、「あてはまる」（12.4％）の順になっています。 

 
サ） 自分の親（保護者）から愛されていると思う 

全体では、「あてはまる」が 57.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえばあてはまる」

（35.5％）、「どちらかといえばあてはまらない」（5.0％）の順になっています。 

 
シ） うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 45.5％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えばあてはまらない」（32.2％）、「あてはまる」（15.3％）の順になっています。 

 
  

13.2 45.5 31.4 9.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

12.4 45.9 33.1 8.7 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

57.4 35.5 5.0

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

15.3 45.5 32.2 6.6 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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ス） 自分の考えをはっきり相手に伝えることができる 

全体では、「どちらかといえばあてはまらない」が 36.4％と最も高く、次いで、「どちらか

といえばあてはまる」（36.0％）、「あてはまる」（17.8％）の順になっています。 

 
セ） 自分自身に満足している 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 37.6％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えばあてはまらない」（35.1％）、「あてはまらない」（16.9％）の順になっています。 

 
ソ） 自分は役に立たないと強く感じる 

全体では、「どちらかといえばあてはまらない」が 39.7％と最も高く、次いで、「あてはま

らない」（24.4％）、「どちらかといえばあてはまる」（24.0％）の順になっています。 

 

 
  

17.8 36.0 36.4 9.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

10.3 37.6 35.1 16.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

12.0 24.0 39.7 24.4 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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問 11 あなたは、今、自分が幸せだと思いますか。あなたの実感をお答えください。（1 つだけ

○） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 49.6％と最も高く、次いで、「そう思う」

（36.0％）、「どちらかといえば、そう思わない」（11.2％）の順になっています。 

 
問 12 次の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所など）に

なっていますか。 

ア） 自分の部屋 

全体では、「そう思う」が 59.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（23.1％）、「あてはまるものはない・わからない」（10.3％）の順になっています。 

 
 
イ） 家庭（実家や親族の家を含む） 

全体では、「そう思う」が 50.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、そう思う」

（38.8％）、「どちらかといえば、そう思わない」（6.2％）の順になっています。 

 
  

36.0 49.6 11.2

3.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

59.5 23.1 4.5

2.5

10.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

50.8 38.8 6.2

2.5 1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答
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ウ） 学校（卒業した学校を含む） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 40.9％と最も高く、次いで、「そう思わない」

（19.0％）、「そう思う」（18.6％）の順になっています。 

 
 
エ） 職場（過去の職場を含む） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 38.0％と最も高く、次いで、「あてはまるも

のはない・わからない」（21.5％）、「どちらかといえば、そう思わない」（15.3％）の順にな

っています。 

 
 
オ） 地域（図書館や公民館や公園など、現在住んでいる場所やそこにある建物など） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 40.1％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば、そう思わない」（20.2％）、「あてはまるものはない・わからない」（14.0％）の順にな

っています。 

 
  

18.6 40.9 14.0 19.0 7.4 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

8.7 38.0 15.3 14.0 21.5 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

12.0 40.1 20.2 13.6 14.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答
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カ） インターネット空間（SNS、YouTube やオンラインゲームなど） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 40.5％と最も高く、次いで、「そう思う」

（21.9％）、「どちらかといえば、そう思わない」（13.6％）の順になっています。 

 

３．人とのつながり 

問 13 以下のア）～ウ）の項目について、あなたはどれくらいの頻度で感じていますか。 

ア） 自分には人とのつきあいがないと感じることがある 

全体では、「時々ある」が 39.7％と最も高く、次いで、「ほとんどない」（27.3％）、「決し

てない」（22.3％）の順になっています。 

 
イ） 自分は取り残されていると感じることがある 

全体では、「ほとんどない」が 40.5％と最も高く、次いで、「時々ある」（32.6％）、「決し

てない」（17.8％）の順になっています。 

 
ウ） 自分は他の人たちから孤立していると感じることがある 

全体では、「ほとんどない」が 42.6％と最も高く、次いで、「時々ある」（30.2％）、「決し

てない」（20.2％）の順になっています。 

 

21.9 40.5 13.6 12.0 11.2 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

あてはまるものはない・わからない 無回答無回答

22.3 27.3 39.7 10.7 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

決してない ほとんどない 時々ある 常にある 無回答無回答

17.8 40.5 32.6 9.1 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

決してない ほとんどない 時々ある 常にある 無回答無回答

20.2 42.6 30.2 7.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

決してない ほとんどない 時々ある 常にある 無回答無回答
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問 14 あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。（1 つだけ○） 

全体では、「ほとんどない」が 37.6％と最も高く、次いで、「たまにある」（27.3％）、「決

してない」（16.1％）の順になっています。 

 

４．他者との関わり方 

問 15 家族・親族とあなたのかかわりは、どのようなものですか。 

ア） 会話やメール等をよくしている 

全体では、「そう思う」が 52.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（34.3％）、「どちらかといえばそう思わない」（9.9％）の順になっています。 

 
イ） 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思う」が 41.7％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（39.3％）、「どちらかといえばそう思わない」（13.6％）の順になっています。 

 
ウ） 楽しく話せる時がある 

全体では、「そう思う」が 65.7％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（27.3％）、「どちらかといえばそう思わない」（5.4％）の順になっています。 

 

16.1 37.6 27.3 13.2

4.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

決してない ほとんどない たまにある 時々ある しばしばある・常にある 無回答無回答

52.9 34.3 9.9

2.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

41.7 39.3 13.6 5.4 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

65.7 27.3 5.4

1.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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エ） 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思う」が 64.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（31.8％）、「どちらかといえばそう思わない」（2.1％）の順になっています。 

 
 
オ） 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 39.7％と最も高く、次いで、「そう思う」

（36.4％）、「どちらかといえばそう思わない」（15.3％）の順になっています。 

 
 
カ） いつもつながりを感じている 

全体では、「そう思う」が 49.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（39.3％）、「どちらかといえばそう思わない」（7.9％）の順になっています。 

 
  

64.5 31.8

2.1 1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

36.4 39.7 15.3 8.3 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

49.2 39.3 7.9 3.7 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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問 16 学校で出会った友人（現在通っている学校の友人、かつての同窓生など）と、あなたの現

在のかかわりは、どのようなものですか。 

ア） 会話やメール等をよくしている 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 35.5％と最も高く、次いで、「そう思う」

（32.2％）、「どちらかといえばそう思わない」（19.8％）の順になっています。 

 
 
イ） 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思う」が 36.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（31.4％）、「どちらかといえばそう思わない」（20.2％）の順になっています。 

 
 
ウ） 楽しく話せる時がある 

全体では、「そう思う」が 61.6％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（27.3％）、「そう思わない」（6.2％）の順になっています。 

 

  

32.2 35.5 19.8 12.0 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

36.4 31.4 20.2 11.2 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

61.6 27.3 4.5 6.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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エ） 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思う」が 45.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（36.0％）、「どちらかといえばそう思わない」（9.5％）の順になっています。 

 
 
オ） 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 36.8％と最も高く、次いで、「そう思う」

（35.1％）、「どちらかといえばそう思わない」（15.3％）の順になっています。 

 
 
カ） いつもつながりを感じている 

全体では、「そう思う」が 33.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（33.1％）、「どちらかといえばそう思わない」（22.7％）の順になっています。 

 
 

  

45.0 36.0 9.5 9.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

35.1 36.8 15.3 12.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

33.9 33.1 22.7 10.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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問 17 問 9 で「1 現在、就業している」、「2．現在、就業しているが、休職や休業中である」、「3．

現在は就業していないが、過去に就業経験がある」のいずれかに○をつけた方にうかがいま

す。職場・アルバイト関係の人（現在及び過去の職場の同僚・上司・部下、その他仕事の関

係で知り合った人など）と、あなたの現在のかかわりは、どのようなものですか。 

ア） 会話やメール等をよくしている 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 43.7％と最も高く、次いで、「そう思う」

（21.6％）、「どちらかといえばそう思わない」（17.4％）の順になっています。 

 
 
イ） 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 44.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえ

ばそう思わない」（22.1％）、「そう思わない」（20.0％）の順になっています。 

 
 
ウ） 楽しく話せる時がある 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 39.5％と最も高く、次いで、「そう思う」

（38.9％）、「どちらかといえばそう思わない」（12.1％）の順になっています。 

 
  

21.6 43.7 17.4 15.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=190)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

11.6 44.2 22.1 20.0 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=190)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

38.9 39.5 12.1 7.4 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=190)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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エ） 困ったときは助けてくれる 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 43.7％と最も高く、次いで、「そう思う」

（31.1％）、「どちらかといえばそう思わない」（12.6％）の順になっています。 

 
オ） 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「どちらかといえばそう思わない」が 33.2％と最も高く、次いで、「どちらかと

いえばそう思う」（29.5％）、「そう思わない」（24.7％）の順になっています。 

 
カ） いつもつながりを感じている 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 38.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえ

ばそう思わない」（26.8％）、「そう思わない」（19.5％）の順になっています。 

 
問 18 すべての方にうかがいます。地域の人（近所の人、町内会などの知人、消防団などの地域

活動での知人、塾や習い事での知人、参加している NPO 法人など）と、あなたのかかわり

は、どのようなものですか。 

ア） 会話やメール等をよくしている 

全体では、「そう思わない」が 50.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」（26.0％）、「どちらかといえばそう思う」（16.9％）の順になっています。 

 

31.1 43.7 12.6 10.5 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=190)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

11.1 29.5 33.2 24.7 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=190)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

13.7 38.4 26.8 19.5 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=190)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

5.8 16.9 26.0 50.0 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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イ） 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思わない」が 56.6％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」（27.7％）、「どちらかといえばそう思う」（9.9％）の順になっています。 

 
 
ウ） 楽しく話せる時がある 

全体では、「そう思わない」が 35.1％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（29.3％）、「どちらかといえばそう思わない」（21.5％）の順になっています。 

 
 
エ） 困ったときは助けてくれる 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 33.5％と最も高く、次いで、「そう思わない」

（32.2％）、「どちらかといえばそう思わない」（23.6％）の順になっています。 

 
 
オ） 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思わない」が 57.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」（24.8％）、「どちらかといえばそう思う」（9.5％）の順になっています。 

 
  

4.5 9.9 27.7 56.6 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

12.8 29.3 21.5 35.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

9.5 33.5 23.6 32.2 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

5.8 9.5 24.8 57.9 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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カ） いつもつながりを感じている 

全体では、「そう思わない」が 45.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

「どちらかといえばそう思わない」（23.6％）の順になっています。 

 
問 19 インターネット上における人やグループ（実際には会ったことがない、または、何回か会

ったことはあっても、基本的にはインターネット中心の付き合いの人やグループ）と、あな

たのかかわりは、どのようなものですか。 

ア） 会話やメール等をよくしている 

全体では、「そう思わない」が 59.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（17.8％）、「どちらかといえばそう思わない」（12.0％）の順になっています。 

 
イ） 何でも悩みを相談できる人がいる 

全体では、「そう思わない」が 64.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」（14.0％）、「どちらかといえばそう思う」（13.6％）の順になっています。 

 
ウ） 楽しく話せる時がある 

全体では、「そう思わない」が 54.1％と最も高く、次いで、「そう思う」「どちらかといえば

そう思う」（18.2％）の順になっています。 

 

6.6 23.6 23.6 45.5 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

10.3 17.8 12.0 59.5 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

7.0 13.6 14.0 64.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

18.2 18.2 9.1 54.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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エ） 困ったときは助けてくれる 

全体では、「そう思わない」が 65.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」（14.9％）、「どちらかといえばそう思う」（12.8％）の順になっています。 

 
 
オ） 他の人には言えない本音を話せることがある 

全体では、「そう思わない」が 62.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（13.6％）、「どちらかといえばそう思わない」（12.8％）の順になっています。 

 

 

カ） いつもつながりを感じている 

全体では、「そう思わない」が 63.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（15.3％）、「どちらかといえばそう思わない」（13.2％）の順になっています。 

 
  

6.6 12.8 14.9 65.3 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

10.3 13.6 12.8 62.8 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

7.9 15.3 13.2 63.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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問 20 あなたは、他の人と付き合う時、次のようなことがどのくらいあてはまりますか。 

ア） 誰とでもすぐ仲良くなれる 

全体では、「どちらかといえばあてはまらない」が 39.7％と最も高く、次いで、「どちらか

といえばあてはまる」（37.6％）、「あてはまる」（12.4％）の順になっています。 

 
 
イ） 表情やしぐさで相手の思っていることがわかる 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 51.2％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（24.0％）、「どちらかといえばあてはまらない」（20.2％）の順になっています。 

 
  

12.4 37.6 39.7 9.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

24.0 51.2 20.2 4.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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ウ） 親しい人に頼まれてもやりたくないことは断る 

全体では、「どちらかといえばあてはまらない」が 43.0％と最も高く、次いで、「どちらか

といえばあてはまる」（37.6％）、「あてはまる」（11.2％）の順になっています。 

 
エ） その場に合った行動がとれる 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 65.3％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（18.2％）、「どちらかといえばあてはまらない」（12.0％）の順になっています。 

 
オ） 表情が豊かである 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 43.8％と最も高く、次いで、「あてはまる」

（26.4％）、「どちらかといえばあてはまらない」（21.9％）の順になっています。 

 
カ） 気持ちを抑えようとしても、顔に出てしまう 

全体では、「どちらかといえばあてはまる」が 45.9％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えばあてはまらない」（26.0％）、「あてはまる」（21.5％）の順になっています。 

 
  

11.2 37.6 43.0 7.4 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

18.2 65.3 12.0 3.7 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

26.4 43.8 21.9 7.0 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

21.5 45.9 26.0 6.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答
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キ） 人にぶつかっても、あやまらないことがある 

全体では、「あてはまらない」が 59.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばあてはま

らない」（24.4％）、「どちらかといえばあてはまる」（12.0％）の順になっています。 

 
 

５．社会参加 

問 21 あなたは、「社会のために役立つことをしたい」と思いますか。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、そう思う」が 51.2％と最も高く、次いで、「そう思う」

（33.9％）、「どちらかといえば、そう思わない」（12.0％）の順になっています。 

 
 

６．将来像 

問 22 あなたは、自分の将来について明るい希望を持っていますか。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば希望がある」が 46.3％と最も高く、次いで、「どちらかとい

えば希望がない」（21.9％）、「希望がある」（21.5％）の順になっています。 

 
 

  

3.3 12.0 24.4 59.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答無回答

33.9 51.2 12.0 2.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない そう思わない

無回答無回答

21.5 46.3 21.9 10.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

希望がある どちらかといえば希望がある どちらかといえば希望がない

希望がない 無回答無回答
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問 23 あなたは 20 年後、どのようになっていると思いますか。 

ア） お金持ちになっている 

全体では、「どちらかといえばそう思わない」が 42.1％と最も高く、次いで、「そう思わな

い」（29.8％）、「どちらかといえばそう思う」（23.6％）の順になっています。 

 

 
 
イ） 自由にのんびり暮らしている 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 45.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえ

ばそう思わない」（20.2％）、「そう思う」（19.4％）の順になっています。 

 
 
ウ） 世界で活躍している 

全体では、「そう思わない」が 70.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」（19.4％）、「どちらかといえばそう思う」（8.3％）の順になっています。 

 

 
  

4.5 23.6 42.1 29.8 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

19.4 45.5 20.2 14.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

2.1 8.3 19.4 70.2 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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エ） 多くの人の役に立っている 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 34.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえ

ばそう思わない」（32.2％）、「そう思わない」（24.0％）の順になっています。 

 
 
オ） 有名になっている 

全体では、「そう思わない」が 69.0％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」（20.7％）、「どちらかといえばそう思う」（8.3％）の順になっています。 

 
 
カ） 子どもを育てている 

全体では、「そう思う」が 32.2％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（31.8％）、「そう思わない」（19.8％）の順になっています。 

 
 
キ） 親を大切にしている 

全体では、「そう思う」が 47.9％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（45.9％）、「どちらかといえばそう思わない」（3.7％）の順になっています。 

 

9.5 34.3 32.2 24.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

2.1 8.3 20.7 69.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

32.2 31.8 16.1 19.8 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

47.9 45.9 3.7

2.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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ク） 幸せになっている 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 47.5％と最も高く、次いで、「そう思う」

（35.5％）、「どちらかといえばそう思わない」（10.3％）の順になっています。 

 
 
ケ） 結婚している 

全体では、「そう思う」が 47.5％と最も高く、次いで、「どちらかといえばそう思う」

（24.4％）、「そう思わない」（16.5％）の順になっています。 

 
 
コ） 出世している 

全体では、「どちらかといえばそう思わない」が 33.1％と最も高く、次いで、「どちらかと

いえばそう思う」（28.9％）、「そう思わない」（25.2％）の順になっています。 

 
 
サ） 仲間と仲良く暮らしている 

全体では、「どちらかといえばそう思う」が 41.7％と最も高く、次いで、「そう思う」

（32.6％）、「そう思わない」（13.6％）の順になっています。 

 

35.5 47.5 10.3 6.6 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

47.5 24.4 11.2 16.5 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

12.4 28.9 33.1 25.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答

32.6 41.7 11.6 13.6 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答無回答
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７．普段の活動 

問 24 普段ご自宅（暮らしている場所）にいるときは、どんなことに時間を使っていますか。よ

くしていることをすべて選んでください。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「インターネットをする」が 74.8％と最も高く、次いで、「テレビを見る」

（64.5％）、「家事をする」（42.6％）の順になっています。 

 

 

  

64.5

3.7

14.0

2.5

41.7

24.0

15.3

42.6

26.9

0.4

74.8

1.2

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

テレビを見る

ラジオを聴く

本を読む

新聞を読む

ゲームをする

勉強する

仕事をする

家事をする

育児をする

介護・看護をする

インターネットをする

あてはまるものはない

無回答

全体(N=242)
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８．外出状況 

問 25 あなたは普段どのくらい外出しますか。現在のことについてお答えください。（1 つだけ

○） 

全体では、「仕事や学校で平日は毎日外出する」が 72.3％と最も高く、次いで、「仕事や学

校で週に 3～4 日外出する」（9.1％）、「人づきあいのためにときどき外出する」（6.2％）の順

になっています。 

 
 
問 26 問 25 で「5」～「8」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。あなたの外出状況が

現在の状態となって、どのくらい経ちますか。（1 つだけ○） 

全体では、「3 か月未満」が 31.8％と最も高く、次いで、「1 年～2 年未満」（18.2％）、「3

か月～6 か月未満」「7 年～10 年未満」（13.6％）の順になっています。 

 

 
  

72.3 9.1 2.9 6.2 5.0

3.3

0.8

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

仕事や学校で平日は毎日外出する

仕事や学校で週に3～4日外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する

普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

無回答無回答

31.8 13.6 9.1 18.2 4.50.00.0 13.6 4.5 4.5

0.00.00.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=22)

3か月未満 3か月～6か月未満 6か月～1年未満 1年～2年未満

2年～3年未満 3年～5年未満 5年～7年未満 7年～10年未満

10年～15年未満 15年～20年未満 20年～25年未満 25年～30年未満

30年以上 無回答無回答
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問 27 問 26 で「3」～「13」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。あなたの外出状況

が現在の状態になったのは、何歳の頃ですか。（1 つだけ○） 

全体では、「25 歳～29 歳」が 41.7％と最も高く、次いで、「14 歳以下」「20 歳～24 歳」

（16.7％）の順になっています。 

 
 
問 28 問 26 で「3」～「13」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。あなたの外出状況

が現在の状態になった主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「妊娠したこと」が 33.3％と最も高く、次いで、「退職したこと」（25.0％）、

「特に理由はない」「わからない」（16.7％）の順になっています。 

 

 
  

16.7 8.3 16.7 41.7 8.3 8.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=12)

14歳以下 15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳

30歳～34歳 35歳～39歳 無回答無回答

0.0

0.0

8.3

8.3

0.0

0.0

8.3

0.0

8.3

0.0

33.3

25.0

0.0

8.3

8.3

16.7

16.7

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校になじめなかったこと

小学校時代の不登校

中学校時代の不登校

高校時代の不登校

大学(専門学校、短期大学等を含む)時代の不登校

受験に失敗したこと(高校・大学等)

就職活動がうまくいかなかったこと

職場になじめなかったこと

人間関係がうまくいかなかったこと

病気(病名：)

妊娠したこと

退職したこと

介護・看護を担うことになったこと

新型コロナウイルス感染症が流行したこと

その他(具体的に：)

特に理由はない

わからない

無回答

全体(n=12)
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問 28-1 問 28 で「1」～「15」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。あなたの外出状

況が現在の状態になった最も大きな理由は何ですか。（1 つだけ○） 

全体では、「妊娠したこと」が 33.3％と最も高く、次いで、「高校時代の不登校」「就職活動

がうまくいかなかったこと」「退職したこと」「新型コロナウイルス感染症が流行したこと」

「特に理由はない」「わからない」（11.1％）の順になっています。 

 
 
問 29 問 26 で「3」～「13」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。最近 6 か月間に、

家族以外の人と会話しましたか。（1 つだけ○） 

全体では、「よく会話した」「ときどき会話した」「ほとんど会話しなった」が 33.3％と最も

高くなっています。 

 

  

0.00.00.0 11.1

0.00.0

11.1

0.00.00.0

33.3 11.1

0.0

11.1

0.0

11.1 11.1 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=9)

学校になじめなかったこと 小学校時代の不登校

中学校時代の不登校 高校時代の不登校

大学(専門学校、短期大学等を含む)時代の不登校 受験に失敗したこと(高校・大学等)

就職活動がうまくいかなかったこと 職場になじめなかったこと

人間関係がうまくいかなかったこと 病気(病名：)

妊娠したこと 退職したこと

介護・看護を担うことになったこと 新型コロナウイルス感染症が流行したこと

その他(具体的に：) 特に理由はない

わからない 無回答無回答

33.3 33.3 33.3 0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=12)

よく会話した ときどき会話した ほとんど会話しなった

まったく会話しなかった 無回答無回答
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９．困難に直面した経験 

問 30 すべての方にうかがいます。あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることが

できなかった経験がありましたか。または、現在、社会生活や日常生活を円滑に送れていな

い状況がありますか。最もあてはまるものを選んでください。（1 つだけ○） 

全体では、「なかった(ない)」が 31.8％と最も高く、次いで、「どちらかといえば、あった

(ある)」（19.4％）、「今までに経験があった(または、現在ある)」「どちらかといえば、なかっ

た(ない)」（19.0％）の順になっています。 

 
 
問 31 問 30 で「1」または「2」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。そうした問題を

経験した、または現在経験している主な原因は何ですか。以下の（1）～（4）のそれぞれに

お答えください。 

（1） 自分自身について 

全体では、「人づきあいが苦手」が 46.2％と最も高く、次いで、「悩みや不安などが相談で

きない」（24.7％）、「精神的な病気」（22.6％）の順になっています。 

 
  

19.0 19.4 19.0 31.8 10.3 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

今までに経験があった(または、現在ある) どちらかといえば、あった(ある)

どちらかといえば、なかった(ない) なかった(ない)

わからない、答えられない 無回答無回答

46.2

22.6

9.7

10.8

21.5

10.8

24.7

10.8

15.1

0.0

1.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人づきあいが苦手

精神的な病気

身体的な病気・ケガ

妊娠

何事も否定的に考えてしまう

勉強が苦手

悩みや不安などが相談できない

その他(具体的に：)

特にない

わからない

無回答

全体(n=93)
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（2） 家族・家庭について 

全体では、「特にない」が 50.5％と最も高く、次いで、「わからない」（12.9％）、「家庭が

貧しい」（10.8％）の順になっています。 

 
 
（3） 学校について 

全体では、「特にない」が 45.2％と最も高く、次いで、「いじめを受けた」（18.3％）、「友

達との関係が悪い」（12.9％）の順になっています。 

 
  

7.5

2.2

7.5

0.0

5.4

0.0

8.6

1.1

5.4

10.8

0.0

1.1

1.1

50.5

12.9

6.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族内の不和や離別(離婚)

家庭内での孤立(家族間のコミュニケーションが希薄)

親(保護者)の過度な期待

親(保護者)の放任

親(保護者)の厳しいしつけ

親(保護者)の虐待

親(保護者)の過干渉

親(保護者)の甘やかし

親(保護者)への反発

家庭が貧しい

家庭が裕福で生活の心配がない

看護・介護(自分が担い手)

その他(具体的に：)

特にない

わからない

無回答

全体(n=93)

11.8

7.5

12.9

7.5

10.8

18.3

1.1

1.1

3.2

5.4

0.0

2.2

0.0

0.0

3.2

2.2

0.0

45.2

5.4

6.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

成績が悪い、授業についていけない

先生との関係が悪い

友達との関係が悪い

校則に合わせるのが嫌

集団行動が苦手

いじめを受けた

体罰やハラスメントを受けた

小学校時代の不登校

中学校時代の不登校

高校時代の不登校

大学(専門学校、短期大学等を含む)時代の不登校

大学、短大、高専、専門学校、高校の中退

中学受験の失敗

高校受験の失敗

大学受験の失敗

不本意な入学

その他(具体的に：)

特にない

わからない

無回答

全体(n=93)
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（4） 仕事・職場について 

全体では、「特にない」が 33.3％と最も高く、次いで、「働きたくない」（20.4％）、「上司

や同僚との関係が悪い」（19.4％）の順になっています。 

 
 
問 32 問 30 で「1」または「2」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。あなたは今まで

に、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった状態が改善した経験がありました

か。最もあてはまるものを選んでください。（1 つだけ○） 

全体では、「どちらかといえば、あった」が 36.6％と最も高く、次いで、「あった」

（31.2％）、「わからない」（11.8％）の順になっています。 

 
  

8.6

19.4

1.1

9.7

0.0

12.9

16.1

4.3

7.5

20.4

16.1

18.3

6.5

18.3

3.2

33.3

5.4

3.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

職場になじめない

上司や同僚との関係が悪い

就職に失敗

職場を退職

職場を解雇

仕事上でのミス

仕事の量や内容が自分の能力を超えている

いじめを受けた

ハラスメントを受けた

働きたくない

いわゆる「充電」の期間が必要

仕事が自分に向いていない

自分の才能や特技を生かせる仕事でない

本当に自分がやりたい仕事ではない

その他(具体的に：)

特にない

わからない

無回答

全体(n=93)

31.2 36.6 8.6 8.6 11.8 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=93)

あった どちらかといえば、あった どちらかといえば、なかった

なかった わからない 無回答無回答



６ ⼦ども・若者計画調査 
（⾼校⽣世代以上 39 歳まで） 

285 

問 33 問 32 で「1」または「2」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。状態が改善した

きっかけや改善に役立ったことは何だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「家族や親戚の助け」が 50.8％と最も高く、次いで、「友人の助け」（49.2％）、

「時間がたって状況が変化したこと」（41.3％）の順になっています。 

 

50.8

49.2

7.9

4.8

3.2

12.7

3.2

0.0

3.2

3.2

22.2

9.5

41.3

28.6

4.8

1.6

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家族や親戚の助け

友人の助け

学校の先生に相談したこと

スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談した

こと

地域の人の助け

病院に行って相談したこと

相談できる場所に行って相談したこと

電話相談を利用したこと

SNSやメール相談などを利用したこと

同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみ

たこと

就職・転職したこと

趣味の活動に参加したこと

時間がたって状況が変化したこと

自分の努力で乗りこえたこと

その他(具体的に：)

わからない、答えられない

無回答

全体(n=63)
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10．相談・支援 

問 34 すべての方にうかがいます。あなたが、社会生活や日常生活を円滑に送ることができない

状態となったときに、家族や知り合い以外に相談するとすれば、どのような人や場所なら、

相談したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「相手が同じ悩みを持っている、持っていたことがある」が 54.1％と最も高く、

次いで、「相手が同世代である」「無料で相談できる」（31.4％）の順になっています。 

 
 

  

54.1

31.4

23.1

29.8

7.9

21.5

20.7

8.3

5.0

31.4

9.5

3.7

6.6

20.7

1.2

7.0

0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相手が同じ悩みを持っている、持っていたことがある

相手が同世代である

相手が同性である

匿名で(自分が誰かを知られずに)相談できる

電話で相談できる

SNSやメールなどで相談できる

曜日・時間帯を気にせずに相談できる

相談できる場所が自宅から近い

相手が自宅に来てくれる

無料で相談できる

相手先が公的な支援機関である

相手先が民間の支援団体(NPOなど)である

相手が医師である

相手がカウンセラーなど心理学の専門家である

その他(具体的に：)

誰にも相談したくない

無回答

全体(N=242)
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問 35 問 34 で「16．誰にも相談したくない」に○をつけた方にのみうかがいます。相談したくな

いと思う理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「相談しても解決できないと思うから」が 70.6％と最も高く、次いで、「相手が

どんな人かわからないから」「相手にうまく伝えられないから」（35.3％）の順になっています。 

 
 
 

  

70.6

11.8

17.6

0.0

0.0

35.3

5.9

0.0

35.3

11.8

11.8

17.6

11.8

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

相談しても解決できないと思うから

自分ひとりで解決するべきだと思うから

誰にも知られたくないことだから

自分が変な人に思われるのではないかと不安だから

自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから

相手がどんな人かわからないから

何を聞かれるか不安に思うから

嫌なこと、できないことをするように言われそうだか

ら

相手にうまく伝えられないから

裏切られることや、失望するのが嫌だから

お金がかかると思うから

その他(具体的に：)

特に理由はない、わからない

無回答

全体(n=17)
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問 36 すべての方にうかがいます。あなたは、子ども・若者を対象とした育成支援機関等を知っ

ていますか。知っている育成支援機関等をすべて選んでください。（あてはまるものすべて

に○） 

全体では、「児童相談所・福祉事務所などの児童福祉機関」が 51.7％と最も高く、次いで、

「職業安定所(ハローワーク)・ジョブカフェ・地域若者サポートステーションなどの就労支援

機関」（45.9％）、「発達障害者支援センター」（39.7％）の順になっています。 

 

 
問 37 問 36 で「1」～「12」のいずれかに○をつけた方にのみうかがいます。これらの機関を利

用したことはありますか。（1 つだけ○） 

全体では、「ない」が 72.6％と最も高く、次いで、「ある」（27.4％）の順になっています。 

 
  

21.9

7.4

39.7

22.7

51.7

28.9

28.9

45.9

14.9

24.4

3.7

9.5

22.3

0.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

精神保健福祉センター

ひきこもり地域支援センター

発達障害者支援センター

子ども・若者総合相談センター、教育相談所、相談室など

の相談機関

児童相談所・福祉事務所などの児童福祉機関

教育支援センター(適応指導教室)

青少年交流の家、青少年自然の家等

職業安定所(ハローワーク)・ジョブカフェ・地域若者サ

ポートステーションなどの就労支援機関

フリースクール(フリースペース)

通信制高校のサポート校

青少年センターや青少年プラザなど、若者の自主的な活動

を支援する施設

その他民間の機関(自然体験活動、学習支援、就労支

援、．ひきこもりの支援など若者育成支援を行うNPOなど)

どれも知らない

無回答

全体(N=242)

27.4 72.6 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=186)

ある ない 無回答無回答
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問 38 すべての方にうかがいます。これらの機関について利用したいと思いますか。（1 つだけ

○） 

全体では、「利用したいと思わない」が 31.4％と最も高く、次いで、「どちらかといえば利

用したいと思う」（30.2％）、「どちらかといえば利用したいと思わない」（26.4％）の順にな

っています。 

 
 

 

10.7 30.2 26.4 31.4 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=242)

利用したいと思う どちらかといえば利用したいと思う

どちらかといえば利用したいと思わない 利用したいと思わない

無回答無回答


